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特
集
・
楽
し
く
力
が
付
く「
新
し
い
体
育
」と「
新
し
い
音
楽
」

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年10月15日発行（毎月1回15日発行）第527号

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「じどう車くらべ」　　　　　　算数「ひきざん」
小学2年　国語「同じところ、ちがうところ」　算数「かけ算（九九）」
小学3年　国語「ようすをくわしく表そう」　　算数「計算のじゅんじょ」
小学4年　国語「百科事典の使い方」　　　　　算数「垂直、平行と四角形」
小学5年　国語「固有種が教えてくれること」　算数「分数と小数、整数の関係」
小学6年　国語「意見文」　　　　　　　　　　算数「比例を調べる」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「じどう車くらべ」　　　　　　算数「ひきざん」
小学2年　国語「同じところ、ちがうところ」　算数「かけ算（九九）」
小学3年　国語「ようすをくわしく表そう」　　算数「計算のじゅんじょ」
小学4年　国語「百科事典の使い方」　　　　　算数「垂直、平行と四角形」
小学5年　国語「固有種が教えてくれること」　算数「分数と小数、整数の関係」
小学6年　国語「意見文」　　　　　　　　　　算数「比例を調べる」

中学校の授業実践
国語「江戸時代から明治時代の
　　　身分の変化」
理科「風船を使った風向の観測」

特集

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

酒井式絵画指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

楽しく力が付く「新しい
体育」と「新しい音楽」
楽しく力が付く「新しい
体育」と「新しい音楽」

with コロナ　「３つの密」を避けながらwith コロナ　「３つの密」を避けながら

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

新型コロナウイルスに負けるな！
こんな時代でも、子供たちに体育や音楽を
新型コロナウイルスに負けるな！
こんな時代でも、子供たちに体育や音楽を



今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

『
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教
育
技
術

研
究
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とびなわキング
（ブルー、レッド、イエロー）
各750円（税込）
特典：1回の注文につき　級別シール
　２種プレゼント
パスワード：0jumwy

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年9月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

輪郭英単語カード
2,500円（税込）
特典：送料無料
パスワード：z5wb25

　イベントはロマンから生まれる。音楽会が終わった11月初旬。次の学校行事は模擬店。高学年の各ク
ラスがお店を出し、全校児童がお店を回る。６年２組では、ゲーム系のお店をしたい人たちと、お化け
屋敷をしたい人たちで活発に意見を闘わせていた。音楽会終了後から、模擬店までは、約２週間しかな
かった。ゲーム系を推しているのは、いわゆる優等生グループ。準備期間とお店の質を考慮し、ゲーム
系ならできると踏んでいる。お化け屋敷を推しているのは、いわゆる元気グループ。お化け屋敷がどれ
だけ楽しいか、一度はやってみたかったという思いを熱く語った。結果、僅差でお化け屋敷に決まった。
それからは、休み時間や放課後はもちろん、家でも小道具作りや段ボール集めを協力してやっていた。
完成したのは、模擬店当日の開始数分前。誰一人諦めず、お化け屋敷の最中も改善・工夫を続けた。そ
の甲斐あって、全校児童数577人の学校で、512人のお客さんに来てもらえた。

新型コロナウイルスを乗り越え、楽しい学校
行事を皆の力で成功させる！
諦めない心が最高の結果を招いた。

兵庫県姫路市立高岡小学校 西
にし

田
だ

 真
ま

衣
い

子
こ

12月号
で紹介！

鉄棒くるりんベルト
2,200円（税込）
特典：送料無料
パスワード：w9458l

10月号
で紹介！

⇧学校行事「模擬店」でお化け屋敷をした。
お客さんの長蛇の列に子供たちは大喜びだった。

⇦お化け屋敷大成功を祝って記念撮影！

⇧新型コロナウイルスの影響があっても、
チャレラン「紙ちぎり伸ばし」で楽しく交流。

⇦ＡＢに分かれての分散登校（新型コロナウイルス感染予防対策）
期間に行った、背面黒板を使ったメッセージ交琉。
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教
師
の

教
師
の

で解説！ 一目一目で分かる指導のコツで分かる指導のコツ写真写真
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１

対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
対
象
・
不
織
布
の
は
っ
ぴ
・
油
性
マ

ジ
ッ
ク
・
漢
字
を
印
刷
し
た
コ
ピ
ー
用
紙

２

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い

運
動
会
の
表
現
な
ど
で
使
用
す
る
衣
装
に
、

美
し
く
文
字
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
る
で

プ
リ
ン
ト
し
た
か
の
よ
う
な
出
来
映
え
に
な
る
。

３

ポ
イ
ン
ト

　

上
の
写
真
は
二
年
生
「
八
木
節
」
の
運
動
会

衣
装
で
あ
る
。美
し
く
漢
字
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
漢
字
は
自
分
の
名
前
か
ら
取
っ
た
一
字
で

あ
る
。
作
成
手
順
は
次
の
と
お
り
。

①
自
分
の
名
前
の
漢
字
一
字
を
決
め
る
。

②
パ
ソ
コ
ン
で
漢
字
を
Ａ
４
判
の
紙
に
印
刷
す

る
。（
写
真
は
行
書
体
）

③
不
織
布
の
裏
側
に
印
刷
し
た
紙
を
置
き
、
マ

ジ
ッ
ク
で
輪
郭
を
な
ぞ
る
。（「
お
て
ほ
ん
く

ん
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
の
要
領
）

④
輪
郭
内
を
マ
ジ
ッ
ク
で
塗
り
潰
す
。

　

輪
郭
は
細
い
ペ
ン
、
内
側
は
太
い
ペ
ン
を
使

う
と
き
れ
い
に
仕
上
が
る
。

４

実
践
前

　

運
動
会
の
表
現
な
ど
の
衣
装
は
統
一
感
を
出

す
た
め
に
お
そ
ろ
い
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
一

部
、
色
を
変
え
る
な
ど
の
工
夫
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、
衣
装
で
個
性
を
出
す
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
か
っ
た
。

５

実
践
後

　

背
中
に
漢
字
一
字
が
入
る
だ
け
で
お
そ
ろ
い

の
衣
装
に
個
性
が
出
る
。
し
か
も
、
上
記
の
方

法
で
描
か
せ
れ
ば
、
二
年
生
で
も
こ
の
よ
う
に

美
し
く
見
映
え
の
す
る
衣
装
に
仕
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
保
護
者

か
ら
も
好
評
で
あ
る
。

運
動
会
な
ど
で
一
際
目
立
つ

「
文
字
入
り
衣
装
」
の
簡
単
な
作
り
方

ま
る
で
プ
リ
ン
ト
し
た
か
の
よ
う
な
出
来
映
え
！

村む
ら

野の

聡さ
と
し

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
青
梅
教
育
サ
ー
ク
ル



子供が変わる
！ 授業が変わる！ 板書術・ノート術超凄腕

で解説！ 一目一目で分かる指導のコツで分かる指導のコツ写真写真
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松ま
つ

島し
ま

博ひ
ろ

昭あ
き

群
馬
県
太
田
市
立
沢
野
小
学
校

１

黒
板
は
何
等
分
に
す
る
の
か

　

算
数
の
練
習
問
題
。
四
問
の
場
合
。

指
示
1
二
問
で
き
た
ら
持
っ
て
来
な
さ
い
。

（
一
問
目
で
チ
ェ
ッ
ク
、
三
問
目
で
チ
ェ
ッ
ク

の
場
合
も
あ
る
）

　

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
た
子
に
丸
を
付
け
る
。

指
示
2
丸
を
も
ら
っ
た
子
は
、
残
り
の
問
題

を
や
り
な
さ
い
。

　

四
問
全
部
終
わ
っ
た
子
は
、
黒
板
に
出
て
来

て
答
え
を
書
く
。

　

さ
て
、
こ
の
場
合
、
黒
板
は
何
等
分
に
す
る

の
か
。
四
問
あ
る
の
で
、
四
等
分
と
考
え
が
ち

だ
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
。
八
等
分
に
す

る
。
一
番
を
二
人
。
二
番
を
二
人
と
や
る
。
合

計
八
名
が
黒
板
に
書
く
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
練
習
問
題
を
指
導
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
早
く
解
け
た
子
と
ゆ
っ
く
り
の

子
の
時
間
調
整
が
で
き
る
」
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
疑
問
に
思
っ
た
。

　

な
ぜ
、
八
等
分
な
の
か
。

　

そ
こ
で
、
向
山
洋
一
氏
の
授
業
映
像
を
分
析

す
る
こ
と
に
し
た
。
小
学
四
年
生
「
分
数
の
た

し
算
と
か
け
算
全
九
時
間
」
の
中
で
、
練
習

問
題
指
導
は
、
十
八
回
あ
っ
た
。
向
山
氏
の
授

業
は
、八
等
分
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
六
等
分
、

四
等
分
も
あ
っ
た
。
上
図
の
よ
う
に
な
る
。
単

元
前
半
は
八
等
分
が
多
く
、
後
半
に
な
る
と
六

等
分
が
多
く
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

な
ぜ
、
分
け
る
数
を
少
な
く
す
る
の
か
。

　

向
山
氏
の
一
言
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
こ
れ
は
難
し
い
か
ら
六
等
分
」

と
口
に
し
た
。つ
ま
り
、問
題
の
難
易
度
に
よ
っ

て
黒
板
の
分
け
る
数
を
変
え
る
の
で
あ
る
。
難

し
い
問
題
を
八
等
分
に
分
け
た
ら
、
八
名
書
き

終
え
る
ま
で
に
時
間
が
掛
か
る
。

　

練
習
問
題
の
難
易
度
に
よ
っ
て
黒
板
を
幾
つ

に
分
け
る
の
か
、
分
析
す
る
の
も
大
切
な
教
材

研
究
の
一
つ
で
あ
る
。

２

黒
板
は
誰
が
書
く
の
か

　

練
習
問
題
の
答
え
を
書
か
せ
る
目
的
は
何
か
。

「
時
間
差
の
調
整
」
だ
け
で
は
な
い
。

「
全
員
の
活
躍
の
場
」
な
の
で
あ
る
。
い
つ
も

早
く
で
き
た
子
だ
け
黒
板
に
書
か
せ
て
い
た

ら
、
活
躍
す
る
子
は
決
ま
っ
て
し
ま
う
。
算
数

が
苦
手
な
子
の
活
躍
の
場
面
は
な
い
。だ
か
ら
、

教
師
が
意
図
的
に
活
躍
の
場
を
作
る
必
要
が
あ

る
。
向
山
氏
は
、黒
板
に
書
か
せ
る
場
面
で
は
、

三
つ
の
種
類
で
指
導
さ
れ
る
。

①　

早
く
で
き
た
子

②　

指
名
さ
れ
た
子

③　

ま
だ
、
書
い
て
い
な
い
子

　

九
時
間
の
単
元
の
中
で
、
早
く
書
け
た
子
に

書
か
せ
る
回
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
が

分
か
る（
私
は
ほ
と
ん
ど
早
く
で
き
た
子
で
あ
っ

た
）。
つ
ま
り
、
全
員
の
子
を
活
躍
さ
せ
る
と

い
う
思
想
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

３

全
員
を
活
躍
さ
せ
る
の
は
簡
単
で
は
な
い

　

算
数
の
授
業
で
、
全
員
の
子
を
黒
板
に
書
か

せ
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
挑
戦
し
て
み
れ
ば

分
か
る
。
算
数
が
苦
手
な
子
は
、
進
ん
で
黒
板

に
書
こ
う
と
は
し
な
い
。
時
間
が
か
か
る
。
早

く
で
き
た
子
が
何
も
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
。

し
か
し
、
向
山
氏
の
映
像
で
は
、
算
数
が
苦
手

な
子
も
う
れ
し
そ
う
に
黒
板
の
前
に
立
っ
て
答

え
を
書
き
、
で
き
た
子
も
退
屈
し
て
い
な
い
。

苦
手
な
子
も
得
意
な
子
も
活
躍
で
き
る
算
数
授

業
。
ま
さ
に
、
高
段
の
芸
な
の
で
あ
る
。
映
像

を
更
に
分
析
し
、高
段
の
芸
を
身
に
付
け
た
い
。

子
供
が
活
躍
！
　
思
考
の
共
有
！
　
一
目
で
分
か
る
！

板
書
活
用
の
コ
ツ
（
算
数
編
）

黒
板
に
出
て
答
え
を
書
く
の
は
早
く
で
き
た
子
だ
け
で
は
な
い
。

黒
板
は
、
全
員
を
活
躍
さ
せ
、
自
信
を
付
け
さ
せ
る
場
所
で
あ
る
。

全
員
を
活
躍
さ
せ
る
算
数
授
業
は
高
段
の
芸

※

で
あ
る
。

▲８等分

▲６等分

※
超
一
流
の
技
術
を
も
っ
た
者
が
行
う
、
他
が
真
似

で
き
な
い
高
み
ま
で
昇
華
さ
れ
た
技
の
こ
と
。



で解説！ 一目一目で分かる指導のコツで分かる指導のコツ写真写真
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のの絵画工作授業絵画工作授業大成功大成功

酒さ
か

井い

臣し
ん

吾ご

酒
井
式
描
画
指
導
法

　
初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

二
〇
二
〇
年
九
月
号
で
は
「
主
語
」
を

決
め
て
描
く
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
述
べ

た
。
今
月
は
「
擬
人
化
」
に
つ
い
て
一
言
。

　

例
え
ば
、
名
作
「
屋
根
の
上
の
白
い
猫
」

で
言
え
ば
、
ボ
ス
猫
は
ハ
ル
ト
君
、
次
に

や
っ
て
来
た
の
は
、
ミ
ユ
キ
さ
ん
と
タ
ク

ヤ
君
、
次
に
〇
〇
さ
ん
と
来
て
、
一
番
遅

れ
て
や
っ
て
来
た
の
が
ユ
ウ
イ
チ
君
、
と

決
め
て
描
く
の
で
あ
る
。
全
て
実
在
の
人

間
で
あ
る
こ
と
、
自
分
が
よ
く
知
っ
て
い

る
人
間
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
擬
人
化
が
う

ま
く
当
た
る
と
、
ど
れ
も
生
き
生
き
し
た

個
性
的
な
猫
に
な
る
。

　

私
は
、
こ
の
や
り
方
を
天
才
的
な
二
年

生
の
子
供
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

ぜ
ひ
、
試
し
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
虹
色
の
雪
原
で
雪
だ
る
ま
を
作
っ
た
夢
」を

表
現
す
る

は
や
る
心
を
押
さ
え
、
ゆ
っ
く
り
と
作
業
を
楽
し
む
作
法
を
学
ぼ
う
。

④
下
部
に
カ
バ
ー

リ
ン
グ
を
し
、

下
の
Ｄ
の
部
分

を
ス
パ
ッ
タ
リ

ン
グ
 ※
す
る
。

⑤
終
わ
っ
た
ら
、

次
々
と
上
部
へ

ス
パ
ッ
タ
リ
ン

グ
を
繰
り
返
す
。

A'
と
A
を
取
り

除
く
と
、
美
し

い
下
絵
が
完
成
。

　

雪
だ
る
ま
の
白
も
、
地
面
の
白
も
、
そ
し
て

降
る
雪
の
白
も
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
、
赤
と
黄

色
を
混
ぜ
る
こ
と
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
虹
の

よ
う
な
美
し
い
雪
の
世
界
が
広
が
る
。

①
四
切
り
の
青
色

画
用
紙
に
白
い

画
用
紙
を
仮
貼

り
し
て
、
は
さ
み

で
雪
だ
る
ま
を

切
り
抜
く
。

②
ス
ポ
ン
ジ
タ
ン

ポ
で
ポ
ン
ポ
ン

し
て
か
ら
、
白
い

紙
を
取
り
除
く

と
上
の
よ
う
に

な
る
。

③
①
で
切
り
抜
い
た

雪
だ
る
ま
の
下
に
、

５
㎜
ほ
ど
大
き
い

用
紙
を
仮
貼
り
し
、

Ａ
の
上
に
置
く
。

　

こ
の
虹
色
の
世
界
が
、
ま
る
で
「
こ
こ
に
人

や
動
物
を
描
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
誘
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
急
い
で
し
ま
っ
て
は
い
け

な
い
。
ゆ
っ
く
り
と
、
作
業
を
楽
し
む
作
法
を

学
ぶ
つ
も
り
で
、
丁
寧
に
仕
事
を
進
め
よ
う
。

⑥
人
物
や
犬
な
ど
大
き
い
も
の
は
、
や
は
り
直じ

か

に
画
面
に
描
か
ず
に
、
コ
ピ
ー
用
紙
に
描
い

て
、
貼
り
付
け
る
の
が
よ
い
。
手
足
な
ど
は

バ
ラ
バ
ラ
に
切
っ
て
お
き
、
画
面
に
貼
る
と

き
に
組
み
立
て
な
が
ら
貼
る
と
う
ま
く
で
き

る
。

　

雪
だ
る
ま
の
目
鼻
は
直
描
き
で
よ
い
。

⑧
画
用
紙
を
明
る
い
空
色
の
も
の
に
し
て
み
た
。

画
面
が
パ
ァ
ッ
と
明
る
く
な
り
、
雪
だ
る
ま

遊
び
の
楽
し
さ
が
広
が
る
。

　

空
に
小
鳥
を
飛
ば
し
て
動
き
を
付
け
た
。

⑨
画
用
紙
を
普
通
の
青
に
し
て
み
た
。
こ
の
色

が
最
も
安
定
し
て
危
険
が
少
な
い
よ
う
だ
。

万
国
旗
な
ど
を
描
き
加
え
る
と
お
祭
気
分
も

出
て
く
る
。

　

ほ
か
に
、
試
作
品
が
十
枚
ほ
ど
あ
る
の
で
、

私
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
ダ
イ
ア
リ
ー
に
掲
載
す

る
。
そ
の
中
の
気
に
入
っ
た
部
分
を
取
り
入
れ

て
組
み
立
て
る
と
、
い
い
勉
強
に
な
る
。

⑦画用紙を横にして描くと、雪だるまを３個描
けるので安定した構図になる。人の服装や雪
だるまの帽子などは、明るい暖色が似合う。

※
本
誌
二
〇
一
五
年
九
月
号
参
照
。

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
、
当
時
の
説
明
動
画
を
再
掲
す
る
。
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谷編集長の濃厚すぎる5分間

とてつもなく大好評！ TOSS教師Q&A

ダウンロードダウンロード
コンテンツもコンテンツも
満載！満載！
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56ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 SNS から
　 アクセスできます。

３３か月の期間限定公開！  
今すぐアクセス！

お得がが

今、ここでしか
見られない動画！

いっぱい！いっぱい！

もはじめました！

「TOSS SNS」「TOSS SNS」

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを

クリック！

お し試 版

暗唱について

向山洋一に聞く　　教育　 ＆
第15回

回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）

デジタルトークライン 検索

http://talkline.to
s-land.net

Digital Talkline
購読者限定WEBサ

ービス
購読者限定WEBサ

ービス

今月のトークラインID・パスワード

w3698 k
（ダブリュ・さん・ろく・きゅう・はち・ケー）
ID：TL11 ※有効期間：

2020年10月15日～
2021年1月14日

た
）
が
、「
洋
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
を
暗
記
し
て
ご

ら
ん
」
と
、「
初
恋
」
な
ど
の
詩
を
教
え
て
く

れ
た
の
で
す
。

「
初
恋　

島
崎
藤
村

　

ま
だ
あ
げ
初
め
し
前
髪
の

　

林
檎
の
も
と
に
見
え
し
と
き

　

前
に
さ
し
た
る
花
櫛
の

　

花
あ
る
君
と
思
ひ
け
り
」

　

こ
の
一
節
は
、
今
で
も
よ
く
口
ず
さ
み
ま
す
。

小
学
校
に
上
が
る
頃
に
は
、
幾
つ
か
の
詩
を
暗

唱
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

教
育
の
現
場
に
暗
唱
を
導
入
し
た
の
は
、
そ

う
い
っ
た
経
験
が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
中
に
は
、
暗
唱
が
好
き
な
子
が
一
定

数
い
る
の
で
す
。

　

最
初
か
ら
全
部
で
は
な
く
、
フ
レ
ー
ズ
ご
と

に
暗
唱
さ
せ
、
で
き
た
子
を
「
偉
い
ね
」
と
褒

め
る
よ
う
に
し
ま
す
。
す
る
と
、
子
供
た
ち
は

「
先
生
、
で
き
た
！
」
と
意
欲
的
に
や
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

暗
唱
と
い
う
の
は
、
や
っ
て
い
く
う
ち
に
、

方
法
を
覚
え
て
く
る
も
の
で
す
。
や
っ
て
い
な

い
と
全
く
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
脳
を
鍛
え
る
効

果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

「
暗
唱
詩
文
集
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
な
ど

を
用
い
て
、
子
供
た
ち
に
暗
唱
を
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
向
山
先
生
が
暗
唱
に
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

向
山
先
生
は
、
裏
文
化
、
遊
び
文
化
を
た
く

さ
ん
獲
得
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
「
暗
唱
」

が
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も

島
崎
藤
村
の
「
初
恋
」
を
よ
く
暗
唱
さ
れ
て
い

ま
す
。
向
山
先
生
が
暗
唱
に
興
味
を
も
た
れ
た

の
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
だ
っ
た
か
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
子
供
の
頃
、
母
方
の
叔
母
か
ら
教
わ
り
ま
し

た
。

　

母
親
の
一
番
下
の
妹
で
、
暗
唱
な
ど
が
好
き

な
頭
の
い
い
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
叔
母
さ
ん

（
当
時
は
「
お
姉
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
し

小嶋悠紀氏「コロナウイルス小嶋悠紀氏「コロナウイルス
感染対策を踏まえた学級経営 後編」感染対策を踏まえた学級経営 後編」
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巻 頭 論 文

オピニオン　　　教育界で起こっていること今

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

「
表
情
」
や
「
目
線
」
な
ど
の
ノ
ン
バ
ー
バ

ル
な
も
の
か
ら
、「
言
葉
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
」、
あ
る
い
は
「
技
術
的
な
サ
ポ
ー

ト
」
ま
で
、
様
々
な
も
の
が
含
ま
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技

量
検
定
の
よ
う
な
「
授
業
の
技
量
を
測

定
し
、
評
価
で
き
る
指
標
」
が
必
要
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
次
の
検
定
を
創

設
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検

定
」

　

教
師
の
授
業
技
量
は
、
オ
フ
ラ
イ
ン
の
対

面
授
業
に
お
け
る
技
量
が
そ
の
ベ
ー
ス
と
な

る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

特
有
の
授
業
技
量
が
あ
る
。

　

そ
れ
を
「
使
い
こ
な
す
」
た
め
の
検
定
で

あ
る
。

　

次
号
で
検
定
の
内
容
面
に
触
れ
る
。

　

こ
れ
が
重
要
に
な
る
。

　

諸
外
国
で
は
、
お
お
む
ね
二
〇
一
〇
年
頃

ま
で
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

膨
大
な
研
究
成
果
が
あ
る
。

　

次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
も
、
そ
の
中
心
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

⑴Presence

⑵Im
m

ediacy

「Presence

」
と
い
う
の
は
い
わ
ば
教
師
の

存
在
感
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
。

　

例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
、
教
師
の
姿

が
画
面
に
見
え
て
い
た
方
が
効
果
が
高

い
。

「Im
m

ediacy

」
と
い
う
の
は
い
わ
ば
教
師

と
生
徒
と
の
「
即
時
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
で
あ
る
。

　

当
然
、
そ
れ
が
上
手
な
教
師
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
効
果
は
高
く

な
る
。

「Presence

」
と
「Im

m
ediacy

」
に
は
、

　

教
師
が
「
対
面
指
導
」
と
「
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
」
と
を
「
使
い
こ
な
す
」
と
い
う
表
現

を
使
っ
て
い
る
。

「
使
い
こ
な
す
」
こ
と
こ
そ
を
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
化
と
定
義
し
た
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
「
学
校
の
授
業
時
間
内
」
に

次
の
こ
と
を
展
開
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

①
従
来
の
対
面
指
導

②
目
的
に
応
じ
て
遠
隔
授
業

③
目
的
に
応
じ
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
動

画
教
材
等
を
取
り
入
れ
た
授
業

２　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
」
の
創
設

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
は
、
オ
フ
ラ
イ

ン
と
は
違
っ
た
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

　

そ
の
特
性
を
教
師
が
理
解
し
、
状
況
と
目

的
に
応
じ
て
「
使
い
こ
な
す
」
こ
と
が
重
要

だ
。オ

ン
ラ
イ
ン
に
お
け
る

教
育
の
技
術
・
技
能

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
」の
創
設
（
１
）

中
央
教
育
審
議
会
の
初
等
中
等
教
育
分
科
会
が
示
し
た
「
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
﹃
令
和
の
日
本
型
学
校

教
育
﹄
の
構
築
を
目
指
し
て
」
は
、
今
後
十
年
に
わ
た
る
方
向
性
を
示
し
た
重
要
文
書
で
あ
る
。

そ
の
全
て
の
項
目
に
正
対
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
も
そ
の
一
つ
だ
。

遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
を
含
む
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
の
在
り
方
に
つ
い

て
　

そ
の
結
論
部
分
を
引
用
し
よ
う
。

　

今
後
は
、対
面
指
導
の
重
要
性
、遠
隔
・

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
等
の
実
践
で
明
ら
か

に
な
る
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、
発
達

の
段
階
に
応
じ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

つ
つ
、
教
師
が
対
面
指
導
と
家
庭
や
地

域
社
会
と
連
携
し
た
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ

ン
教
育
と
を
使
い
こ
な
す
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
化
）
こ
と
で
個
別
最
適
な
学
び
と
、

社
会
と
つ
な
が
る
協
働
的
な
学
び
を
展

開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

育
成
す
る
た
め
の
、
個
別
最
適
な
学
び

と
、
社
会
と
つ
な
が
る
協
働
的
な
学
び

の
実
現
~

　

今
後
十
年
、
学
校
教
育
は
今
以
上
に
激
動

の
時
代
を
迎
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
文
書
は
、
そ
の
方
向
性
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

全
て
の
教
育
関
係
者
が
熟
読
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　

骨
子
中
に
示
さ
れ
た
「
各
論
」
に
は
、
九

つ
の
論
点
が
あ
る
。

　

例
え
ば
「
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
」「
新

時
代
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
」
な
ど
、

い
ず
れ
も
超
重
要
な
点
ば
か
り
で
あ
る
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
次
が
あ
る
。

１　

中
教
審
答
申
案
の
作
成
に
向
け
た
骨
子

　

二
〇
二
〇
年
八
月
二
十
日
。

　

中
教
審
の
初
等
中
等
教
育
分
科
会
「
新
し

い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
特
別
部

会
」
は
、
極
め
て
重
要
な
文
書
を
公
表
し
た
。

（mext.go.jp/kaigisiryo/2019/11/1422470_00012.
htm

）
中
教
審
答
申
案
の
作
成
に
向
け
た

骨
子
（
案
）

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」

の
構
築
を
目
指
し
て

~
多
様
な
子
供
た
ち
の
資
質
・
能
力
を
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１

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
授
業
時
数
が
不
足
し
て

い
る
。

　

そ
ん
な
声
を
先
生
方
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

時
数
を
補
填
す
る
た
め
に
、
土
曜
授
業
を
増

や
し
、
夏
休
み
や
冬
休
み
を
減
ら
す
と
こ
ろ
も

あ
る
よ
う
で
す
。

「
国
語
」「
算
数
・
数
学
」
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
き
、

体
育
や
音
楽
な
ど
の
実
技
系
の
時
間
を
減
ら
す

と
い
う
状
況
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

本
末
転
倒
だ
と
思
い
ま
す
。

「
時
間
数
」
の
よ
う
な
単
な
る
デ
ー
タ
が
目
的

化
し
て
い
て
、
大
切
な
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い

る
と
し
た
ら
心
配
で
す
。

「
大
切
な
こ
と
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

①
子
供
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
、
楽

し
く
学
習
さ
せ
る
こ
と
。

②
で
き
る
・
分
か
る
授
業
を
保
障
し
、
学

力
が
伸
び
た
実
感
を
も
た
せ
る
こ
と
。

　

こ
れ
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

①
②
が
達
成
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
時
間
数
な

ど
多
少
足
り
な
く
て
も
何
ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
上
で
、
子
供
た
ち
が
楽
し
く
学
校
生
活

を
送
る
要
と
し
て
は
、や
は
り
「
楽
し
い
体
育
」

と
「
楽
し
い
音
楽
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

２

　

け
れ
ど
も
、「
濃
厚
接
触
」
は
避
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
都
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
学
校
運
営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
令
和
二
年
五
月
二
十
八
日
東
京
都
教
育
委
員

会
）
で
は
、
体
育
と
音
楽
で
次
の
活
動
は
行
わ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
一
部
抜
粋
）。

●
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
も
な
お
飛
沫
感

染
の
可
能
性
が
高
い
活
動
は
行
わ
な
い
。

（
例
）

・
体
育
に
お
け
る
身
体
接
触
を
伴
う
活
動

・
音
楽
に
お
け
る
歌
唱
の
活
動
や
管
楽
器

（
リ
コ
ー
ダ
ー
等
）
を
用
い
る
活
動

　

友
達
と
体
を
触
れ
合
う
体
育
が
で
き
な
け
れ

ば
、
二
人
組
の
運
動
も
補
助
も
で
き
ま
せ
ん
。

リ
レ
ー
で
バ
ト
ン
を
渡
す
の
は
？　

ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
で
ボ
ー
ル
を
受
け
る
の
は
？

　

音
楽
で
「
歌
唱
」
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ほ
と

ん
ど
の
主
要
な
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
。
口
に
付

け
る
楽
器
が
使
用
で
き
な
け
れ
ば
、
合
奏
指
導

も
大
き
く
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
で
「
楽
し
い
体
育
」「
楽
し
い
音
楽
」

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

文
科
省
は
「
教
育
活
動
の
再
開
等
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
」
を
各
学
校
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
と
音
楽
の
学
習
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト

の
一
部
を
抜
き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

︿
体
育
﹀

①
体
育
館
の
よ
う
な
広
く
天
井
の
高
い
部

屋
で
も
換
気
を
す
る
。

②
児
童
生
徒
間
に
十
分
な
距
離
が
あ
れ
ば

マ
ス
ク
の
着
用
は
不
要
。

③
児
童
生
徒
が
密
集
す
る
運
動
、
近
距
離

で
組
み
合
っ
た
り
接
触
し
た
り
す
る
運

動
は
変
更
す
る
。

④
運
動
不
足
の
児
童
生
徒
も
い
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
授
業
開
始
時
に
は
準
備

運
動
を
十
分
に
行
う
。

⑤
可
能
な
限
り
屋
外
で
授
業
す
る
。

⑥
集
合
・
整
列
す
る
場
面
を
避
け
る
。

⑦
用
具
を
使
用
す
る
前
に
消
毒
す
る
。

⑧
授
業
の
前
後
に
手
洗
い
を
徹
底
す
る
。

︿
音
楽
﹀

⑴
狭
い
空
間
や
密
閉
状
態
で
の
歌
唱
指
導
や

身
体
の
接
触
を
伴
う
活
動
は
変
更
す
る
。

⑵
歌
う
際
に
は
で
き
る
限
り
一
人
一
人
の

間
隔
を
空
け
る
。

⑶
人
が
い
る
方
向
に
口
が
向
か
な
い
よ
う

に
す
る
。

　

感
染
症
を
防
ぐ
意
味
か
ら
重
要
で
あ
り
、
決

し
て
軽
く
扱
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
上
で
、
運
動
量
と
楽
し
さ
を
保
障
す
る

体
育
の
授
業
と
、
楽
し
く
活
動
さ
せ
技
能
も
伸

ば
す
音
楽
の
授
業
と
を
ど
う
展
開
す
る
の
か
。

　

本
号
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
活
発

に
発
信
さ
れ
て
き
た
三
密
回
避
の
体
育
授
業
や

音
楽
授
業
に
つ
い
て
の
素
敵
な
ア
イ
デ
ア
を
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷　

和
樹
）

イラスト：中濱 麻美
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（
２
）
グ
ル
ー
プ
で
の
運
動

　

生
活
班
（
四
、
五
人
グ
ル
ー
プ
）
で
長
な
わ

を
行
っ
た
。
全
八
班
。
ペ
ア
で
の
運
動
と
同
様

に
、
フ
ラ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
コ
ー
ン
を
Ｗ
の
形
に

置
き
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
位
置
を
確
定
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
全
て
の
グ
ル
ー
プ
の
「
跳
ぶ
向
き
」

を
そ
ろ
え
た
。
跳
ぶ
向
き
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
、

密
を
避
け
る
こ
と
に
な
り
、
事
故
防
止
に
も
な

る
。
私
は
、「
な
わ
は
、
学
校
（
校
舎
）
に
平

行
に
な
る
よ
う
に
回
し
ま
す
」
と
指
示
を
出
し

た
。
こ
の
指
示
で
回
し
手
の
位
置
が
確
定
し
、

全
グ
ル
ー
プ
の
跳
ぶ
向
き
が
そ
ろ
っ
た
。

１
学
校
で
の
取
り
組
み

　

勤
務
校
で
は
密
集
を
避
け
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）
ポ
イ
ン
ト

が
体
育
館
の
床
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
個
人
で
、

か
つ
、
そ
の
場
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
運
動

（
体
つ
く
り
や
表
現
運
動
）
は
Ｓ
Ｄ
ポ
イ
ン
ト

上
で
行
っ
て
い
る
（
写
真
）。

２
ポ
イ
ン
ト
を
置
き
、
立
ち
位
置
を
決
め
る

　

毎
時
間
、
全
て
の
活
動
を
Ｓ
Ｄ
ポ
イ
ン
ト
上

で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
マ
ー
カ
ー

ラ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
コ
ー
ン
を
二
セ
ッ
ト
使
用
し
、

ペ
ア
の
立
ち
位
置
を
決
め
た
。

︿
ペ
ア
で
の
運
動　

場
作
り
︵
体
育
館
︶﹀

３
指
示
「
両
手
を
広
げ
て
グ
ル
っ
と
一
周
」

　

立
ち
位
置
を
決
め
て
も
、
活
動
し
て
い
れ
ば

子
供
間
の
距
離
は
ど
う
し
て
も
近
く
な
る
。

　

そ
の
際
私
は
次
の
指
示
を
出
す
こ
と
が
多
い
。

「
両
手
を
広
げ
て
グ
ル
っ
と
一
周
し
ま
す
。

ぶ
つ
か
ら
な
け
れ
ば
合
格
で
す
」

　

両
手
を
広
げ
る
だ
け
で
は
、
前
後
の
間
隔
が

取
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ
の
場
で
グ

ル
っ
と
一
周
さ
せ
る
こ
と
で
、
左
右
や
斜
め
の

間
隔
も
確
保
で
き
る
。

　

密
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
ら
活
動
を
一
旦

ス
ト
ッ
プ
し
、
そ
の
都
度
指
示
を
出
す
。

SDポイント
は1.8ｍ間隔
で、壁と床に
それぞれ50枚
ずつ貼られて
いる。

片足バランス、なわ跳
び、ダンスなど、一人
でできる運動はSDポ
イント上で行う。

（右写真：片足バランス）

マーカー
コーン

ケン
ステップ

フラットマーカーコー
ンで立ち位置を決める。
ペア同士、間隔（前後左
右）を空けての運動が可
能となる。

コ
ー
ン
や
ケ
ン
ス
テ
ッ
プ
な
ど
目
印
と
な
る
も

の
を
置
き
、
子
供
の
立
ち
位
置
を
決
め
る
。

　

私
は
数
字
入
り
の
フ
ラ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
コ
ー

ン
を
常
備
し
て
い
る
。
実
際
に
行
っ
た
授
業
を

紹
介
す
る
。

（
１
）
ペ
ア
で
の
運
動

　

ペ
ア
で
用
具
を
使
っ
た
運
動
を
行
っ
た
。
フ

⑴軽くて持ち運びが容易。
⑵裏面に滑り止め。
⑶数字入りで見やすい。

フラットマーカーコーン

36人学級。フラットマーカーコーン①から⑨を２セット置き、ペアでの立ち位
置を確定させる。コーンはＷの形に置く。そうすることで活動場所にズレが生
まれ、前後左右の間隔を空けながら運動ができる。

両手を広げて

グルっと一周

丸囲みは回し手。跳ぶ向きをそろえ
ることで、密を避けながら安全に運
動することができる。

体育

埼玉県草加市立谷塚小学校

成
なり

田
た

優
ゆう

也
や

子供の「立ち位置」を
確定し、密を避ける
個人・ペア・グループなど、活動内容や人数が
変化しても、「立ち位置」を決めることで
密を避けての運動が可能となる。

＜写真で分かる＞
体育授業で「３密」
を避けるための基本
環境づくり
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「
体
を
思
い
切
り
動
か
し
た
い
」
と
い
う
子
供
た
ち
の
思

い
が
あ
る
。
新
し
い
生
活
様
式
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
体

育
授
業
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
る
。

１
三
密
を
避
け
た
場
づ
く
り

　

マ
ッ
ト
や
跳
び
箱
運
動
を
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
行
う
。

場
づ
く
り
と
し
て
、
運
動
量
確

保
の
た
め
に
で
き
る
限
り
多
く

の
器
具
を
準
備
す
る
。
実
際
に

運
動
に
取
り
組
む
際
、
演
技
者

以
外
の
子
は
、
ど
こ
に
並
ば
せ

る
だ
ろ
う
か
。
つ
い
演
技
者
の

後
ろ
に
並
ば
せ
て
し
ま
う
が
、

そ
う
な
る
と
待
機
者
同
士
が
密

に
な
る
。
演
技
者
の
観
察
に
集

中
も
で
き
な
い
。
こ
れ
を
場
づ

く
り
の
工
夫
で
解
消
す
る
。
五
人
グ
ル
ー
プ
だ
と
す
る
と
、

図
の
よ
う
に
配
置
す
る
。
演
技
者
は
終
え
た
ら
④
へ
。
以

下
、
④
↓
③
↓
②
↓
①
↓
演
技
者
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

す
る
。
こ
う
す
る
と
隣
の
子
同
士
の
間
隔
が
取
れ
る
。
更

に
役
割
分
担
も
で
き
る
。
①
は
運
動
の
始
め
、
②
は
中
間
、

③
は
終
末
、
④
は
静
止
ポ
ー
ズ
と
い
っ
た
瞬
間
に
つ
い
て
、

演
技
者
に
手
の
付
き
方
や
姿
勢
、
視
線
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
演
技
者
は
次
の
演
技
へ
の
具
体
的

な
修
正
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
。
結
果
、
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
楽
し
さ
が
増
し
て
い
く
。

２
前
学
年
の
内
容
を
実
施
す
る

　

体
力
低
下
も
著
し
い

状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
基

礎
基
本
を
習
得
さ
せ
た

い
。
前
学
年
の
内
容
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
は
易

か
ら
難
の
内
容
と
な
り
、

楽
し
み
な
が
ら
自
信
が

付
い
て
く
る
。
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
も
効
果
的
だ
。

右
下
図
は
、
仲
間
で
作
成
し
た
「
特
別
支
援
児
対
象
の
体

育
カ
ー
ド
」
で
あ
る
。
一
斉
指
導
の
カ
ー
ド
が
通
常
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
習
熟
別
の
カ
ー
ド
も
効
果
的
で
あ
る
（
※
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）。

３
内
容
を
絞
り
込
む

　

時
数
の
関
係
か
ら
、
と
き
に
は
﹃
①
開
脚
跳
び
②
逆
上

が
り
③
前
転
後
転
に
指
導
内
容
を
絞
る
﹄
と
い
っ
た
こ
と

も
必
要
で
あ
ろ
う
。

１
体
育
と
音
楽
を
合
科
し
て
、
楽
し
く
導
入
す
る

　

コ
ロ
ナ
禍
で
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が
あ
る
生
活
で
、
体
を

動
か
す
こ
と
が
減
り
、
心
も
体
も
ス
ト
レ
ス
が
掛
か
っ
て

い
る
。
体
育
の
時
間
で
い
ろ
い
ろ
な
部
位
を
心
地
よ
く
動

か
す
こ
と
が
、
体
も
心
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
そ
の
た
め
に
、
音
楽
を
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
運
動
が
苦
手
な
児
童
や
、
意
欲
的
で
な
い
児
童
に
も
、

音
楽
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
。

２
音
楽
の
鑑
賞
曲
＋
ダ
ン
ス

　

鑑
賞
曲
に
合
わ
せ
て
、
動
き
（
ダ
ン
ス
）
を
作
っ
た
。

「
エ
ー
ス
オ
ブ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
は
本
来
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
曲
で
あ
る
。
こ
れ
を
非
接
触
型
に
変
更
し
た
。

●
効
果
（
福
田
恵
美
子
氏
解
説
）

⑴
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
自
然
に
動
け
る
。

⑵
で
き
な
く
て
も
、
視
覚
模
倣
を
繰
り
返
し
、
自
動
的
に

動
け
る
よ
う
に
な
る
。

⑶
視
覚
・
聴
覚
・
触
覚
・
固
有
覚
・
前
庭
覚
な
ど
感
覚
統

合
が
成
さ
れ
や
す
い
。

①
ひ
ざ
＋
拍
手
＋
右
周
り　

反
対
（
十
六
呼
間
）。

「
身
体
軸
を
ブ
レ
な
い
よ
う

に
し
て
回
る
:
前
庭
覚
」

「
上
下
肢
の
協
調
運
動
」

②
両
手
を
時
計
の
針
に
し
て
九
時
と
三
時
。

　

足
は
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
。

「
左
右
の
異

な
る
運
動
:

協
調
運
動
」

③
両
手
を
水
平
か
ら
、
腿
打
ち
四
回
頭
上
打
ち
四
回
。

３
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し

①
の
動
き
を
「
平
泳
ぎ
」

の
動
き
に
変
え
る
。

「
正
中
線
交
差
」
に
効
果

③
の
動
き
を
「
腿
打
ち
」

か
ら
「
後
ろ
手
打
ち
」
に

変
え
る
。

「
視
野
外
で
の
動
作
:
身

体
イ
メ
ー
ジ
・
身
体
図
式
」

　

ほ
か
に
も
「
道
化
師
の
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
」「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
マ
ー
チ
」「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」
な
ど
。

▲２０２０ライフスキルセミナー
福田恵美子氏資料

※デジタル・トークラインで動画を公開しています。

D
D

新しい生活様式にマッチした
体育授業のシステム

楽しく取り組むためにはシステムが
不可欠。このようなときだからこそ、
「これだけは教える」という指導内容に
絞ることが大切である。

【準備運動】
「３密回避」で運動量
と楽しさを保障する
新しい指導のコツ

【器械運動】
「３密回避」で運動量
と楽しさを保障する
新しい指導のコツ

体育体育

茨城県水戸市立梅が丘小学校

桑
くわ

原
ばら

和
かず

彦
ひこ

神奈川県相模原市立大島小学校

鈴
すず

木
き

恭
きょう

子
こ

準備運動は、リズミカルに
心地よく体を動かす
体を動かすことで、脳幹の連携を促すことができる。
イライラした感情も、動くことでドーパミンが
放出され、解消される。音楽があると、楽しく
繰り返し効果を高めることができる。

⑴ ⑵

⑴
﹃「
体
育
」
授
業
の
腕
が
上
が
る
新
法
則
﹄

⑵
﹃
動
画
で
早
わ
か
り
！
「
教
科
担
任
制
」
時
代
の
新
し
い
体
育
指
導

　
　

器
械
運
動
編
﹄（
根
本
正
雄
編
著
）

※
と
も
に
学
芸
み
ら
い
社
刊
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D

指
示
１
タ
イ
ヤ
に
ボ
ー
ル
を
当
て
た
ら
、
戻
っ
て

き
な
さ
い
。

　

一
人
一
個
ボ
ー
ル
を
持
た
せ
る
。
校
庭
の
遊
具
に
ボ
ー

ル
を
当
て
た
ら
戻
っ
て
く
る
運
動
で
あ
る
。
目
標
物
ま
で

走
る
た
め
、
運
動
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
遊
具

に
応
じ
て
ボ
ー
ル
を
当
て
る
条
件
を
変
化
さ
せ
て
も
よ
い
。

　

ま
た
、「
赤
い
も
の
に
当
て
ま
す
」
や
「
高
い
所
か
ら

ボ
ー
ル
を
投
げ
ま
す
」「
ド
リ
ブ
ル
し
な
が
ら
移
動
し
ま

す
」
な
ど
条
件
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ボ
ー
ル
の
共

有
が
難
し
い
な
ら
、
新
聞
紙
ボ
ー
ル
を
一
人
一
個
作
る
と

よ
い
。

　

コ
ロ
ナ
明
け
の
ボ
ー
ル
運
動
の
動
き
に
つ
な
げ
る
な
ら
、

「
友
達
と
パ
ス
を
し
な
が
ら
○
○
に
当
て
ま
す
」
と
い
う

指
示
も
有
効
で
あ
る
。

　

ゲ
ー
ム
性
を
も
た
せ
る
な
ら
、
遊
具
に
よ
っ
て
点
数
を

変
え
る
。

①
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム　
　

一
点

②
タ
イ
ヤ　
　
　
　
　
　

五
点

③
鉄
棒　
　
　
　
　
　

一
〇
点

指
示
２
三
分
間
で
何
点
取
れ
ま
す
か
。
は
じ
め
。

「
今
日
は
何
点
取
る
」
と
目
標
を
決
め
さ
せ
る
の
も
よ
い
。

苦
手
な
子
で
も
「
目
標
の
点
数
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き

た
」
と
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

指
示
３
チ
ー
ム
戦
で
す
。
一
人
ず
つ
遊
具
に
ボ
ー

ル
を
投
げ
ま
す
。
当
て
た
ら
次
の
子
と
交
代
で
す
。

投
げ
る
子
以
外
は
、
朝
礼
台
前
で
待
ち
ま
す
。

　

勝
敗
の
決
め
方
を
工
夫
し
て
も
よ
い
。

①
一
番
多
く
点
を
取
っ
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
。

②
チ
ー
ム
で
目
標
点
を
決
め
る
。

　

目
標
点
に
近
い
チ
ー
ム
が
勝
ち
。

③
鉄
棒
、
タ
イ
ヤ
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
。
チ
ー
ム
で
相
談

し
て
誰
が
ど
こ
に
当
て
る
か
決
め
る
。

　

全
て
当
て
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
。

︻
Ｑ
Ｒ
資
料
︼
コ
ロ
ナ
期
で
も
で
き
る
ボ
ー
ル
運
動
紹
介

新
聞
紙
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
１
０
０
運
動
例

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
﹃
ボ
ッ
チ
ャ
﹄

（
例　

鉄
棒
）

①
鉄
棒
の
下
を
転
が
す
。

②
鉄
棒
に
当
て
る
。

（
例　

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
）

①
高
い
所
に
当
て
る
。

②
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
ボ
ー

ル
が
入
れ
ば
合
格
。

コロナ禍の体育は
「工夫」を楽しむ
リレーでは、バトンの共用が問題になる。
「手袋」を着ければ解決できるが、それ以外の方法もある。

【ボール運動】
「３密回避」で運動量
と楽しさを保障する新
しい指導のコツ

体育

福井県敦賀市立沓見小学校

村
むら

田
た

正
まさ

樹
き

埼玉県新座市立新堀小学校

工
く

藤
どう

俊
しゅん

輔
すけ

ボール操作の技能を高め、
運動量を確保する
５分間で、誰でもできる・すぐできる運動。

【リレー】
「３密回避」で運動量
と楽しさを保障する
新しい指導のコツ

体育

　

四
年
生
で
行
っ
た
、
二
つ
の
実
践
を
示
す
。

１
マ
イ
・
バ
ト
ン
を
用
意
す
る

　

マ
イ
・
バ
ト
ン
が
あ
れ
ば
、共
用
し
な
く
て
済
む
。
ラ
ッ

プ
の
芯
な
ど
は
バ
ト
ン
の
代
わ
り
に
な
る
。
あ
ら
か
じ
め

用
意
さ
せ
て
お
く
。

　

バ
ト
ン
の
受
け
渡
し
は
せ
ず
、

テ
イ
ク
オ
ー
バ
ー
ゾ
ー
ン
内
で

互
い
の
バ
ト
ン
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
す
れ
ば
、
今
ま
で
と
同
じ
よ

う
に
指
導
で
き
る
。

　

一
チ
ー
ム
四
人
と
し
、「
バ
ト
ン
を
合
わ
せ
る
と
き
、

走
者
は
左
手
、
次
走
者
は
右
手
」
「
ゴ
ー
マ
ー
ク
を
決
め

て
、
走
り
出
す
」「
合
図
が
あ
る
ま
で
、
腕
を
振
る
」「
走

り
出
し
た
ら
後
ろ
は
見
な
い
」
な
ど

を
一
通
り
指
導
し
た
。
そ
の
後
の

チ
ー
ム
練
習
の
と
き
に
、
毎
時
間
バ

ト
ン
パ
ス
の
様
子
を
一
組
ず
つ
十

点
満
点
で
評
定
し
た
。
実
践
期
間
中

は
ほ
と
ん
ど
が
雨
天
だ
っ
た
た
め
、

体
育
館
で
の
折
り
返
し
形
式
に
変

え
た
。
さ
ら
に
、
一
斉
ス
タ
ー
ト
に

は
せ
ず
、
チ
ー
ム
単
位
の
タ
イ
ム
レ
ー
ス
に
し
た
。
見
る

時
間
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
上
手
な
バ
ト
ン
パ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
は
じ
め
に
比
べ
て
二

秒
近
く
速
く
な
っ
た
チ
ー
ム
も
あ
っ
た
。

２
バ
ト
ン
代
わ
り
に
輪
を
使
う

　

走
路
に
輪
を
置
く
。

前
走
者
が
輪
の
中
を
踏
ん
だ
ら
、

次
走
者
は
ス
タ
ー
ト

す
る
。
ケ
ン
ス
テ
ッ
プ
な
ら
、
つ
ま
ず
く
危
険
性
は
低
い
。

走
者
の
分
だ
け
輪
を
走
路
に
並
べ
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
次
走
者
は
止

ま
っ
た
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な

る
。
事
前
に
加
速
す
る
こ
と
の
有
利

さ
に
気
付
か
せ
る
た
め
に
、

輪
の
中
を
踏
ん
だ
と
き
に
、
次

走
者
は
テ
イ
ク
オ
ー
バ
ー
ゾ
ー

ン
内
に
い
れ
ば
よ
い

と
し
て
、
リ
レ
ー
全
体
の
ス
ピ
ー
ド

感
を
高
め
て
い
く
。
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水
泳
指
導
を
例
に
出
す
。中
学
一
年
生
、五
十
名
が
プ
ー

ル
に
入
る
。
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
入
水
し
、
泳
ぎ
始
め
る
。

各
コ
ー
ス
右
側
通
行
、
ク
ロ
ー
ル
五
分
間
で
あ
る
。
笛
の

合
図
で
次
の
活
動
「
ビ
ー
ト
板
で
キ
ッ
ク
の
練
習
」
に
移

る
。
こ
こ
ま
で
、
指
示
は
一
切
出
し
て
い
な
い
。
授
業
は

流
れ
る
よ
う
に
進
ん
で
い
く
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
で
き

た
の
か
。
次
の
二
つ
の
こ
と
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。

１
水
泳
前
~
授
業
の
流
れ
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
~

　

授
業
の
流
れ
を
視
覚
的
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
せ
る
。
こ
れ

を
、
授
業
の
最
初
三
分
間
で
行
う
。
体
育
館
に
前
後
左
右

二
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
取
り
、
座
ら
せ
る
。
壁
に
大
き
く
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
映
し
出
す
。
今
日
の
授
業
の
流
れ
が

時
系
列
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
説
明
を
順
番
に

短
く
行
う
。

　

上
の
ス
ラ
イ
ド

は
、
実
際
に
水
泳

の
授
業
で
扱
っ
た

も
の
で
あ
る
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は

難
し
い
。
そ
の
た

め
、
体
育
館
で
授
業
の
流
れ
を
確
認
し
て
か
ら
プ
ー
ル
へ

移
動
す
る
。
移
動
し
た
と
き
に
は
、
授
業
の
流
れ
が
頭
に

入
っ
て
い
る
状
態
だ
。
更
衣
を
し
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た

生
徒
か
ら
泳
ぎ
始
め
る
。
こ
の
一
連
の
流
れ
で
、
今
年
度

は
プ
ー
ル
で
の
密
な
集
合
・
整
列
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
水
泳
中
~
い
か
な
る
場
合
で
も
視
覚
支
援
~

　

途
中
で
授
業
の
流
れ
を
忘
れ
た
り
、
自
分
が
ど
の
コ
ー

ス
で
泳
ぐ
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
生
徒
が
い
る
。

そ
う
い
っ
た
生
徒
へ
の
配
慮
を
欠
か
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
の
視
覚
支
援
が
難
し
い
場
所
も
あ
る
。
そ
う

い
う
と
き
は
、
流
れ
が
書
か
れ
て
あ
る
ス
ラ
イ
ド
を
印
刷

し
、
そ
の
ま
ま
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
、
貼
る
の
だ
。
一
目
見
れ

ば
何
を
す
る
の
か
分
か
る
状
態
に
し
て
お

く
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
別
練
習
で
は
、
上
の

写
真
の
よ
う
に
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
に
ラ
ミ

ネ
ー
ト
し
た
グ
ル
ー
プ
名
を
印
字
し
た
紙

を
貼
っ
て
お
き
、
各
コ
ー
ス
台
に
置
い
て

お
く
。
す
る
と
、
教
師
が
指
示
を
出
す
こ

と
な
く
、
子
供
た
ち
は
移
動
を
始
め
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
物
を
活
用
し
た
視
覚
支
援
で

三
密
を
回
避
で
き
た
。生
徒
た
ち
は
、プ
ー

ル
の
中
で
常
に
動
い
て
い
る
状
態
。
見
通
し
が
も
て
、
質

問
が
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
教
師
の
指
示
が

減
り
、
運
動
量
を
し
っ
か
り
と
確
保
で
き
た
。

　

な
わ
跳
び
の
活
動
は
、「
個
人
で
練
習
、力
量
ア
ッ
プ
が

で
き
る
」「
な
わ
を
跳
ぶ
こ
と
で
子
供
同
士
の
距
離
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
」「
跳
び
な
わ
を
個
人
で
持
っ
て
い
る
た
め
、

用
具
を
共
有
し
な
く
て
よ
い
」と
い
う
良
さ
が
あ
る
。
さ

ら
に
場
づ
く
り
の
工
夫
に
よ
っ
て「
三
密
回
避
」を
行
う
。

１
授
業
導
入
の
場
面

「
前
両
足
跳
び
。
十

回
」
と
い
う
よ
う
に
、

教
師
の
指
示
に
よ
り
、

次
々
と
技
に
挑
戦
す

る
場
面
で
あ
る
。

　

校
庭
に
あ
ら
か
じ

め
杭く
い

を
打
っ
た
り
、

体
育
館
の
床
に
テ
ー

プ
を
貼
っ
た
り
し
て
、

子
供
の
立
ち
位
置
を
示
し
て
お
く
。
さ
ら
に
、
右
図
①
②

の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
が
向
く
方
向
を
決
め
て
お
く
。

２
個
人
練
習
の
場
面

　

二
人
一
組
で
行
う
。
一
人
は
挑
戦
者
。
自
分
が
挑
戦
し

た
い
技
に
取
り
組
む
活
動
で
あ
る
。
も
う
一
人
は
審
判
と

な
り
、
横
か
ら
挑
戦
者
の
技
の
回
数
を
数
え
る
。

３
二
重
跳
び
リ
レ
ー

　

男
子
と
女
子
が
一
列
に
並
び
、
向
き
合
う
。
一
人
ず
つ

二
重
跳
び
を
し
、
引
っ
掛
か
っ
た
ら
次
の
人
に
替
わ
っ
て

い
く
活
動
で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
熱
中
状
態
と
な
る
。

これまで個人練習の際、子供たち
は自由な場所で行っていた。上図
のようにエリアを決めることで、

「密集・密接回避」を行うことが
できる。

【Aバージョン】
男子チームと女子チーム
の間を４m程度空け、「密
集・密接回避」を行う。
また、応援は拍手や手拍
子によるものとする。

【Bバージョン】
体育館で行うとき。窓
を開け、換気を十分に
行う。同じチーム内が
密接になる場合は右図
のようにジグザグに並
ぶ。跳ぶときに向く方
向も教える。

映像を流して活動内容を
イメージさせる。

集合・整列を避けた体育
ICTと物を活用した視覚支援で、指示と３密は減り、
運動量が確保される。 【なわ跳び】

「３密回避」で運動量
と楽しさを保障する
新しい指導のコツ

体育

鳥取県倉吉市立西中学校

大
お

久
お

保
くぼ

颯
そう

汰
た

山梨県・山梨大学教育学部附属小学校

加
か

藤
とう

三
みつ

紘
ひろ

場づくりの工夫によって
「３密回避」を行うなわ跳び指導
向山型なわ跳び指導＋授業の導入・個人練習・二重跳び
リレーの場面における「３密回避」の工夫によって、
運動量、楽しさ、安心を保障する。

【ICT活用】
「３密回避」で運動量
と楽しさを保障する
新しい指導のコツ

体育
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１
縦
長
教
室
を
「
横
向
き
」
に
使
う

　

で
き
る
限
り
一
人
一
人
の
間
隔
を
空
け
る
。

　

こ
れ
は
歌
う
と
き
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。

「
歌
に
合
わ
せ
身
体
を
動
か
す
」「
気
に
入
っ
た

歌
詞
で
立
つ
」「
身
体
を
た
た
い
て
音
を
出
す
」

「
特
定
の
音
が
聴
こ
え
た
ら
立
つ
」「
鑑
賞
し
て

自
分
の
意
見
を
発
表
す
る
」。
音
楽
の
授
業
で

は
歌
唱
以
外
に
も
、
動
作
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。

２
活
動
に
応
じ
て
子
供
が
動
く

　

新
曲
を
教
え
る
際
は
、
前
を
向
か
せ
る
。

　

季
節
は
い
つ
で
す
か
。

　

例
え
ば
、
こ
う
指
示
す
る
だ
け
で
、
子
供
は

集
中
し
て
聴
こ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
教
師

が
マ
ス
ク
を
し
た
ま
ま
だ
と
、
細
部
ま
で
聴
き

取
れ
な
い
子
が
出
て
く
る
。　

　

そ
こ
で
教
師
オ
ル
ガ
ン
前
に
シ
ー
ル
ド
カ
ー

テ
ン
を
設
置
し
て
も
ら
い
、
教
師
は
透
明
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
話
や
範
唱
を
す
る
よ
う
に
し
た
。

３
器
楽
演
奏
の
中
心
は
木
琴

　

普
段
、
リ
コ
ー
ダ
ー
で
演
奏
し
て
い
る
部
分

（
主
旋
律
=
そ
の
曲
の
中
心
と
な
る
メ
ロ
デ
ィ
）

を
六
、
七
月
は
木
琴
（
鉄
琴
）
で
演
奏
し
た
。

　

飛
沫
感
染
の
心
配
が
少
な
い
の
で
、
手
洗
い

を
徹
底
さ
せ
、
バ
チ
を
消
毒
し
て
対
応
す
る
。

　

楽
し
く
身
体
を
動
か
し
、
階
名
が
歌
え
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
い
よ
い
よ
木
琴
の
出
番
だ

（
三
～
六
年
生
共
通
）。

①
グ
ル
ー
プ
（
三
～
四
人
）
に
分
か
れ
順
番
を

決
め
、
自
グ
ル
ー
プ
の
木
琴
の
前
に
立
つ
。

②
一
番
目
の
子
か
ら
木
琴
を
た
た
く
。
ほ
か
の

子
は
階
名
を
歌
い
、
友
達
が
分
か
ら
な
い
と

き
は
教
え
る
。

③
二
番
目
以
降
の
子
も
順
に
演
奏
す
る
。

④
短
い
部
分
を
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
何
回
も

た
た
か
せ
る
。
ば
ち
の
持
ち
方
、
た
た
く
場

所
、
た
た
き
方
な
ど
を
、
一
時
一
事
で
教
え

て
い
く
。

　

演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
が

演
奏
を
聴
か
せ
る
際
は
、
椅
子
の
向
き
を
逆
に

し
、
教
室
の
後
ろ
に
あ
ら
か
じ
め
セ
ッ
ト
し
て

お
い
た
楽
器
で
披
露
さ
せ
る
。
授
業
時
間
を
確

保
し
、
移
動
や
場
面
転
換
は
短
時
間
で
で
き
る

よ
う
工
夫
す
る
。

４
六
年
生
は
＋
ド
ラ
ム

　

六
年
生
の
音
楽
授
業
は
「
ド
ラ
ム
」
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。
今
年
は
行
事
が
大
幅
に
カ
ッ
ト

さ
れ
、
六
年
生
の
活
躍
の
場
が
少
な
い
。
六
年

生
に
成
功
体
験
、
成
就
感
を
味
わ
わ
せ
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
、
学
校
の
勢
い

に
も
影
響
す
る
と
考
え
た
。
練
習
す
れ
ば
誰
も

が
「
成
功
体
験
」
を
味
わ
え
る
。
し
か
も
か
っ

こ
い
い
。

　

実
際
に
は
、
授
業
中
行
う
短
時
間
の
練
習
で

は
足
り
ず
、
休
み
時
間
に
も
多
く
の
六
年
生
が

音
楽
室
に
来
て
、
ド
ラ
ム
の
練
習
を
し
た
。

　

家
で
練
習
す
る
子
も
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
子

が
基
本
形
を
習
熟
す
る
に
至
っ
た
。
成
功
体
験

を
積
む
と
、
ほ
か
の
活
動
に
も
自
信
を
も
っ
て

取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。

「
音
楽
」
と
い
う
教
科
だ
か
ら
こ
そ
、「
で
き

る
！
」「
や
れ
る
！
」
経
験
を
子
供
に
積
ま
せ

た
い
。

「横向き」仕様の教
室でも、36人が入る
と、左右椅子１つ分
の間隔を空けるのが
やっとだ。

開閉式シールドカーテン設置により、歌唱や器
楽演奏、個別評定で、バリエーションをもたせ
られる。空白なく音が出せるようiPadとスピー
カーも、教師の近くに置く。

身体活動、特
定の音で立つ
など、歌唱以
外にも動作を
伴うことが多
い「音楽授業」
では、この間
隔はほしい。

音楽室全体

すぐにグルー
プ活動に入れ
るよう、木琴・
鉄琴は番号を
振り、教室壁
近くに用意し
ておく。

視覚情報を与
えたいときは、
用意した「ホ
ワイトボード
とマーカー」
で示す。

すぐに演奏できるよう空きスペースに木琴・
鉄琴を置いておく。

１番の子からローテーショ
ンし、何度も繰り返す。

音を出すのは１人10秒
程度。６人のグループ
で動く。

ローテーションで動く。

椅子を180°回転し友達の演奏を
聴く。

＜写真で分かる＞
音楽授業で「３密」
を避けるための基本
環境づくり

音楽

東京都北区立小学校

関
せき

根
ね

朋
とも

子
こ

わくわくする授業を、
「所・時・物」を十分に確保
した教室環境で展開する
制約の中、活動量を確保し、
「やった！」「できた！」体験を積む。
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
子
供
た
ち
は
教
室
で
、
腹
の
底
か
ら

声
を
出
し
歌
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
歌
を
歌
う
と
き
に
は
、

マ
ス
ク
を
し
て
声
を
出
す
な
ど
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
音
楽
ア
プ
リ
「A

capella 
from

 PicPlayPost

」
を
活
用
し
た
歌

唱
指
導
を
行
っ
た
。
無
料
ソ
フ
ト
で
、

誰
で
も
操
作
が
簡
単
に
で
き
る
。
何

よ
り
も
、
録
音
し
た
も
の
を
、
そ
の

場
で
聞
き
、
何
度
も
と
り
直
し
が
で
き
る
の
だ
。
だ
か
ら
、

子
供
は
、
自
分
の
歌
声
を
聞
き
、
さ
ら
に
工
夫
を
始
め
る
。

﹃
ふ
る
さ
と
﹄
を
「A

capella

」
に
録
音
し
な
さ
い
。

　

グ
ル
ー
プ
に
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
渡
す
。
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
、（
Ｓ
Ｏ
Ｐ
、
Ｍ
Ｅ
Ｚ
Ｏ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
か
ら
）
好
き

な
パ
ー
ト
を
選
び
、
練
習
を
始
め
た
。
パ
ー
ト
ご
と
の
音

取
り
は
、
前
時
ま
で
に
終
え
て
い
る
。

　

録
音
で
き
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
子
供
は
、
同
じ
パ
ー

ト
の
友
達
と
、
音
程
や
声
の
出
し
方
な
ど
を
何
度
も
確
認

し
出
し
た
。

　

演
奏
を
聞
い
て
、
気
付
い
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
ま
す
。

　

子
供
は
、
次
々
に
意
見
を
発
表
す
る
。
ふ
だ
ん
、
自
分

た
ち
の
歌
声
を
聞
く
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
子
供
は
、

改
善
点
を
出
す
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
歌
声
の
響
き

に
も
驚
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
、
子
供
は
よ
り
よ
い
合
唱
を
目
指
し
、
練
習

↓
録
音
↓
話
し
合
い
の
活
動
を
、
繰
り
返
し
行
っ
た
。

　

録
音
が
完
成
す
る
と
、
自
然
に
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

こ
の
学
習
を
通
し
、
子
供
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

︿
子
供
の
感
想
﹀

　

初
め
て
ア
プ
リ
を
使
っ
た
学
習
を
し
ま
し
た
。
自

分
の
声
が
、
き
れ
い
に
響
い
て
い
て
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
友
達
と
声
を
合
わ
せ
る
活
動
が
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ア
プ
リ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
主
体
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
録
音
を
す
ぐ
に
聞
け
る
こ

と
で
、
改
善
点
を
見
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の

歌
声
の
良
さ
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
学
習
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

↑
こ
の
ア
プ
リ
を

生
か
し
た
サ
ン
プ

ル
動
画
は
こ
ち
ら
。

１
声
が
出
る
魔
法
を
か
け
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
授
業
が
な
く
、
二
か
月
近
く
ま

と
も
に
声
を
出
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
う
ま

く
声
が
出
ず
、
聞
こ
え
に
く
い
声
に
な
っ
て
い
た
。

声
が
出
る
魔
法
を
か
け
ま
す
。

　

ま
ず
、
ハ
ミ
ン
グ
か
ら
始
め
た
。
※
マ
ス
ク
を
し
た
ま

ま
な
ら
ば
、
歌
っ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

①
ハ
ミ
ン
グ
⋮
⋮
口
を
閉
じ
て
、
口
の
中
は
広
げ
、
唇
や

鼻
が
ビ
リ
ビ
リ
す
る
よ
う
に
声
を
響
か
せ
る
。

②
口
を
開
け
た
ハ
ミ
ン
グ
⋮
⋮
"レ
モ
ン
"
と
発
音
し
た

と
き
の
口
形
。
鼻
が
ビ
リ
ビ
リ
す
る
よ
う
に
響
か
せ
る
。

③
ン
ゴ
歌
い
⋮
⋮
ｉ
ｎ
ｇ
の
発
音
。
口
を
開
け
た
ま
ま
ン

ゴ
、
ン
ゴ
と
発
音
し
な
が
ら
歌
う
。

④
ロ
ー
歌
い
⋮
⋮
ン
ゴ
歌
い
を
ロ
ー
と
い
う
発
音
に
す
る
。

　

こ
の
四
つ
の
歌
い
方
を
取
り
入
れ
て
、
教
科
書
教
材
を

歌
っ
て
い
っ
た
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
か
ら
、
口
を
開
け

て
い
ら
れ
た
り
、
感
覚
的
に
喉
を
閉
め
な
い
姿
勢
で
い
ら

れ
た
り
し
て
い
る
。
結
果
、
生
徒
た
ち
が
実
感
す
る
ほ
ど
、

声
が
き
れ
い
に
な
り
、
発
声
が
楽
に
な
っ
て
い
た
。

２
生
徒
ら
が
や
る
気
に
な
っ
た
瞬
間

　

子
供
た
ち
が
「
面
白
い
！
」
と
言
っ
て
取
り
組
ん
だ
の

が
、
壁
を
向
い
て
歌
う
方
法
だ
っ
た
。
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル

ト
、
テ
ノ
ー
ル
の
音
を
そ
れ
ぞ
れ
取
る
。
他
の
パ
ー
ト
の

音
取
り
を
し
て
い
る
と
き
は
、
ず
っ
と
歌
い
続
け
る
よ
う

指
示
す
る
。
こ
の
段
階
で
壁
に
向
か
っ
て
い
る
。

合
わ
せ
ま
す
。

　

三
パ
ー
ト
一
斉
に
歌
う
。
壁
を
向
い
て
い
る
の
で
、
自

分
た
ち
の
パ
ー
ト
に
集
中
で
き
る
。

歌
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
中
央
を
向
き
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
だ
ん
だ
ん
と
向
い
て
い
く
が
、
歌
え
な

か
っ
た
ら
、
ま
た
壁
を
向
い
て
音
を
取
る
。
そ
の
過
程
が

面
白
い
ら
し
い
。

３
マ
ス
ク
効
果

　

あ
る
日
、
ハ
モ
リ
を
し
て
い
て
、「
き
れ
い
！
」
と
思
わ

ず
言
っ
た
瞬
間
が
あ
っ
た
。
ハ
ミ
ン
グ
唱
が
主
体
で
、
響

き
を
重
視
し
て
練
習
し
て
い
た
こ
と
、
マ
ス
ク
の
中
で
口

が
開
い
て
い
る
こ
と
が
功
を
奏
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

マスク効果絶大‼
無理なく歌わせることで、
ハモリがきれいになる
工夫しだいで、「３密回避」でも子供たちの技能を
伸ばすことができる、とびきりの指導法。

【合唱指導】
「３密回避」で楽しく
活動させ技能も伸ば
す新しい指導のコツ

音楽

【歌の指導】
「３密回避」で楽しく
活動させ技能も伸ば
す新しい指導のコツ

音楽

埼玉県熊谷市立妻沼西中学校

豊
とよ

田
だ

雅
まさ

子
こ

埼玉県草加市立氷川小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

音楽アプリを使って、友達と
歌を歌う楽しさを味わおう
休校後、学校から、歌声が消えた。今できることは、
歌を歌う機会を減らすことではなく、歌を歌える環境を
整えることだ。音楽アプリの活用で、子供は、１人でも、
少人数でも、歌う楽しさを味わうことができる。



w
i
t
h
コ
ロ
ナ　
「
３
つ
の
密
」
を
避
け
な
が
ら　

楽
し
く
力
が
付
く
「
新
し
い
体
育
」
と
「
新
し
い
音
楽
」

特
集
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１
ア
︵
冒
頭
四
小
節
︶
の
譜
読
み
を
行
う

指
示
１
ま
ね
し
ま
す
。

　

♪
も
や
し
・
も
や
し
⋮
⋮
（
①
パ
ー
ト
）

　

教
師
は
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
で
基
本
拍
を
打
つ
。

指
示
２
も
や
し
と
手
拍
子
、
一
緒
に
。

　

♪
も
や
し
・
も
や
し
⋮
⋮

指
示
３
手
拍
子
だ
け
。

　

♪
○
○
○
・
○
○
○
⋮
⋮
（
○
は
四
分
音
符
の
手
拍
子
）

指
示
４
も
う
一
つ
、
ま
ね
し
ま
す
。

　

♪
は
く
さ
い
は
く
さ
い
⋮
⋮
（
⑥
パ
ー
ト
）

指
示
５
は
く
さ
い
と
手
拍
子
、
一
緒
に
。

　

♪
は
く
さ
い
は
く
さ
い
⋮
⋮

指
示
６
手
拍
子
だ
け
。

　

♪
×
×
×
×
⋮
⋮
（
×
は
八
分
音
符
の
手
拍
子
）

指
示
７
一
緒
に
や
り
ま
す
。
さ
ん
は
い
。

　
　

ク
ラ
ス
を
半
分
に
分
け
、
二
パ
ー
ト
の
合
奏
を
行
う
。

　

次
時
は
②
と
⑤
パ
ー
ト
、
そ
の
次
は
③
と
④
パ
ー
ト
の

譜
読
み
、
イ
（
五
小
節
目
～
）
の
四
小
節
間
と
譜
読
み
を

進
め
る
。

　

毎
時
間
「
♪
も
や
し
⋮
⋮
」
の
復
習
か
ら
始
め
る
た
め
、

「
い
つ
の
間
に
か
で
き
て
い
た
」
が
生
徒
の
感
想
で
あ
る
。

２
小
グ
ル
ー
プ
で
合
奏
を

　

六
～
八
人
班
（
各
パ
ー
ト
一
～
二
名
）
を
作
り
、
パ
ー

ト
も
決
め
さ
せ
る
。

指
示
８
先
生
に
合
わ
せ
て
、

手
拍
子
一
発
。

　

手
を
振
っ
て
、
指
示
を
出
す
。

発
問
今
の
よ
う
に
掛
け
声
な
し
で
始
め
る
方
法
、
考
え

て
ご
ら
ん
。

　

手
を
動
か
す
、
息
を
一
緒
に
吸
う
、
な
ど
が
出
る
。

指
示
９
○
○
君
に
注
目
。
手
拍
子
一
発
。

指
示
10
掛
け
声
な
し
、
ど
の
パ
ー
ト
の
音
も
聞
こ
え
る
、

同
じ
テ
ン
ポ
で
進
む
。
こ
の
三
つ

に
気
を
付
け
て
練
習
を
し
ま
す
。

　

十
分
程
度
の
練
習
を
二
回
取
り
、

全
員
の
前
で
の
発
表
を
行
っ
た
。
ほ

か
に
も
た
た
く
部
位
を
変
え
て
音
色

を
変
え
た
り
、
た
た
く
ポ
ー
ズ
を
考

え
た
り
、様
々
な
工
夫
が
考
え
ら
れ
る
。

１
基
本
デ
ー
タ
は
教
材
曲
ご
と
に
ま
と
め
る

　

教
材
曲
に
関
す
る
情
報
は
、
プ
レ
ゼ
ン
デ
ー
タ
に
添
付

し
保
存
す
る
。
ス
ラ
イ
ド
ご
と
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
分
け
て

お
く
と
、
デ
ー
タ
管
理
が
楽
に
な
る
（
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
）。

︿
作
り
方
﹀
新
し
い
ス
ラ
イ
ド
を
五
枚
準
備
す
る
。
カ
テ

ゴ
リ
分
け
を
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
貼
っ
て
お
く
。
一
枚
で

収
ま
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
新
し
い
ス
ラ
イ
ド
を
加
え
る
。

︿
留
意
点
﹀
音
声
・
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
プ
レ
ゼ
ン
デ
ー

タ
に
保
存
す
る
段
階
で
圧
縮
が
か
か
る
。
こ
の
と
き
、
音

質
・
画
質
が
劣
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
鑑
賞
曲
は
、
授

業
す
る
前
に
コ
ン
テ
ン
ツ
と
原
盤
の
両
方
を
同
じ
環
境
で

視
聴
し
、
比
較
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
明
ら
か
に
劣
化

す
る
場
合
は
プ
レ
ゼ
ン
ア
プ
リ
に
頼
ら
ず
、
音
楽
・
動
画

再
生
ア
プ
リ
や
再
生
機
器
を
使
っ
て
教
材
を
提
示
す
る
。

２
授
業
用
に
デ
ー
タ
を
加
工
し
、
別
名
で
保
存
す
る

　

画
像
・
動
画
・
音
源
全
て
が
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
中
で

ト
リ
ミ
ン
グ
で
き
る
。
一
曲
を
多
数
に
分
割
す
る
場
合
や

繊
細
な
ト
リ
ミ
ン
グ
は
、
音
楽
・
動
画
・
画
像
の
編
集
ソ

フ
ト
で
処
理
す
る
。
そ
の
方
が
作
業
の
時
間
が
短
縮
で
き
、

美
し
い
仕
上
が
り
に
な
る
。

３
一
時
間
の
授
業
で
使
う
ス
ラ
イ
ド
を
組
み
合
わ
せ
る

　

出
来
上
が
っ
た
教
材
曲
別
デ
ー
タ
の
中
か
ら
、
授
業
で

使
う
ス
ラ
イ
ド
だ
け
コ
ピ
ー
し
、
ほ
か
の
曲
の
デ
ー
タ
と

組
み
合
わ
せ
る
。
こ
の
作
業
で
一
時
間
の
流
れ
を
見
通
す

こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
授
業
の
日
時
を
コ
ン
テ
ン
ツ
の

タ
イ
ト
ル
に
し
て
保
存
す
る
。

４
プ
レ
ゼ
ン
デ
ー
タ
を
動
画
に
変
換
す
る

「Pow
erPoint

」
や
「K

eynote

」
に
は
、「
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
の
記
録
」
と
い
う
、
動
画
に
変
換
す
る
機
能
が
備

わ
っ
て
い
る
。
三
密
を
避
け
る
だ
け
で
な
く
、
動
画
配
信

に
よ
る
授
業
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
コ
ン
テ
ン
ツ
が
そ

の
ま
ま
動
画
と
し
て
使
え
る
。

︿
留
意
点
﹀
配
信
す
る
前
に
、
教
科
書
会
社
に
許
可
を
申

請
す
る
。

プレゼンデータで
楽々授業準備
遠距離でも発問・指示が可能なプレゼンデータは、
音楽のマルチメディア教材にもなり得る。
教科の特性を踏まえ、合理的で楽しく授業の準備をする
ポイントをまとめた。

【ICT活用】
「３密回避」で楽しく
活動させ技能も伸ば
す新しい指導のコツ

音楽

【合奏指導】
「３密回避」で楽しく
活動させ技能も伸ば
す新しい指導のコツ

音楽

奈良県橿原市立畝傍北小学校

丸
まる

山
やま

美
み

香
か

兵庫県神戸市立魚崎中学校

大
おお

鳥
とり

真
ま

由
ゆ

香
か

楽器は自分！　
手拍子で合奏を
コロナ禍では楽器を共有すること自体が難しい。
自分の身体を楽器にすれば、合奏を楽しむことができる。
（教育芸術社「打楽器のための小品」（黒沢吉徳作曲）より）
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

M
athematic

s

算数
1年 Japanese

国語
1年

３
教
科
書
以
外
の
車
を
調
べ
よ
う

　

ぜ
ひ
、
発
展
学
習
と
し
て
取
り
組

ま
せ
た
い
。「
自
分
で
調
べ
て
み
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
作
業
を
子
供
た
ち

は
、
と
て
も
張
り
切
っ
て
行
う
。
絵

本
は
、
図
書
館
で
た
く
さ
ん
借
り
て

お
く
と
よ
い
。

・
ゆ
う
び
ん
車  

・
は
し
ご
車

・
ダ
ン
プ
カ
ー  

・
ミ
キ
サ
ー
車

・
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

・
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

・
し
ょ
う
ぼ
う
車

　

ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。

「
し
ご
と
」
と
「
つ
く
り
」

で
あ
る
。
絵
は
子
供
が
描
い
て
も
よ

い
し
、
無
料
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
も

よ
い
。
絵
本
一
冊
で
は
情
報
が
多
す

ぎ
る
場
合
は
、
必
要
な
ペ
ー
ジ
だ
け

コ
ピ
ー
を
取
り
、
子
供
た
ち
に
配
付

す
る
と
い
う
手
立
て
も
あ
る
。

１
音
読
を
す
ら
す
ら
で
き
る

　

題
名
の
横
に
○
を
付
け
、
一
回
読

む
ご
と
に
赤
鉛
筆
で
○
を
塗
る
よ
う

に
す
る
。
一
年
生
は
何
度
も
読
む
の

で
、
教
科
書
が
赤
丸
で
一
杯
に
な
る
。

「
す
ご
い
ね
」「
た
く
さ
ん
読
ん
だ

ね
」
と
褒
め
る
。

２
問
い
と
答
え
を
見
付
け
る

そ
れ
ぞ
れ
の
じ
ど
う
車
は
、
ど

ん
な
し
ご
と
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

そ
の
た
め
に
、
ど
ん
な
つ
く

り
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

こ
れ
が
、「
じ
ど
う
車
く
ら
べ
」

で
重
要
な
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
に

沿
っ
て
問
い
と
答
え
を
読
み
取
る
。

（
１
）
バ
ス
や
じ
ょ
う
よ
う
車

（
２
）
ト
ラ
ッ
ク

（
３
）
ク
レ
ー
ン
車

　

ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
書
い
た
文
章

を
読
み
合
う
。
ま
た
、
挿
絵
を
見
て

確
か
め
る
と
よ
い
。

指示  「それぞれのじどう車は、ど
んなしごとをしていますか。

 　そのために、どんなつくりに
なっていますか。」

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

「じどう車くらべ」
をきっかけに、もっ
と調べたい！という
意欲をもたせる
発展学習として、自分たちで
いろいろな車の図鑑を作ろう。

光村図書・１年下・p.28-35

説
明
２
10
の
固
ま
り
か
ら
ひ
く
と

一
気
に
ひ
け
ま
す
ね
。

指
示
２
み
ん
な
も
そ
ろ
ば
ん
を
出

し
て
、
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

︿
唱
え
方
﹀

①
13
を
10
と
３
に
分
け
る
。

②
３
か
ら
９
は
ひ
け
な
い
。（「
ひ

け
な
い
」
の
と
こ
ろ
は
顔
の

前
で
手
を
振
る
）

③
10
ひ
く
９
は
１
。

④
１
と
３
で
答
え
は
４
で
す
。

　

何
問
も
そ
ろ
ば
ん
だ
け
で
操
作
さ

せ
る
。
そ
の
都
度
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
唱
え
さ
せ
る
。

「
始
め
に
何
を
す
る
？
」「
次
は
？
」

と
問
い
な
が
ら
唱
え
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
男
子
だ
け
、
女
子
だ
け
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
、
変
化
の
あ

る
繰
り
返
し
で
覚
え
さ
せ
る
。

　

次
の
時
間
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を

唱
え
な
が
ら
ノ
ー
ト
に
式
を
書
く
方

法
を
教
え
る
。
繰
り
返
し
唱
え
な
が

ら
書
く
こ
と
で
定
着
す
る
。

指
示
１
13
ひ
く
９
の
計
算
を
そ
ろ

ば
ん
で
や
り
ま
す
。（
式
を
板
書

し
、
二
十
玉
そ
ろ
ば
ん
で
13
を
入

れ
る
）

説
明
１
13
は
10
と
３
で
す
ね
。（
⑩

と
③
の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
か
く
）

発
問
１
（
そ
ろ
ば
ん
の
３
を
差
し
）

３
か
ら
９
は
ひ
け
ま
す
か
。

児
童
:
ひ
け
ま
せ
ん
。

発
問
２
一
気
に
ひ
く
に
は
ど
こ
か

ら
ひ
く
と
い
い
で
す
か
。

児
童
:
10
！

（
二
十
玉
そ
ろ
ば
ん
で
10
ひ
く
９
を

す
る
）

発
問
３
10
か
ら
９
を
ひ
く
と
幾
つ

に
な
り
ま
す
か
。

児
童
:
１
。

（
式
の
10
を
消
し
、下
に
１
と
書
く
）

発
問
４
残
っ
た
の
は
１
と
３
だ
か

ら
、
答
え
は
⋮
⋮
幾
つ
で
す
か
。

児
童
:
４

（
式
の
１
と

３
を
○
で
囲

み
、
答
え
を

書
く
）

指示１  13－9の計算をそろばんでやり
ます。

発問  13の3から9はひけますか。

指示２  一気にひくにはどこからひくと
いいですか。

東京都大田区立東糀谷小学校

下
しも

山
やま

 てるみ

「ひきざん」は具体
物で十分操作する
まずは具体物で十分操作をさ
せて、アルゴリズム※に慣れ
させよう。

東京書籍・１年②・p.77-78

※
問
題
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
や
手
順
。
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２
文
章
を
書
く

　

作
文
は
教
科
書
の
例
文
を
型
に
し
、

ノ
ー
ト
に
全
員
で
書
く
。
教
科
書
の

最
初
の
一
文
を
読
ん
だ
後
に
尋
ね
る
。

発
問
１
最
初
の
一
文
は
何
と
書

け
ば
い
い
で
す
か
。

「
ぼ
く
は
、
ば
な
な
と
き
ゅ
う
り
を

く
ら
べ
ま
し
た
。」
全
員
で
声
に
出

し
て
言
わ
せ
、
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

発
問
２
次
に
何
を
書
け
ば
い

い
で
す
か
。

「
同
じ
と
こ
ろ
は
⋮
⋮
」

　

答
え
に
詰
ま
り
そ
う
な
と
き
は
、

「
幾
つ
あ
り
ま
し
た
か
？
」
と
尋
ね
る
。

「
二
つ
で
す
」
と
答
え
た
ら
、「
同

じ
人
？
」
と
全
員
に
尋
ね
、確
認
す
る
。

「
同
じ
と
こ
ろ
は
二
つ
あ
り
ま
す
」

　

言
わ
せ
て
ノ
ー
ト
に
書
く
。
言
わ

せ
て
か
ら
書
く
こ
と
で
、
全
員
に
書

く
時
間
の
差
が
な
い
よ
う
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
に
ん
じ
ん
と
だ
い

こ
ん
の
文
章
を
自
力
で
書
か
せ
た
い
。

１
音
読
の
後
の
練
習
問
題

　

教
科
書
を
一
通
り
読
ん
だ
後
、
練

習
問
題
を
全
員
で
や
っ
て
み
る
。
バ

ナ
ナ
と
き
ゅ
う
り
を
比
べ
る
。
ノ
ー

ト
に
表
を
か
か
せ
る
か
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
用
意
し
て
も
よ
い
。
教
科

書
と
同
じ
よ
う
に
、
色
、
形
、
大
き

さ
、
食
べ
方
に
つ
い
て
書
か
せ
る
。

指
示

色
に
つ
い
て
書
け
た
ら

持
っ
て
来
な
さ
い
。

　

〇
が
付
い
た
子
は
残
り
の
形
、
大

き
さ
、
食
べ
方
に
つ
い
て
書
き
込
む
。

全
部
書
け
た
子
は
、
黒
板
に
表
の
枠

を
作
っ
て
お
き
、
書
き
込
ま
せ
る
。

書
き
方
が
分
か
ら
な
い
子
は
、
黒
板

を
見
て
写
し
て
よ
い
こ
と
に
す
る
。

　

全
員
の
言
葉
が
一
言
一
句
同
じ
で

は
な
く
て
も
よ
い
。
例
え
ば
き
ゅ
う

り
の
「
食
べ
方
」
に
つ
い
て
、「
か

わ
を
む
か
ず
に
食
べ
る
」
で
も
「
か

わ
も
ぜ
ん
ぶ
食
べ
る
」
で
も
「
と
き

ど
き
か
わ
を
む
い
て
食
べ
る
」
で
も

よ
い
。

指示  色について書けたら持って
来なさい。

発問１  最初の一文は何と書けば
いいですか。

発問２ 次に何を書けばいいですか。

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

久
く

輝
き

子
こ

「同じところ、ちが
うところ」
整理する「ひょう」を作れば、
簡単に文章を書くことができ
る。

東京書籍・２年下・p.44-47

子
供
の
事
実
を
述
べ
た
。

　

九
九
の
助
は
、
固
ま
り
の
概
念
を

育
て
る
。
発
達
障
害
の
子
の
か
け
算

を
教
え
る
前
提
と
な
る
概
念
で
あ
る
。

ド
ク
タ
ー
に
指
導
さ
れ
た
。
九
九
の

助
な
ら
、
３
×
１
⋮
⋮
３
×
２
⋮
⋮

３
ず
つ
固
ま
り
で
増
え
る
こ
と
を
繰

り
返
し
見
え
る
よ
う
に
で
き
る
。
そ

の
よ
う
に
動
か
す
こ
と
も
指
導
す
る
。

こ
ち
ら
の
操
作
を
見
せ
る
。
カ
チ
ッ

と
い
う
よ
う
に
３
を
一
気
に
増
や
す
。

３
二
学
期
全
員
合
格
に
こ
だ
わ
る

　

上
り
九
九
だ
け
は
、
教
師
自
身
が

テ
ス
ト
を
す
る
。
そ
れ
を
二
学
期
中

に
終
え
る
。
遅
れ
る
子
を
出
さ
な
い

よ
う
に
進
め
な
い
と
い
け
な
い
。
３

の
段
の
学
習
中
に
２
の
段
が
合
格
。

４
の
段
の
学
習
中
に
３
の
段
が
合
格

⋮
⋮
と
い
う
よ
う
に
、
一
番
遅
い
子

も
一
つ
前
の
段
を
合
格
で
き
る
よ
う

に
組
み
立
て
る
。

　

ど
う
し
て
も
遅
れ
た
部
分
が
出
る

子
も
、
取
り
戻
せ
る
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

ど
の
時
間
も
練
習
の
時
間
を
と
る
。

１
立
式
に
こ
だ
わ
る

　

出
て
く
る
順
番
に
立
式
を
す
る
子

が
多
い
。
立
ち
止
ま
ら
せ
る
必
要
が

あ
る
。
逐
一
指
導
で
は
な
く
間
違
い

を
経
験
さ
せ
る
。
ノ
ー
ト
に
い
き
な

り
書
か
せ
、
挙
手
で
確
認
す
る
。

発
問
５
×
４
で
す
か
？　

４
×
５

で
す
か
？

　

そ
し
て
、
確
認
の
た
め
に
、
図
に

数
を
書
き
込
ま
せ
る
。

指
示
お
菓
子
の
箱
に
数
を
書
い
て

い
き
ま
す
。
５
個
５
個
⋮
⋮
。

　

改
め
て
数
を
確
認
す
る
と
、
逆
転

す
る
。
ど
う
し
て
間
違
え
た
か
、
聞

く
。「
４
の
方
が
先
に
出
て
い
る
か

ら
」
な
ど
と
出
る
だ
ろ
う
。

説
明
式
が
反
対
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
必
ず
図
に
数
を
書
き
込
ん
で

か
ら
式
を
書
き
ま
す
。

　

向
山
実
践
、
お
皿
と
り
ん
ご
の
絵

か
ら
式
を
書
か
せ
る
こ
と
も
す
る
。

２
「
固
ま
り
」
に
こ
だ
わ
る

　

前
号
に
「
九
九
の
助
」
が
作
っ
た

指示  お菓子の箱に数を書いてい
きます。５個５個……。

説明  式が反対にならないように、
必ず図に数を書き込んでから式
を書きます。

かけ算指導　
３つにこだわる

「上の子の時は大変だったけ
ど、いつのまにか覚えていて
びっくり……」（20代にも
らった連絡帳より）

長野県長野市立東条小学校

小
こ

松
まつ

裕
ひろ

明
あき

啓林館・２年下・p.19ほか
（旧教科書）
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３
メ
ー
ト
ル
の
８
倍
で
□
メ
ー

ト
ル
。
か
け
る
と
こ
ろ
を
ま
と
め

て
考
え
た
ん
だ
ね
。

発
問
3
□
は
幾
つ
？

　

児
童
:
24
で
す
。

発
問
4
式
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

児
童
:
３
×
（
２
×
４
）
=
24
で

す
。

指
示
2
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

説
明
5

ま
と
め
て
か
け
る
の
で

「
ま
と
か
け
方
式
」
と
言
い
ま
す
。

　

児
童
:「
ま
と
か
け
方
式
」。

説
明
6
「
ま
と
か
け
方
式
」
の
計

算
。
２
×
４
=
８
、
３
×
８
=
24
。

　

子
供
た
ち
に
も
言
わ
せ
る
。

説
明
7
「
順
か
け
方
式
」
も
「
ま

と
か
け
方
式
」
も
答
え
は
一
緒
に

な
る
ね
。
二
一
ペ
ー
ジ
。
ま
と
め
。

み
ん
な
で
読
み
ま
す
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
あ
く
ま
で
例
だ
。

内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
ネ
ー
ミ

ン
グ
に
す
る
と
よ
い
。
子
供
た
ち
が

問
題
を
解
き
な
が
ら
、
合
言
葉
の
よ

う
に
言
い
出
す
と
バ
ッ
チ
リ
だ
。

「
計
算
の
じ
ゅ
ん
じ
ょ
」。
図
も
一

緒
に
扱
い
、「
順
か
け
方
式
」「
ま
と

か
け
方
式
」
な
ど
、
覚
え
や
す
い

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
式
を
理
解
さ
せ
る
。

　

二
十
ペ
ー
ジ
の
問
題
文
を
読
ん
だ

後
、

説
明
1
だ
い
ち
さ
ん
の
吹
き
出
し
。

だ
い
ち
君
は
、
３
メ
ー
ト
ル
の
２

倍
で
６
メ
ー
ト
ル
。
６
メ
ー
ト
ル

の
４
倍
で
□
メ
ー
ト
ル
。
順
に
か

け
て
考
え
た
ん
だ
ね
。

発
問
1
□
は
幾
つ
？

　

児
童
:
24
で
す
。

発
問
2
式
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

児
童
:
３
×
２
×
４
=
24
で
す
。

指
示
1
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

説
明
2
順
番
に
か
け
る
の
で
「
順

か
け
方
式
」
と
言
い
ま
す
。

　

児
童
:「
順
か
け
方
式
」。

説
明
3
「
順
か
け
方
式
」
の
計
算
。

３
×
２
=
６
、
６
×
４
=
24
。

　

子
供
た
ち
に
も
言
わ
せ
る
。

説
明
4
次
。
ひ
な
た
さ
ん
の
吹
き

出
し
。
ひ
な
た
さ
ん
は
、
２
倍
の

４
倍
だ
か
ら
２
×
４
倍
で
８
倍
。

説明①  順にかけるので「順かけ方式」
といいます。

 「順かけ方式」の計算。
 　３×２＝６。　６×４＝24。

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

誠
まこ

人
と

「計算のじゅんじょ」
ネーミングで式を理
解させる
内容がイメージできる言葉で
記憶をサポート。

啓林館・３年下・p.20-21

に
し
て
い
た
「
時
計
笠
井
」
と
言
っ

て
み
る
と
、ど
の
子
も
「
変
だ
」「
お

か
し
い
」
と
言
い
出
す
。「
こ
れ
（
時

計
）
は
、
違
う
仲
間
だ
ね
」
と
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
児
童
が
出
し

た
ほ
か
の
言
葉
も
、
そ
の
言
葉
を
出

し
た
児
童
の
名
前
を
付
け
て
言
っ
て

い
く
と
、
さ
ら
に
爆
笑
で
あ
る
。

指
示
３
「
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い

る
」
の
よ
う
に
「
ど
の
よ
う

に
」
を
表
す
言
葉
を
た
く
さ

ん
見
付
け
て
読
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、「
ゆ
っ
く
り
」「
て
く
て

く
」
な
ど
の
よ
う
に
、「
ど
の
よ
う

に
」
を
た
く
さ
ん
出
さ
せ
る
。
そ
し

て
、
指
示
２
で
出
し
た
「
ど
ん
な
」

名
前
の
人
が
「
ど
の
よ
う
に
」
歩
い

て
い
る
か
を
合
わ
せ
て
、
一
つ
ず
つ

読
ん
で
い
く
。「
小
さ
い
笠
井
先
生

が
、
の
ろ
の
ろ
歩
い
て
い
る
」「
白

い
笠
井
先
生
が
、
て
く
て
く
歩
い
て

い
る
」
な
ど
、
抑
揚
を
付
け
て
楽
し

く
読
む
。

指
示
１
「
大
き
い
」
の
よ
う
に

「
～
い
」
で
終
わ
る
言
葉
を
考

え
、
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

「
～
い
」
で
終
わ
る
言
葉
と
言
っ

て
も
思
い
付
か
な
い
児
童
も
い
る

の
で
、「
何
か
思
い
付
い
た
人
？
」

と
、
最
初
は
何
人
か
に
言
わ
せ
る
。

「
小
さ
い
」「
白
い
」「
か
わ
い
い
」

な
ど
が
出
た
ら
、
し
っ
か
り
褒
め

る
。「
時
計
」
な
ど
形
容
詞
で
は
な

い
も
の
を
答
え
る
子
供
も
い
る
。

子
供
た
ち
か
ら
、「
そ
れ
は
、ち
ょ
っ

と
違
う
の
で
は
？
」
と
い
う
言
葉

が
出
て
く
れ
ば
、（
時
計
）
の
よ
う

に
（　

）
を
付
け
て
お
く
。

指
示
２
み
ん
な
か
ら
出
さ
れ

た
「
～
い
」
の
言
葉
の
下
に

名
前
を
一
人
ず
つ
付
け
て

言
っ
て
み
ま
す
。

　

最
初
は
、
担
任
の
名
前
を
入
れ
て

言
っ
て
み
る
。
そ
れ
だ
け
で
、
大
爆

笑
だ
。「
小
さ
い
笠
井
」「
白
い
笠
井
」

「
か
わ
い
い
笠
井
」。
そ
し
て
、
保
留

指示１  「大きい」のように「～い」
で終わる言葉を考え、ノートに
書きましょう。

指示２  みんなから出された「～
い」の言葉の下に名前を一人ず
つ付けて言ってみます。

6
3 × 2 × 4 ＝ 24

「ようすをくわしく
表そう」

「○○しい」の授業（『授業の腕
をみがく』向山洋一著　明治図
書）の追試に「～～（どのよう
に）している」を見付ける授業
も加えて、詳しく表す言葉を見
付け、何の様子を詳しく表して
いるか考える。

元・広島県公立小学校教諭

笠
かさ

井
い

美
み

香
か

イラスト：ナカジマ ヤヨイイラスト：ナカジマ ヤヨイ
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せ
る
。

　

教
師
が
手
順
を
一
つ
読
み
、
子
供

に
「
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
指

示
を
す
る
。
先
程
や
っ
て
見
せ
て
い

る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
で
き
る
。

　

指
示
を
し
た
後
、
教
師
が
黒
板
で

や
っ
て
見
せ
る
と
よ
い
。
そ
れ
を
見

て
作
業
を
す
る
子
が
い
る
か
ら
だ
。

　

そ
れ
で
も
つ
ま
ず
く
子
に
は
個
別

指
導
を
行
う
。

　

早
く
進
め
る
よ
り
も
、
確
認
を
入

れ
な
が
ら
進
め
る
方
が
よ
い
。

　

全
員
が
正
し
く
作
図
で
き
る
。

　

こ
の
後
、
自
力
で
か
か
せ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
細
分
化
し
て
教
師
と

一
緒
に
か
い
た
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
自
力
で
や
っ
て
は
い
な
い
。

　

だ
か
ら
、「
自
分
一
人
で
か
い
て

み
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
の
だ
。

　

こ
れ
は
持
っ
て
来
さ
せ
て
確
認
を

す
る
。
で
き
て
い
た
ら
○
を
付
け
、

次
の
課
題
を
与
え
る
な
ど
、
空
白
を

埋
め
る
指
示
を
出
す
よ
う
に
す
る
。

　

作
図
は
次
の
よ
う
に
進
め
る
。

１
手
順
を
音
読
さ
せ
る

　

例
え
ば
、
東
京
書
籍
の
教
科
書
で

は
、「
垂
直
な
直
線
の
ひ
き
方
」
が

写
真
と
と
も
に
文
章
で
載
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
そ
こ
に
つ
い
て
読
ま
せ
る
。

全
て
読
ま
せ
る
こ
と
で
、
全
体
像
を

か
か
せ
る
の
で
あ
る
。

２
一
つ
ず
つ
読
ま
せ
、

や
っ
て
見
せ
る

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
①
を
読
み
ま
す
、さ
ん
は
い
」（
㋐

の
直
線
に
、三
角
定
規
を
合
わ
せ
る
）

「
前
を
見
な
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
で
す
」

　

一
つ
読
ま
せ
て
、
実
際
に
前
で

や
っ
て
見
せ
る
。
こ
の
繰
り
返
し
で

最
後
ま
で
進
ん
で
い
く
。
文
章
と
作

業
内
容
が
リ
ン
ク
す
る
。

３
教
師
が
読
み
、
子
供
に

か
か
せ
る

２
の
逆
で
、
子
供
に
先
に
作
業
さ

指示  ついて読みなさい。
 読んだとおりにやってごらんな

さい。

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

健
けん

一
いち

「垂直、平行と四角
形」作図のポイント
作図は、読ませる→見せる→
かかせるの３ステップで教え
ることで、子供たちができる
ようになる。

東京書籍・４年下・p.20-21

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

「
和
紙
」
が
載
っ
て
い
る
百
科

事
典
を
選
ん
で
、
そ
の
ペ
ー
ジ

を
開
け
ま
し
ょ
う
。

と
指
示
を
出
す
。
こ
の
と
き
、
一
人

の
子
供
が
前
に
出
て
き
て
探
す
様
子

を
、
や
は
り
実
物
投
影
機
で
映
す
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
背
表
紙
、「
柱
」、

「
つ
め
」
な
ど
を
意
識
し
て
教
師
が

提
示
す
る
。

３
全
員
に
印
刷
し
た
も
の
を
配
る

　

テ
レ
ビ
画
面
に
は
カ
ラ
ー
の
百
科

事
典
が
映
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
の

手
元
に
は
、
同
じ
ペ
ー
ジ
を
白
黒
で

印
刷
し
た
も
の
を
配
る
。
ま
ず
は
、

百
科
事
典
に
ど
ん
な
こ
と
が
書
い
て

あ
る
の
か
を
全
員
が
知
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
子
供
が
実
際
に
百
科

事
典
を
引
く
こ
と
が
何
よ
り
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
し
ば
ら
く
教
室
に

置
い
て
お
き
、
休
み
時
間
に
自
由
に

見
て
よ
い
環
境
を
作
る
。

１
ま
ず
は
全
員
に
作
業
さ
せ
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

今
は
、
同
じ
百
科
事
典
を
数
名
で
の

ぞ
き
込
む
こ
と
が
難
し
い
。
そ
ん
な

と
き
は
、
百
科
事
典
を
一
式
、
教
室

に
持
ち
込
む
。

　

そ
し
て
、索
引
の
「
わ
行
」
が
載
っ

て
い
る
見
開
き
ペ
ー
ジ
を
印
刷
し
た

も
の
を
全
員
に
配
る
。

「
和
紙
」。（
板
書
す
る
）
探
せ

た
ら
、
指
で
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。

と
指
示
を
出
す
。
し
ば
ら
く
し
て
、

近
く
の
子
供
同
士
で
確
認
を
さ
せ
る
。

　

一
人
の
子
供
を
指
名
し
、「
和
紙
」

が
載
っ
て
い
る
巻
・
ペ
ー
ジ
を
言
わ

せ
る
。

２
そ
の
後
、
全
体
で
確
認
す
る

　

教
室
に
持
ち
込
ん
だ
百
科
事
典
か

ら
、
索
引
の
巻
を
子
供
た
ち
に
見
せ

る
。
そ
し
て
、
実
物
投
影
機
な
ど
で

テ
レ
ビ
に
映
し
出
し
、
索
引
の
探
し

方
を
全
体
で
確
認
し
た
後
、

準備物……百科事典一式、実物投影機
など※、必要なページを印刷したも
の（人数分）

※タブレットをカメラの設定にして、
その映像をテレビに映すのが簡単。
無線で快適。

指示  「和紙」。探せたら、指で押
さえましょう。

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

愛
あい

百科事典での調べ方
新教科書に登場した「百科事
典の使い方」を授業する。
新型コロナウイルス対応でも
できる指導法。

光村図書・４年下・p.52
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２
÷
５
=
2
5
（
0.4
）

２
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
５
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
2
5
倍

　

こ
の
問
題
は
全
て
、

Ａ
は
Ｂ
の
何
倍
で
す
か
。

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

式
に
表
す
と
、

Ａ
は
÷
Ｂ
の
=
何
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
何
倍
か
を
求
め
る

と
き
は
、
は
の
付
く
数
を
の

の
付
く
数
で
割
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

こ
こ
で
教
科
書
の
問
題
で
あ
る
。

以
下
の
と
お
り
展
開
し
て
い
く
。

「
親
犬
の
体
重
」
に
線
を
引
き
な
さ

い
。
そ
の
下
に
11
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
書

き
込
み
な
さ
い
。

「
子
犬
の
体
重
」
に
線
を
引
き
な
さ

い
。
そ
の
下
に
６
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
書

き
込
み
な
さ
い
。

　

問
題
文
の
は
と
の
を
四
角
で
囲

み
な
さ
い
。

　

何
倍
か
を
求
め
る
式
を
書
き
な
さ

い
。
答
え
を
求
め
な
さ
い
。

　

分
数
で
も
倍
が
使
え
る
（
分
数

倍
）
こ
と
を
学
ん
だ
後
、
教
科
書
で

は
練
習
問
題
が
出
る
。

　

い
き
な
り
こ
の
問
題
を
解
く
の
は

難
し
い
の
で
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
の

指
導
を
行
う
。

　

ま
ず
は
次
の
問
題
を
出
す
。

①　

４
は
２
の
何
倍
で
す
か
。

４
÷
２
=
２

　

４
は
２
の
２
倍
と
な
る
。

②　

６
メ
ー
ト
ル
は
３
メ
ー
ト

ル
の
何
倍
で
す
か
。

　

６
÷
３
=
２

　

６
メ
ー
ト
ル
は
３
メ
ー
ト
ル
の

２
倍
と
な
る
。

　

同
様
に
、
さ
ら
に
二
題
出
す
。

③　

４
は
８
の
何
倍
で
す
か
。

　

４
÷
８
=
1
2
（
0.5
）

　

４
は
８
の
1
2
倍

④　

２
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
５
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
何
倍
で
す
か
。

発問１  ４ は ２ の 何倍ですか。

発問２  ６メートル は ３メートル
の 何倍ですか。

発問３  ４ は ８ の 何倍ですか。

　

一
三
九
ペ
ー
ジ
の
資
料
１
に
、
表

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
陸
生
ほ
乳
類

の
種
の
数
（
う
ち
固
有
種
）」
の
部
分

を
○
で
囲
ま
せ
る
。
そ
し
て
、
線
で

本
文
中
の
叙
述
と
つ
な
げ
さ
せ
る
。

　

次
の
発
問
を
す
る
。

　

資
料
１
に
図
（
地
図
）
や
表

が
載
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
こ

の
資
料
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
な

り
ま
す
か
。

「
説
得
力
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
」

「
文
章
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
イ

メ
ー
ジ
が
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま

う
」「
文
章
が
と
て
も
長
く
な
っ
て

し
ま
う
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
る
だ

ろ
う
。

　

そ
し
て
、
次
の
発
問
を
す
る
。

　

資
料
が
あ
る
こ
と
で
、
ど
ん

な
効
果
が
あ
り
ま
す
か
。

　

こ
れ
以
降
の
文
章
も
、
同
じ
流
れ

で
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
三
九
ペ
ー
ジ
。「
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
を
は
さ
ん
で
東
に
日
本

列
島
、
西
に
イ
ギ
リ
ス
諸
島
が

あ
り
ま
す
。」
と
い
う
文
章
に
線

を
引
き
な
さ
い
。
こ
の
文
章
は
、

資
料
１
の
ど
の
部
分
の
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
す
か
。
〇
で
囲
み

な
さ
い
。

　

一
三
九
ペ
ー
ジ
の
資
料
１
に
地
図

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
と
イ
ギ
リ
ス
が
赤
く
表
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
を
○
で
囲
ま
せ
る
。

そ
し
て
、
線
で
本
文
中
の
叙
述
と
つ

な
げ
さ
せ
る
。

　

一
三
九
ペ
ー
ジ
～
一
四
〇
ペ
ー

ジ
。「
日
本
に
は
、
～
固
有
種
で

す
。
一
方
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
、

～
固
有
種
は
ゼ
ロ
。」
と
い
う
文

章
に
線
を
引
き
な
さ
い
。
こ
の

文
章
は
、
資
料
１
の
ど
の
部
分

の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
か
。

〇
で
囲
み
な
さ
い
。

発問１  この文章は、資料のどの
部分のことを言っていますか。
〇で囲みなさい。

発問２  もし、この資料がなけれ
ば、どうなりますか。

発問３  資 料
があること
で、どんな
効果があり
ますか。

資料を用いた文章の効
果を考えさせる
まず、文章と資料をタイアップ
させる。次に、資料が無ければ
どうなるか、読み手の立場から
考えさせる発問をする。そして、
どんな効果があるか考えさせる。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

光村図書・５年・p.138-147
「固有種が教えてくれること」

東京書籍・５年上・p.114
「分数と小数、整数の関係」

分数倍の問題の解き
方を教える

「は」と「の」の関係に着目
させる。

元・公立小学校教諭

村
むら

野
の

聡
さとし
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は
説
明
し
な
い
。
教
師
の
説
明
は
、

聞
い
て
い
な
い
子
供
も
多
い
。
教
師

は
説
明
せ
ず
に
、
子
供
に
活
動
さ
せ

れ
ば
よ
い
。

　

こ
の
二
つ
を
写
し
ま
す
。

「
横
式
が
写
せ
た
ら
、
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
」

　

子
供
た
ち
が
一
斉
に
鉛
筆
を
持
つ
。

　

こ
の
後
が
大
事
だ
。

「
定
規
で
線
を
引
い
て
い
な
い
人
は

か
き
直
し
」「﹃
横
式
﹄
と
書
い
て
い

な
い
人
は
や
り
直
し
」

　

予
告
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
。

ノ
ー
ト
を
子
供
が
持
っ
て
来
て
か
ら

「
定
規
で
線
を
引
い
て
い
ま
せ
ん
か

ら
、
や
り
直
し
」
と
言
う
と
、
子
供

は
教
師
に
対
し
て
不
信
感
を
も
つ
。

ス
テ
ッ
プ
④
型
を
ト
レ
ー
ス
さ
せ
る

　

練
習
問
題
。

「
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ

い
。
縦
式
、
横
式
、
ど
ち
ら
で
も
構

い
ま
せ
ん
」

　

型
を
ト
レ
ー
ス
さ
せ
る
。

　

比
例
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
教
科

書
に
は
二
つ
の
調
べ
方
が
載
っ
て
い

る
。
表
を
横
に
見
る
調
べ
方
。
表
を

縦
に
見
る
調
べ
方
。
男
の
子
と
、
女

の
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
て
い
る
。

ス
テ
ッ
プ
①
音
読
さ
せ
る

「
ひ
な
た
さ
ん
の
説
明
。
読
ん
で
ご

ら
ん
な
さ
い
」

　

子
供
た
ち
に
読
ま
せ
る
。
教
師
が

読
む
と
、
子
供
た
ち
は
聞
く
だ
け
と

な
る
。
追
い
読
み
を
す
る
に
は
、
文

が
長
い
。
ど
ち
ら
も
子
供
が
だ
れ
る
。

　

だ
か
ら
、
子
供
だ
け
に
読
ま
せ
る
。

ス
テ
ッ
プ
②
名
前
を
付
け
る

「
表
を
横
に
見
て
い
ま
す
。﹃
横
式
﹄

と
教
科
書
に
書
き
込
み
な
さ
い
」

　

同
様
に
、
だ
い
ち
さ
ん
の
説
明
も

読
ま
せ
、「
縦
式
」
と
名
前
を
付
け
る
。

ス
テ
ッ
プ
③
写
さ
せ
る

　

読
ま
せ
た
。
名
前
を
付
け
た
。

　

次
に
ど
う
す
る
か
。

　

教
師
は
説
明
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
い
い
？　

横
に
見
た
ら
、
二
倍
、

二
倍
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
比
例
な
ん
で
す
よ
」
と
、
教
師

指示  写しなさい。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

比例しているかどう
か調べる
型を写させる。
型をトレースさせる。

の
で
書
け
る
。
さ
ら
に
面
白
い
意
見

を
書
く
子
が
出
た
。

果
物
と
言
っ
た
ら
愛
媛
で
あ
る
。

　

み
か
ん
や
り
ん
ご
で
は
な
く
、
場

所
を
書
い
た
の
だ
。
こ
の
方
が
自
由

度
が
高
く
な
る
。
ま
た
、
意
見
文
の

構
造
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

意
見
文
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
同
じ

で
す
。
結
論
は
白
い
パ
ン
に
当
た
り

ま
す
。
パ
ン
だ
け
で
は
何
の
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

具
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ハ
ム
や
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
が
入
っ
て
何
の
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
か
分
か
り
ま
す
。
意
見
文
で

は
三
つ
の
理
由
が
具
に
当
た
り
ま
す
。

こ
う
し
て
理
由
を
結
論
で
サ
ン
ド
す

る
と
立
派
な
意
見
文
に
な
り
ま
す
。

　

結
論
を
書
か
せ
た
ら
、
次
の
よ
う

に
指
示
す
る
。

指
示
１
理
由
を
三
つ
書
き
ま
す
。

「
ま
ず
」「
さ
ら
に
」「
そ
の
上
」

に
続
け
て
三
つ
書
き
ま
す
。

指
示
２
早
く
書
い
た
子
は
黒
板
に

一
つ
理
由
を
書
き
ま
す
。

指
示
３
隣
の
人
と
読
み
合
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
次
の
意
見
文
の
型
を
与

え
て
書
か
せ
る
方
法
を
紹
介
し
た
。

　

り
ん
ご
と
み
か
ん
で
は
、
み
か
ん

の
方
が
お
い
し
い
。（
結
論
）

　

ま
ず
、　

~
だ
か
ら
。（
理
由
１
）

　

さ
ら
に
、
~
だ
か
ら
。（
理
由
２
）

　

そ
の
上
、
~
だ
か
ら
。（
理
由
３
）

　

だ
か
ら
、
み
か
ん
の
方
が
お
い
し

い
。（
結
論
）

　

し
か
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
子
供

も
い
る
。

「
り
ん
ご
も
み
か
ん
も
嫌
い
！
（
だ

か
ら
書
け
な
い
）」

　

教
師
が
幾
ら
「
作
文
の
勉
強
だ
か

ら
」
と
言
っ
て
も
、
こ
だ
わ
る
子
に

と
っ
て
は
書
き
に
く
い
。「
犬
と
猫
、

飼
う
な
ら
ど
ち
ら
か
」
の
意
見
文
で

も
、

「
俺
、
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
か
ら
飼
え
な

い
」
と
い
う
子
が
い
た
。
そ
こ
で
、

意
見
文
の
構
造
を
少
し
修
正
し
た
。

果
物
と
言
っ
た
ら
○
○
だ
。

　

ま
ず
~
だ
か
ら
。（
中
略
）

　

だ
か
ら
果
物
と
言
っ
た
ら
○
○
だ
。

　

こ
れ
な
ら
、
二
者
択
一
で
は
な
い

発問  果物と言ったら何が美味しいです
か。

指示①  理由を書きます。
 「まず～だから。」と一つ書きます。
指示②  理由は一つだと弱いので、
 「さらに～だから。」と一つ加えます。
指示③  理由は三つあると説得力が増し

ます。
 「その上～だから。」と一つ加えます。

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

正
まさ

和
かず

自由度の高い発問で
子供の意見を引き出す
意見文を書かせるとき、二者
択一で書かせると、「どちらも
嫌い！（だから書けない）」と
いう子が数名出る。

「果物と言ったら○○である」
というように自由度を高くす
ると、子供は書けるようになる。啓林館・６年・p.150-152

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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的・対
話的で深い学び 基礎・基本基礎・基本

理科

与
え
、
ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
分
離
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
せ
る
。
ミ
ョ
ウ
バ
ン
も
食

塩
と
同
様
、
イ
の
方
法
で
取
り
出
せ

る
。
発
展
と
し
て
「
水
の
温
度
と
溶

け
る
量
と
の
関
係
」
の
グ
ラ
フ
を
ヒ

ン
ト
と
し
て
、
別
の
方
法
を
考
え
さ

せ
る
。
食
塩
は
、
冷
や
し
て
も
溶
け

る
量
が
変
わ
ら
な
い
か
ら
駄
目
だ
っ

た
。
ミ
ョ
ウ
バ
ン
な
ら
全
部
は
取
り

出
せ
な
い
が
、
エ
の
方
法
が
使
え
る
。

た
だ
し
、
溶
か
す
お
湯
の
量
が
多
い

と
、
冷
や
し
て
出
て
く
る
ミ
ョ
ウ
バ

ン
の
量
が
少
な
か
っ
た
り
、
全
く
出

て
こ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

全
体
で
イ
と
エ
の
や
り
方
を
確
認

し
た
後
、
二
時
間
続
き
の
時
間
を

使
っ
て
実
験
を
行
う
。

︿
主
な
児
童
の
意
見
﹀

ア　

ふ
る
い
で
塩
だ
け
を
落
と
す
。

イ　

水
に
溶
か
し
た
後
、
砂
を
ろ
過

し
て
分
け
る
。
そ
の
後
、
水
を
蒸

発
さ
せ
て
食
塩
を
取
り
出
す
。

ウ　

ピ
ン
セ
ッ
ト
で
一
粒
ず
つ
砂
を

取
り
出
す
。

エ　

お
湯
に
溶
か
し
た
後
、
砂
を
ろ

過
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ろ
う
と
を

使
用
す
る
）
し
て
分
け
る
。
そ
の

後
、
冷
や
し
て
食
塩
を
結
晶
に
し

て
取
り
出
す
。

「
ア
は
、
粒
の
大
き
さ
が
、
砂
の
方

が
大
き
く
な
け
れ
ば
、
混
じ
っ
て
し

ま
う
」「
ウ
は
、
時
間
が
掛
か
り
す

ぎ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
る
。

３
選
ん
だ
方
法
で
実
験
さ
せ
る

　

班
ご
と
に
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
法
で
実
験
さ
せ
る
。
や
っ
て
み

て
駄
目
な
場
合
は
、
も
う
一
度
違
う

方
法
で
実
験
し
て
も
よ
い
こ
と
に
す

る
。（
一
番
取
り
出
せ
る
の
は
イ
）

　

早
く
食
塩
を
分
離
で
き
た
班
に
は
、

「
砂
の
混
じ
っ
た
ミ
ョ
ウ
バ
ン
」
を

１
砂
の
入
っ
た
食
塩
で
考
え
る

　

食
塩
の
ビ
ン
の
中
に
砂
が

入
っ
ち
ゃ
っ
た
！　

食
塩
だ
け

を
き
れ
い
に
取
り
出
し
た
い
の

で
す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

　

授
業
の
導
入
で
、
食
塩
に
砂
が

入
っ
た
ビ
ン
を
、
実
際
に
ち
ょ
っ
と

大
げ
さ
に
見
せ
な
が
ら
、
発
問
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
設
定
す
る
こ

と
で
「
食
塩
だ
け
を
取
り
出
す
必
要

性
」
を
児
童
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

「
食
塩
だ
け
を
取
り
出
す
方
法
」

を
考
え
て
か
き
ま
し
ょ
う
。
図

を
使
っ
て
も
よ
い
で
す
。
か
け

た
ら
持
っ
て
来
ま
し
ょ
う
。

　

内
容
を
確
認
し
な
が
ら
、
力
強
く

褒
め
た
後
、
黒
板
に
か
か
せ
る
。

２
良
い
方
法
を
議
論
さ
せ
る

　

か
い
た
も
の
を
発
表
さ
せ
た
後
、

実
験
す
る
の
が
難
し
い
案
に
つ
い
て
、

理
由
を
付
け
て
発
表
さ
せ
る
。

５年「水にとけた物を
とり出す」の主体的・
対話的で深い学び
「砂の混ざった食塩から、食
塩を取り出す」という課題を
与え、水溶液から溶けた物を
取り出す方法を考えさせる。

TOSS群馬アクティブ

関
せき

澤
ざわ

陽
よう

子
こ

東京書籍・５年・
p.110-115

溶
け
た
か
ら
、
冷
や
せ
ば
取
り
出

せ
る
と
思
う
。

・
ミ
ョ
ウ
バ
ン
は
、
冷
や
す
と
取
り

出
せ
る
け
ど
、
蒸
発
さ
せ
た
方
が

た
く
さ
ん
取
り
出
せ
る
と
思
う
。

・
食
塩
も
ミ
ョ
ウ
バ
ン
も
、
加
熱
し

て
水
の
量
を
減
ら
せ
ば
取
り
出

せ
る
は
ず
だ
。

　

実
験
の
方
法
の
手
順
を
確
認
し
て
、

二
つ
の
実
験
を
行
う
。

　

意
見
が
出
に
く
い
場
合
は
、
左
上

図
の
よ
う
な
前
時
の
グ
ラ
フ
を
見
せ

る
。
食
塩
は
、
温
度
が
変
わ
っ
て
も

溶
け
る
量
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
お
く
。

２
水
溶
液
か
ら
物
を
取
り
出
す

　

水
に
溶
け
た
物
は
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
取
り
出
す
こ
と
が

で
き
る
か
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

前
時
の
実
験
か
ら
、
溶
け
方
に
違

い
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
ミ
ョ
ウ
バ
ン
は
、
温
め
る
と
た
く

さ
ん
溶
け
る
。

・
食
塩
は
、
水
の
量
を
多
く
す
る
と

た
く
さ
ん
溶
け
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な

予
想
が
出
て
く
る
。

︿
主
な
児
童
の
予
想
〉

・
食
塩
は
、
水
の
量
を
増
や
す
と
よ

く
溶
け
た
か
ら
、
加
熱
し
て
水
の

量
を
減
ら
せ
ば
取
り
出
せ
る
は

ず
だ
。

・
ミ
ョ
ウ
バ
ン
は
、
温
め
る
と
よ
く

１
飽
和
水
溶
液
か
ら
の
導
入　

　

こ
の
前
、
お
湯
に
溶
け
る
だ

け
溶
か
し
た
ミ
ョ
ウ
バ
ン
と
食

塩
の
水
溶
液
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
た
ら
、
ミ
ョ
ウ
バ
ン
は

出
て
き
た
け
れ
ど
、
食
塩
は
出

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
理
由
を

考
え
ま
し
ょ
う
。

　

授
業
の
導
入
で
、
前
時
の
実
験
に

使
っ
た
ビ
ー
カ
ー
を
取
っ
て
お
い
て

見
せ
る
。

︿
主
な
児
童
の
意
見
〉

・
温
度
が
下
が
っ
た
か
ら
、
溶
け
て

い
た
ミ
ョ
ウ
バ
ン
が
出
て
き
た
。

・
ミ
ョ
ウ
バ
ン
は
、
温
め
る
と
溶
け

る
量
が
増
え
た
か
ら
、
冷
め
た
分

溶
け
ず
に
出
て
き
た
。

５年「水にとけた
物をとり出す」の
基礎・基本
「ミョウバンと食塩の水溶液
を常温に戻したときの違い」
から、その理由を話し合い、
水に溶けた物を取り出す実験
を考えさせる。

TOSS群馬アクティブ

関
せき

澤
ざわ

陽
よう

子
こ

東京書籍・５年・
p.110-115

ミョウバンの結晶食塩のビン
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5年英語 2年道徳
　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

Lesson6
「My Hero　あこ
がれの人をしょう
かいしよう。」
教師の楽しい状況設定で、
単元のゴールを示す。
自分にとってのヒーローを
発表するだけで、やり取り
を長く続ける力を育てる。

埼玉県草加市立氷川小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

１　heとsheを使って他己紹介をする

　この単元で、初めてheとsheの使い方を学
ぶ。教師のデモンストレーションでheとshe
の意味が分かったところで、他己紹介のアク
ティビティを行う。

（１）ペアを組んでインタビューを行う
　他己紹介を行うためには、ペアを組んでイ
ンタビューを行う必要がある。１人１枚、紙
を配り、インタビューを行う。

Ａ：Do you like sports?
Ｂ：Yes, I do.
Ａ：What sports do you like?
Ｂ：I like basketball.
＊Aは児童１、Bは児童２。

（２）他己紹介をしよう
　インタビューを行ったペアは、他のペアと
他己紹介を行う。この活動を通し、heとshe
を使い、会話ができるようになる。

２　楽しい状況設定で単元のゴールを示す

　ワクワクする状況設定にするためには、物
の準備が必要だ。動画も効果的だ。

Ｔ：Who is he?
Ｃ：He is Seto Daiya.
Ｔ：That s right. He is my hero.
Ｔ：He is a swimmer. 
Ｔ：He is good at swimming. 
Ｔ：He gets the medal at the Olympics.
Ｔ：Everyone, who is your hero?
＊Tは教師、Cは児童。

３　ヒーローについて調べる

　本単元のような「自分のヒーロー」を紹介
する学習は、事前に調べ学習を行うことで、
やり取りを長く続けることができる。
　書籍やインターネットで、調べ学習を行う。

その際に、ヒーローの写真も印刷しておく。

４　ヒーローを紹介し合おう

　教科書では、自分のヒーローを発表する活
動がゴールに設定されている。しかし、その
活動だけでなく、やり取りもさせたい。以下
は、その一例である。
　既習事項をつなげて、長くやり取りをでき
るようにさせる。

Ａ：Who is your hero?
Ｂ：My hero is my sister.
Ａ：Why?
Ｂ：Because she is very kind.
　　She likes dancing 
Ａ：Can she dance?
Ｂ：Yes, she can. She can dance very well.
Ａ：Nice.
＊Aは児童１、Bは児童２。

開隆堂・５年・p.48-55

た
）
神
様
は
誰
か
を
喜
ば
せ
る
行

動
が
大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
、
そ

の
よ
う
な
人
に
は
力
を
く
れ
て

立
派
に
し
て
く
れ
ま
す
。

発
問
３
こ
ん
な
と
き
、
ど
う
し
ま

す
か
。

「
教
室
に
ご
み
が
落
ち
て
い
た
と
き
」

・
ゴ
ミ
を
拾
う
。

「
一
年
生
が
泣
い
た
と
き
」

・
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
聞
く
。

発
問
４
学
校
で
友
達
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
、
何
で
す
か
。

・
ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ
パ
を
そ
ろ
え
る
。

・
一
人
で
い
る
子
を
遊
び
に
誘
う
。

３
「
人
の
た
め
に
行
っ
た
行
動
」

を
褒
め
続
け
る

　

授
業
後
、
私
の
学
級
で
は
、
ト
イ

レ
の
ス
リ
ッ
パ
を
並
べ
て
く
れ
た
子

が
い
た
。
す
か
さ
ず
全
体
の
前
で
、

「
○
○
さ
ん
、
か
わ
っ
て
き
た
よ
ね
」

と
話
の
言
葉
を
使
っ
て
褒
め
、
そ
の

行
動
を
伝
え
て
く
れ
た
子
も
褒
め
た
。

　

こ
の
繰
り
返
し
で
、
子
供
た
ち
の

行
動
は
ど
ん
ど
ん
変
容
す
る
。

話
か
な
ど
を
簡
単
に
問
答
す
る
。

③
主
発
問
を
問
う

発
問
１
「
か
わ
っ
て
き
た
よ
ね
」
と

書
い
て
あ
る
け
ど
、
け
い
子
さ
ん

が
ど
の
よ
う
に
か
わ
っ
た
の
か
な
。

　

出
な
い
と
き
に
は
、
教
師
が
説
明

し
て
も
よ
い
。
事
前
に
こ
の
言
い
方

で
褒
め
る
機
会
を
設
け
て
も
よ
い
。

・
学
校
が
楽
し
そ
う
に
な
っ
た
。

・
優
し
く
な
っ
た
。・
元
気
に
な
っ
た
。

説
明
１
人
が
成
長
し
た
り
、
立
派

に
な
っ
た
と
き
、「
か
わ
っ
た
よ

ね
」
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。

発
問
２
け
い
子
さ
ん
が
、「
か
わ
っ

た
」
き
っ
か
け
と
な
っ
た
行
動
は

何
で
す
か
。

・
門
を
出
る
と
き
、
毎
日
学
校
に
向

か
っ
て
手
を
振
り
続
け
た
。

説
明
２
毎
日
手
を
振
り
続
け
る
中

で
、
自
然
と
い
い
こ
と
を
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
元
気
の
な
い

子
を
笑
顔
に
し
た
と
か
。
ほ
か
に

ど
ん
な
い
い
こ
と
を
し
た
と
思

う
？
（
出
会
っ
た
先
生
に
挨
拶
し

た
。
困
っ
て
い
る
一
年
生
を
助
け

１
行
動
を
教
え
、
行
動
を
変
え
る

　

低
学
年
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、

「
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
」
の
は
、

発
達
段
階
的
に
難
し
い
。
そ
こ
で
、

①
道
徳
の
授
業
で
模
範
と
な
る

行
動
に
気
付
か
せ
る

　

そ
し
て
授
業
後
、

②
学
習
し
た
行
動
が
で
き
た
子

を
褒
め
続
け
る

よ
う
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
低
学
年
の
子
供
た
ち
の
行
動

を
変
容
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
「
広
が
る
あ
い
さ
つ
」
を

こ
う
授
業
す
る

︿
あ
ら
す
じ
﹀
飛
行
場
で
働
く
人
た

ち
が
、
飛
び
立
つ
飛
行
機
に
向

か
っ
て
手
を
振
る
こ
と
を
知
っ

た
け
い
子
は
、
学
校
を
出
る
と
き

に
毎
日
「
手
を
振
る
あ
い
さ
つ
」

の
ま
ね
を
続
け
た
。
す
る
と
飛
行

場
の
人
た
ち
の
気
持
ち
が
分
か

り
、
さ
ら
に
、
母
親
に
「
最
近
、

か
わ
っ
て
き
た
よ
ね
。
お
母
さ
ん
、

う
れ
し
い
な
」
と
褒
め
ら
れ
た
。

①
資
料
の
読
み
聞
か
せ

②
簡
単
に
内
容
確
認
を
す
る

　

登
場
人
物
や
場
面
設
定
、
何
の
お

授業後の子供の行
動を褒め、模範行
動を学級で広げる
模範行動を教える授業は、
行動変容を教えるまでがワ
ンセット。
教えて褒めて広げる！

兵庫県宝塚市立光明小学校

山
やま

本
もと

真
まさ

充
みつ

学研・２年・p.122 ～ 123
「広がるあいさつ」
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　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

教科で使える
プログラミング実践

５年
「正多角形の作図」
は教科書対応のプ
ログラミングサイ
トを活用する
プログラミングの「繰り返
し」構造に気付かせるワー
クシートを作成し、実践し
た。
子供たちはパターンを発見
することができた。

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
問
題
１
～
３
に

取
り
組
ま
せ
る
。
鉛
筆
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
囲
ま
せ
る
作
業
を
通
し
て
、「
繰

り
返
し
」
に
気
付
か
せ
る
。
答
え
を

確
認
し
た
後
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
で
も

自
動
車
を
動
か
し
て
見
せ
る
。

指
示
2
み
ん
な
も
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
を
出
し
て
、
同
じ
よ
う
に
車
を

動
か
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

パ
ソ
コ

ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で

「
教
育
出

版
小
学
算

数
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ

教
材
」
の

画
面
を
開

か
せ
る
。

正
方
形
の

コ
ー
ス
に
各
自
取
り
組
ま
せ
る
。
コ

ン
テ
ン
ツ
で
使
い
方
を
教
え
て
い
た

の
で
混
乱
な
く
操
作
で
き
て
い
た
。

そ
の
後
、
正
三
角
形
や
多
角
形
コ
ー

ス
に
挑
戦
さ
せ
た
。

３
パ
タ
ー
ン
を
発
見
さ
せ
る

説
明
5
こ
の
後
の
命
令
は
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、

車
が
正
方
形
の
ル
ー
ト
を
た
ど
る
様

子
を
見
せ
る
。

指
示
1
こ
の
よ
う
な
命
令
の
組
み

合
わ
せ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
言
い

ま
す
。
言
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

説
明
2
命
令
ブ
ロ
ッ
ク
の
数
字
を

増
や
せ
ば
い
い
の
で
す
。

　

数
字
を
３
に
し
た
画
像
を
見
せ
る
。

ク
リ
ッ
ク
し
て
車
を
動
か
す
。
車
は

最
初
の
曲
が
り
角
ま
で
動
く
。

発
問
2
車
の
向
き
を
変
え
ま
す
。

右
左
、ど
ち
ら
に
曲
が
り
ま
す
か
？

　

発
問
に
対
し
て
、
右
か
左
の
ど
ち

ら
か
に
挙
手
さ
せ
る
。

説
明
3
左
で
す
ね
。
車
の
運
転
手

さ
ん
か
ら
見
た
ら
、
左
に
曲
が
り

ま
す
。

　

子
供
た
ち
、
特
に
空
間
認
知
能
力

の
発
達
が
遅
い
子
は
、
こ
の
点
で
つ

ま
ず
く
こ
と
が
多
い
。
車
の
進
行
方

向
に
向
か
っ
て
左
で
あ
る
こ
と
を
押

さ
え
る
。

発
問
3
角
度
は
何
度
に
す
れ
ば
よ

い
で
す
か
？

　

挙
手
し
た
子
に
指
名
す
る
。

説
明
4
こ
れ
は
90
度
で
す
。
正
方

形
の
４
つ
の
角
は
ど
れ
も
90
度

で
し
た
ね
。

　

ク
リ
ッ
ク
し
て
車
を
動
か
す
。
車

は
左
に
90
度
向
き
を
変
え
る
。

発
問
4
次
に
ど
ん
な
命
令
を
出
せ

ば
い
い
で
す
か
？

　

指
名
し
て
答
え
さ
せ
る
。「
３
前

に
進
む
」
の
命
令
を
出
せ
ば
い
い
。

ク
リ
ッ
ク
し
て
実
際
に
車
を
動
か
し

て
み
せ
る
。

発
問
5
こ
の
後
、
ど
ん
な
命
令
を

出
せ
ば
い
い
で
す
か
？

　

近
く
の
席
の
人
と
相
談
さ
せ
る
。

　

考
え
を
発
表
さ
せ
た
後
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
配
付
す
る
。

切
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
反
復
」

の
要
素
を
学
べ
る
よ
う
に
し
た
。

２
授
業
の
流
れ

　

ス
ラ
イ
ド
を
提
示
す
る
。
問
題
を

音
読
さ
せ
る
。

白
い
点
線
は
一
辺
が
３
の
正
方

形
を
表
し
て
い
ま
す
。
点
線
を
な

ぞ
る
よ
う
に
車
を
動
か
そ
う
。

　

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
「
命
令
ブ
ロ
ッ

ク
」
が
登
場
す
る
。

説
明
1
車
に
命
令
を
出
し
ま
す
。

命
令
を
出
す
ブ
ロ
ッ
ク
だ
か
ら

「
命
令
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
言
い
ま
す
。

　

ク
リ
ッ
ク
し
て
車
を
動
か
す
。
車

は
動
く
。
し
か
し
、
途
中
で
止
ま
っ

て
し
ま
う
。

発
問
1
途
中
で
止
ま
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
か
。
お
隣
さ
ん
と
相
談
し

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

列
指
名
で
発
表
さ
せ
る
。「
ブ
ロ
ッ

ク
を
増
や
す
」「
数
字
を
変
え
る
」

な
ど
の
意
見
が
出
る
。

教
え
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
コ
ン
テ
ン

ツ
を
作
成
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
は
自
作

し
た
の
で
、
若
干
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

は
違
っ
て
い
る
。
実
際
に
何
度
か
学

級
で
授
業
し
た
が
、
ど
の
子
も
混
乱

な
く
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
た
。　

　

ま
た
授
業
の
中
で
使
え
る
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
も
作
成
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
構
造
か
ら
、
繰
り
返
し
の
存
在
に

気
付
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

作
成
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
大

１
自
動
車
に
命
令
を
出
そ
う

　

算
数
５
年
（
教
育
出
版
）
の
「
正

多
角
形
と
円
」
の
単
元
に
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
正
多
角
形
の
作

図
学
習
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
正
多

角
形
の
性
質
を
よ
り
確
実
に
理
解
さ

せ
る
た
め
の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

教
育
出
版
で
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
に

対
応
し
た
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

公
開
し
て
い
る
。

　

小
学
算
数
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
材
（
教
育
出
版
）

h
ttp

s://w
w

w
.k

y
oik

u
-

shuppan.co.jp/textbook/

shou/sansu/program
ing.htm

l

　

ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、
誰
で
も
無
料

で
使
用
で
き
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
よ
っ
て
自
動
車
に
命
令
を
出
し
、

決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
ど
お
り
に
動
か

す
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

視
覚
に
訴
え
る
分
か
り
や
す
い
画

面
配
置
、
自
動
車
が
走
る
と
き
に
音

が
鳴
る
仕
組
み
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
を
実
施
す
る
際
に
活
用
で

き
る
。
し
か
し
、
操
作
の
説
明
ペ
ー

ジ
が
子
供
に
と
っ
て
難
解
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
初
め
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
取
り
組
む
子
供
た
ち
に
、
授
業
の

中
で
や
り
取
り
し
な
が
ら
、
操
作
を

※

授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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国語

江戸時代から明治
時代の身分の変化
夏目漱石の俳句
「 某

それがし

は案
か

山
か

子
し

にて 候
そうろう

雀
すずめ

殿
どの

」を使いながら、江戸時
代から明治時代の身分の変
化を読み取らせる。

神奈川県横須賀市立大矢部中学校

穐
あき

本
もと

康
やす

広
ひろ

す
か
？　

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

指
示
４
書
け
た
ら
、
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

（
１
）
武
士
が
農
民
を
助
け
る
。

（
２
）
武
士
と
農
民
が
同
じ
く
ら

い
の
身
分
に
な
っ
た
。

（
３
）
武
士
と
農
民
が
仲
良
く

な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
意
見
が
出
て
き
た
。

説
明
２
今
か
ら
書
い
て
く
れ
た
意

見
を
評
定
し
ま
す
。

「
A
・
B
・
C
」
で
評
定
す
る
。
こ

の
場
合
は
（
２
）
が
「
A
」
で
あ
る
。

全
員
の
評
定
を
付
け
た
後
に
、

発
問
６
A
の
理
由
は
何
で
す
か
？

　

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

江
戸
時
代
は
武
士
の
身
分
が
高

か
っ
た
こ
と
を
学
習
し
て
い
る
た
め
、

身
分
の
変
化
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る

も
の
が
評
定
が
高
い
こ
と
に
、
す
ぐ

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

指
示
５
教
科
書
か
ら
身
分
に
関
わ

る
政
策
を
探
し
な
さ
い
。

　

最
後
に
教
科
書
を
確
認
し
て
終
了
。

回
の
授
業
で
は
狙
い
か
ら
そ
れ
る
の

で
、す
ぐ
に
答
え
で
あ
る
②
と
教
え
る
。

発
問
２
案
山
子
と
雀
は
ど
ん
な
関

係
で
す
か
？　

ノ
ー
ト
に
書
き

な
さ
い
。

「
雀
の
ほ
う
が
偉
い
」「
案
山
子
が

雀
を
守
っ
て
い
る
」「
案
山
子
と
雀

の
仲
が
い
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

発
問
３
案
山
子
は
何
を
表
し
て
い

ま
す
か
？

「
某
」
や
「
候
」
に
注
目
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
言
葉
遣
い
を
す
る
の
は

「
武
士
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

発
問
４
雀
は
何
を
表
し
て
い
ま
す

か
？

　

案
山
子
は
「
武
士
」
で
あ
る
こ
と

が
確
定
し
て
い
る
た
め
、
予
想
で
き

る
生
徒
が
多
い
。
分
か
ら
な
い
生
徒

に
は
「
畑
に
い
る
人
は
？
」
と
ヒ
ン

ト
を
あ
げ
る
と
答
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
「
農
民
」
で
あ
る
。

説
明
１
こ
の
俳
句
を
書
い
た
人
は

夏
目
漱
石
で
す
。
明
治
時
代
の
作

家
で
す
。

発
問
５
こ
の
俳
句
の
主
張
は
何
で

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
な
り
、

「
身
分
の
変
化
」
が
生
じ
た
。
そ
の

身
分
の
変
化
を
夏
目
漱
石
の
俳
句
、

「
某
は　
案
山
子
に
て
候　
雀
殿
」

を
使
い
、
読
み
取
ら
せ
る
。

発
問
１
江
戸
時
代
は
ど
ん
な
時
代

だ
っ
た
か
。
隣
に
言
い
な
さ
い
。

　

復
習
を
行
う
。
生
徒
か
ら
は
「
武

士
が
強
い
」「
徳
川
家
が
長
く
支
配

し
た
」
な
ど
の
意
見
が
出
て
く
る
。

指
示
１
今
日
か
ら
明
治
時
代
の
勉

強
を
し
ま
す
。
今
か
ら
出
る
俳
句

を
ノ
ー
ト
に
写
し
な
さ
い
。

　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
俳
句
を
提
示

し
、
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

指
示
２
俳
句
を
読
み
な
さ
い
。

　

読
ま
せ
た
後
に
、
案
山
子
の
画
像

を
見
せ
る
。
生
徒
の
多
く
は
案
山
子

を
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
イ
メ
ー

ジ
を
も
た
せ
る
。

指
示
３
案
山
子
を
ノ
ー
ト
に
書
き

な
さ
い
。

発
問
１
雀
は
ど
こ
に
い
る
と
思
い

ま
す
か
。
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

①
案
山
子
の
肩

②
案
山
子
の
足
元

③
案
山
子
か
ら
遠
い
地
面

と
三
つ
の
絵
に
分
か
れ
た
。
こ
こ
で

討
論
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
今

風船を使った風向
の観測
日本上空を西から東に吹く
偏西風は、日本の気象や地
球環境にとって重要な風で
ある。風船を使った風向の
観測によって、偏西風が西
から東に吹いていることを
実感できる。

理科

大阪府立吹田東高等学校

中
なか

村
むら

圭
けい

吾
ご

指
示
8
状
況
を
記
録
し
ま
す
。

（
天
気
・
気
温
・
雲
量
・
見
え
る
雲

の
種
類
を
記
録
さ
せ
る
）

指
示
9
方
位
の
確
認
を
し
ま
す
。

北
の
方
を
指
差
し
ま
す
。

　

生
徒
は
思
い
思
い
の
方
向
を
指
す
。

教
師
が
正
し
い
方
位
を
教
え
る
。
そ

の
後
、「
北
西
」「
南
南
東
」
な
ど
と
、

テ
ン
ポ
よ
く
方
位
を
確
認
す
る
。

指
示
10
風
船
を
飛
ば
し
ま
す
。
５
、

４
、
３
、
２
、
１
、
発
射
！

　

ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
持
っ
て
い

る
生
徒
が
時
間
を
計
測
し
た
。
一
分

経
過
す
る
ご
と
に
、
記
録
係
の
生
徒

は
風
船
が
飛
ん
で
行
っ
た
方
位
を
記

録
し
た
。
生
徒
た
ち
は
双
眼
鏡
を
使

い
な
が
ら
、
必
死
で
風
船
が
飛
ん
で

行
っ
た
方
向
を
目
で
追
っ
て
い
た
。

　

次
の
授
業
の
と
き
に
、
生
徒
た
ち

は
「
先
生
、
電
話
来
ま
し
た
か
？
」

と
興
味
津
々
に
聞
い
て
く
る
。
学
校

よ
り
も
東
の
場
所
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た

め
、
偏
西
風
は
西
か
ら
東
に
吹
い
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
す
。
風
船
を
拾
う
の
は
子
供
が

多
い
そ
う
で
す
。
子
供
が
思
わ
ず

拾
い
た
く
な
る
よ
う
な
絵
を
描

き
な
さ
い
。
風
船
と
マ
ジ
ッ
ク
ペ

ン
を
取
り
に
来
な
さ
い
。

　

生
徒
は
班
で
相
談
し
つ
つ
、い
ろ
い

ろ
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
て
い
た
。

指
示
3
絵
を
描
き
終
わ
っ
た
班
は
、

板
書
で
示
し
た
文
章
を
絵
の
裏

面
に
書
き
な
さ
い
。

指
示
4

書
け
た
ら
、
ス
ト
ッ
プ

ウ
ォ
ッ
チ
と
双
眼
鏡
と
ク
リ
ッ

プ
ボ
ー
ド
を
取
り
に
来
な
さ
い
。

指
示
5
双
眼
鏡
の
使
い
方
を
練
習

し
な
さ
い
。

︿
ポ
イ
ン
ト
:
目
の
幅
の
合
わ
せ
方
、

ピ
ン
ト
の
合
わ
せ
方
を
短
く
指
導
﹀

　

生
徒
た
ち
は
窓
の
外
や
友
達
の
顔

な
ど
を
見
て
、
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

指
示
6
今
か
ら
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を

入
れ
ま
す
。
風
船
を
持
っ
て
来
な

さ
い
。

（
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
入
れ
た
後
、
生

徒
が
風
船
を
離
さ
な
い
よ
う
に
注
意
）

指
示
7
屋
上
に
上
が
り
ま
す
。

１
用
意
す
る
も
の

①
風
船
（
自
然
に
分
解
さ
れ
る
素
材
）

　

授
業
で
は
ヘ
イ
ワ
原
紙
の
「
紙
ふ

う
せ
ん
」
を
用
い
た

（
Q
R
コ
ー
ド
を
参
照
）。

②
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス

③
油
性
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン

④
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ

⑤
双
眼
鏡

⑥
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド

２
授
業
の
準
備

⑴
管
理
職
の
許
可
を
得
る
。
朝
の
打

ち
合
わ
せ
な
ど
で
周
知
す
る
。
風

船
を
拾
っ
た
人
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
ら
、

「
い
つ
、
ど
こ

で
拾
っ
た
か
」

を
聞
い
て
も
ら

う
よ
う
、
ほ
か

の
教
職
員
に
依

頼
す
る
。

⑵
早
め
に
教
室

へ
行
き
、
上
図

の
よ
う
な
板
書

を
す
る
。

３
授
業
の
流
れ

指
示
1
今
日
は
風
船
を
飛
ば
し
て

風
向
を
観
測
し
ま
す
。

指
示
2
ま
ず
、
風
船
に
絵
を
描
き

表 裏
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よ
い
。
し
か
し
代
案
の
式
で
は
か
え
っ
て
余
白

で
混
乱
し
な
い
か
？

佐
藤
氏
、
絆
地
氏
。「
赤
色
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
式

を
全
て
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。
こ
れ
を
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
と
す
る
」「
ま
と
め
を
読
ま
せ
る
。
△
の

２
を
読
む
。
①
と
②
だ
け
解
か
せ
る
」（
佐
藤
氏
）

　

そ
の
と
お
り
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
式
が
基
本
型
だ

か
ら
そ
っ
く
り
写
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
練
習
問

題
の
①
と
②
だ
け
解
か
せ
る
の
も
よ
い
。
40
×

30
も
扱
っ
て
、
①
～
④
ま
で
全
部
解
か
せ
る
と

低
位
の
子
は
混
乱
す
る
。
こ
こ
は
①
②
と
③
④

を
分
け
て
扱
う
べ
き
だ
。
二
人
は
こ
こ
だ
け
で

プ
ラ
ス
三
〇
点
。

　

教
科
書
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
す
と

い
う
の
は
子
供
に
と
っ
て
は
大
変
な
文
化

な
ん
で
す
。
教
え
な
い
と
で
き
な
い
ん
で

す
。
=
（
イ
コ
ー
ル
）

が
縦
に
ピ
シ
ッ
と
そ

ろ
っ
て
い
る
こ
と
が

と
て
も
大
事
な
ん
で

す
。
算
数
・
数
学
の

文
化
で
す
。（
向
山
氏
）

で
表
し
た
ら
い
い
ん
で
す
か
。

「
３
」
は
ど
う
い
う
言
葉
で

表
し
た
ら
い
い
ん
で
す
か
。

書
き
込
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。

「
10
」
は
「
れ
つ
の
数
」
で
す

ね
。「
３
」
は
ど
う
表
し
ま

す
か
。「
だ
ん
」
に
し
ま
せ

ん
か
ね
。（
略
）
説
明
す
る

に
し
て
も
そ
の
程
度
。
一
五

秒
で
終
了
で
す
ね
。

　

初
め
に
吹
き
出
し
の
式
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま

ま
写
し
て
い
る
か
ら
こ
の
方
法
な
の
だ
。
数
の

意
味
を
子
供
に
書
き
込
ま
せ
る
。
教
師
の
説
明

は
ほ
と
ん
ど
不
要
だ
。
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。

４
ロ
ボ
ッ
ト
の
式
が
基
本
型
だ

　

神
奈
川
の
小
河
原
氏
。「
教
科
書

の
ロ
ボ
ッ
ト
が
示
す
基
本
型
は
長

い
上
、
三
年
生
に
と
っ
て
は
意
外

に
難
し
い
」
ま
と
め
の
文
を
式
化

し
た
上
の
よ
う
な
形
に
す
る
。
ロ

ボ
ッ
ト
の
式
に
目
を
付
け
た
の
は

1
立
式
場
面
、
一
人
も
突
破
せ
ず

　

教
科
書
に
□
×
□
と
書
き
込
み
や
す
い
マ
ス

が
あ
る
。
応
募
者
ほ
ぼ
全
員
が
問
題
文
を
読
ん

で
す
ぐ
に
「
式
を
書
き
な
さ
い
」
と
指
示
し
た
。

　

し
か
し
、
向
山
洋
一
氏
の
指
示
は

違
う
。
二
十
年
前
の
向
山
型
算
数
セ

ミ
ナ
ー
で
赤
石
賢
司
氏
の
「
教
科
書

に
□
×
□
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
ノ
ー
ト
に
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま

書
き
な
さ
い
」
の
指
示
に
対
し
て

「
そ
う
、
そ
の
と
お
り
」
と
断
定
し

て
い
る
。さ
ら
に
吹
き
出
し
も
「
ノ
ー

ト
の
下
に
書
き
写
し
な
さ
い
」「
そ

う
、
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
」

　

マ
ス
の
下
の
吹
き
出
し
が
ポ
イ
ン

ト
だ
。
当
時
の
教
科
書
は
、
よ
り
具

体
的
な
吹
き
出
し
だ
っ
た
。
ノ
ー
ト
に
写
し
て

い
る
う
ち
に
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
教
え
な
い
。

説
明
し
な
い
。
た
だ
し
、
向
山
氏
は
伏
線
と
な

る
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
サ
ラ
ッ
と
だ
。
問
題

文
を
読
ま
せ
た
後
、
立
式
の
前
に
問
う
て
い
る
。

　

吹
き
出
し
を
意
識
し
て
の
確
認
だ
ろ
う
。

　

肝
心
な
こ
と
押
さ
え
て
な
い
や
。

（
問
題
文
を
読
ま
せ
る
）

　

台
紙
一
枚
に
何
枚
貼
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

（
４
枚
で
す
）

　

シ
ー
ル
の
数
は
全
部
で
何
枚
で
す
か
。

（
⋮
⋮
答
え
ら
れ
な
い
）

　

台
紙
の
数
は
何
枚
で
す
か
。（
30
枚
）

　

こ
の
三
つ
を
答
え
さ
せ
て
、
答
え
ら
れ

な
く
て
も
い
い
ん
で
す
よ
。

　

吹
き
出
し
に
着
目
し
た
の
は
徳
島
の
絆
地
氏
。

「
□
の
下
に
緑
の
吹
き
出
し
が
あ
り
ま
す
ね
。

指
で
押
さ
え
な
さ
い
」「
何
の
一
つ
分
の
数
で

す
か
」「
台
紙
で
す
」「
吹
き
出
し
の
前
に
﹃
台

紙
﹄
と
書
き
な
さ
い
」

　

着
眼
点
は
良
い
。
し
か
し
全
体
に
言
葉
が
多

す
ぎ
る
。
十
分
の
九
を
削
れ
。
プ
ラ
ス
一
五
点
。

２
説
明
の
前
に
シ
ン
プ
ル
な
作
業

「
２
人
の
考
え
」
の
説
明
。
こ
こ
は
説
明
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
分
か
ら
な
く
な
る
。
で
き
る
だ
け

シ
ン
プ
ル
に
す
べ
き
だ
。
ひ
ろ
と
さ
ん
の
図
。

「
４
×
10
」
の
青
い
長
方
形
を
囲
ま
せ
た
の
は
、

赤
塚
・
井
上
・
櫻
井
・
小
河
原
・
加
藤
・
佐
藤
・

絆
地
・
髙
橋
・
徳
本
・
光
川
の
各
氏
。
追
加
で

「
40
」
と
書
き
込
ま
せ
た
方
も
い
た
。
４
×
10

を
視
覚
化
さ
せ
た
わ
け
だ
。

こ
れ
は
悪
く
な
い
。
サ
ラ
リ
と
囲
ま
せ
た
な

ら
プ
ラ
ス
二
五
点
。私
な
ら
図
を
囲
ま
せ
て
問
う
。

　

囲
ん
だ
シ
ー
ル
の
枚
数
は
、
下
の
式
の

ど
こ
で
す
か
。
式
も
囲
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

こ
こ
を
あ
え
て
突
き
放
し
た
の
が
林
氏
、
岩

井
氏
、
宮
森
氏
。

式
を
使
っ
て
も
い
い
。
言
葉
を
使
っ
て

も
い
い
。
図
に
か
き
加
え
て
も
い
い
。
先

生
に
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に
書
い
て
、

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。（
宮
森
氏
）

　

知
的
な
授
業
だ
。
子
供
の
板
書
が
並
び
、
楽

し
い
授
業
に
な
り
そ
う
だ
。
二
五
点
。

３
俺
そ
う
や
ら
な
い
な

　

し
か
し
、
向
山
氏
は
全
く
別
の
方
法
だ
っ
た
。

囲
ま
せ
る
指
導
に
対
し
て
「
悪
く
は
な
い
け
ど

俺
そ
う
や
ら
な
い
な
。
多
分
」

　

そ
の
下
、
式
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

４
×
10
×
３
。
そ
れ
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま

ま
写
し
な
さ
い
。

　

念
の
た
め
に
。
４
×
10
を
四
角
で
囲
ん

で
あ
り
ま
す
か
。
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写

す
ん
で
す
よ
。（
略
）

　

こ
の
「
４
」
を
言
葉
で
言
い
ま
す
。
さ
っ

き
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
じ

言
葉
で
言
い
な
さ
い
。（
指
名
）
そ
う
で
す

ね
。
そ
れ
で
は
「
10
」
は
ど
う
い
う
言
葉

教
え
る
な
。
説
明
す
る
な
。

教
え
る
な
。
説
明
す
る
な
。

教
科
書
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
さ
せ
よ

教
科
書
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
さ
せ
よ

私
た
ち
は
つ
い
教
え
た
く
な
る
。
説
明
し
た
く
な
る
。
し
つ
こ
く
な
る
。
子
供
は
ま
す
ま
す

私
た
ち
は
つ
い
教
え
た
く
な
る
。
説
明
し
た
く
な
る
。
し
つ
こ
く
な
る
。
子
供
は
ま
す
ま
す

混
乱
す
る
。
教
科
書
を
そ
っ
く
り
写
さ
せ
た
方
が
分
か
り
や
す
い
の
だ
。

混
乱
す
る
。
教
科
書
を
そ
っ
く
り
写
さ
せ
た
方
が
分
か
り
や
す
い
の
だ
。

木
村
重
夫

東
京
都
・
日
本
文
化
大
學

東
京
都
・
日
本
文
化
大
學 

講
師
講
師

学校図書・３年下・p.73-74
「２けたをかけるかけ算」
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から見た特別支援教育医師の目

小嶋の特別支援教育　校内研修完全再現
コピーフリー　すぐに印刷して配れる！

小嶋 悠紀（こじま ゆうき）

←この連載が読める『教育
トークライン』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

特別支援教育について詳しく学べる→
『TOSS特別支援教育』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
安や

す

原は
ら

昭あ
き

博ひ
ろ

　
　
構
成
：
笹さ

さ

野の

達た
つ

哉や

Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
香
里
園
教
室

　
特
別
支
援
学
級
在
籍
の
六
年
生
男
子
で

す
。

　
整
数
の
わ
り
算
の
筆
算
が
全
く
で
き
な

い
様
子
で
し
た
が
、
練
習
を
重
ね
る
と
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
授
業
中
に
習
っ
た
分
数
の
学
習
は
、
支

援
者
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
で
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
本
人
は
で
き
て
い
な
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
問
題
が
解
け
た
と
き
に
「
す
ご

い
！
　
ど
ん
ど
ん
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
ね
！
」
と
言
っ
て
も
固
ま
っ
た
ま
ま

で
し
た
。
そ
こ
で
、
担
任
か
ら
「
で
き
た

け
ど
、
ど
う
か
な
？
」
と
声
掛
け
を
す
る
と
、

首
を
か
し
げ
て
「
分
か
ら
な
い
」
と
言
い

ま
す
。
今
後
は
、
ど
の
よ
う
に
声
掛
け
を

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

︿
安
原
ド
ク
タ
ー
の
回
答
﹀

　

わ
り
算
の
筆
算
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
四
桁

÷
三
桁
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
や
り
方
を
教
え

て
あ
げ
れ
ば
、
子
供
た
ち
は
解
け
ま
す
が
、
や

り
切
っ
た
感
じ
が
し
な
い
の
は
、

個
数
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
原
因
で
す
。

　

１
０
０
０
÷
２
５
０
の
計
算
時
に
、
大
き
な

数
の
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
な
い
と
解
け
ま
せ
ん
。

解
け
て
も
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
な
い
と
い
う
の
が
、

大
き
な
問
題
か
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
こ
の
子
に
は
数
の
概
念
み
た
い
な

形
で
、
１
と
一
個
、
２
と
二
個
、
３
と
三
個
、

そ
し
て
、
10
、
20
、
30
の
繰
り
上
が
り
感
覚
な

ど
を
予
習
し
た
上
で
、
支
援
を
行
っ
た
方
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
子
に
こ
だ
わ
り
が
あ
れ
ば
、
好

き
な
物
を
使
っ
て
個
数
の
概
念
を
学
習
す
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

通
分
は
、
具
現
化
し
て
や
り
方
を
覚
え
て
し

ま
え
ば
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
通
分
を
具

現
化
す
る
に
は
、
例
え
ば
ピ
ザ
の
パ
ズ
ル
を
使

用
し
て
行
い
ま
す
。
二
分
の
一
の
ピ
ザ
一
枚
と

四
分
の
一
の
ピ
ザ
を
二
枚
使
用
し
ま
す
。
ピ
ザ

を
三
つ
使
っ
て
、
一
枚
の
ピ
ザ
を
作
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
具
体
的
な
も
の
を
使
用
し
た
ら
良
い

の
で
す
。

　

も
の
を
用
意
す
る
の
が
難
し
け
れ
ば
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
ま
す
。
円
グ
ラ
フ
を
簡
単

に
作
れ
る
ソ
フ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
っ
て
、
サ
ポ
ー
ト
す
れ

ば
通
分
を
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。

学
習
が
苦
手
な
子
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方

特
別
支
援
学
級
に
行
き
た
く
な
い
生
徒
へ
の
支
援
方
法
に
つ
い
て
。
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小お

野の

隆た
か

行ゆ
き

「普通学級」で効果のある特別支援教育スキル小野が答える

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

プロが教える
プロが教える 教室でできる

１
「
姿
勢
」
を
意
識
す
る
と
、

「
学
習
」
に
集
中
で
き
な
い

「
姿
勢
を
良
く
し
な
さ
い
」

「
姿
勢
が
悪
い
と
勉
強
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
」

「
グ
ー
・
ペ
タ
・
ピ
ン
で
良

い
姿
勢
！
」

　

姿
勢
を
良
く
し
よ
う
と
教
師
が
注
意
す
る
光

景
を
よ
く
目
に
す
る
。
し
か
し
、
授
業
中
ず
っ

と
、
良
い
姿
勢
を
保
つ
こ
と
は
難
し
い
。

　

子
供
は
授
業
に
集
中
し
て
い
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
板
書
を
ノ
ー
ト
に
写
し
、
発
言
し
、
指

示
に
従
っ
て
い
る
。

２
福
田
恵
美
子
氏
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
感
覚
統
合
面
か
ら
考
え
る

　

体
幹
の
屈
筋
と
伸
筋
の
調
整
が
う
ま
く
い
か

ず
、
姿
勢
を
一
定
時
間
保
持
し
て
い
ら
れ
な
い

状
態
で
あ
る
。
関
節
や
筋
肉
か
ら
入
力
さ
れ
る

固
有
受
容
覚
が
思
う
よ
う
に
働
か
な
い
状
態
と

解
釈
で
き
る
。

　

子
供
は
好
き
な
姿
勢
で
あ
れ
ば
指
示
に
は
従

え
る
。
し
か
し
、
授
業
中
に
姿
勢
保
持
を
注
意

さ
れ
意
識
し
て
し
ま
う
と
、
授
業
に
集
中
で
き

ず
、
学
習
に
遅
れ
が
出
て
し
ま
う
。

　

子
供
の
好
き
な
姿
勢
で
い
る
と
、
姿
勢

保
持
の
持
続
力
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
今
後
、

不
器
用
さ
が
顕
著
に
な
り
や
す
い
現
象
が

生
じ
る
。

②
学
校
生
活
で
「
姿
勢
保
持
力
」
を

　

楽
し
み
な
が
ら
全
身
運
動
※1
を
繰
り
返
し
行

う
積
み
重
ね
が
、
ほ
か
の
授
業
で
良
い
姿
勢
を

保
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
楽
し
ん

で
自
主
的
に
活
動
で
き
る
こ
と
は
、
教
師
に
指

示
さ
れ
て
行
う
こ
と
に
比
べ
て
、
高
い
効
果
が

得
ら
れ
る
。体
育
や
音
楽
の
授
業
で
全
身
活
動
※2

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
良
い
姿
勢
を
持
続
す

る
時
間
が
長
く
な
り
、
注
意
集
中
時
間
も
長
く

な
る
。
知
的
好
奇
心
を
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
る

の
で
、
体
育
や
音
楽
の
授
業
の
後
に
算
数
や
国

語
の
授
業
を
配
置
す
る
の
も
効
果
が
あ
る
。

３
学
校
生
活
で
の
工
夫

（
１
）
全
身
活
動
を
取
り
入
れ
る

　

歌
唱
曲
や
鑑
賞
曲
に
合
わ
せ
身
体
を
動
か
す
。

朝
の
会
や
授
業
開
始
直
前
に
短
時
間
の
全
身
活

動
を
取
り
入
れ
る
。

（
２
）
教
室
環
境

　

黒
板
に
対
し
て
の
机
の
向
き
や
、
机
椅
子
の

高
さ
調
節
な
ど
、
子
供
の
身
体
に
合
わ
せ
る
。

　

姿
勢
保
持
が
う
ま
く
で
き
な
い
子
供
に
は
、

壁
や
背
も
た
れ
に
寄
り
掛
か
ら
せ
、
保
持
時
間

を
補
助
す
る
。

（
３
）
子
供
に
興
味
を
も
た
せ
る
授
業

　

楽
し
い
授
業
だ
と
、
集
中
力
が
持
続
し
や
す

く
姿
勢
は
崩
れ
に
く
い
。
空
白
の
時
間
を
減
ら

し
、
授
業
の
質
を
上
げ
る
。

１

さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
を
間
違
う
子

　

一
年
生
に
、
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
を

教
え
た
。
テ
ス
ト
で
は
、
全
員
が
一

〇
〇
点
を
取
っ
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

正
確
に
唱
え
さ
せ
る
こ
と

　

さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
で
は
、
書
き
方

の
指
導
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
重
要
な
の
は
、
手
順
を
正
確
に

唱
え
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

書
き
方
を
教
え
て
、
そ
の
と
き
は

で
き
て
い
る
の
だ
が
、
い
ざ
自
分
で

書
く
と
な
る
と
、
違
っ
た
書
き
方
を

し
て
い
る
子
が
い
た
。

　

そ
の
子
を
観
察
し
て
い
る
と
、
次

の
こ
と
に
気
付
い
た
。

　

書
き
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
、
さ

く
ら
ん
ぼ
計
算
を
書
い
て
い
た
。

　

教
え
た
と
お
り
に
書
い
て
い
な
い

の
だ
。
視
覚
情
報
だ
け
を
頼
り
に
す

る
と
こ
う
な
る
。

　

書
き
方
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
、

計
算
の
手
順
も
違
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ミ
ス
が
出
る
の
は
、
あ
る
意

味
当
然
の
こ
と
だ
。

　

そ
こ
で
、
正
確
に
唱
え
る
た
め
の

練
習
を
行
っ
た
。

２

視
覚
情
報
を
頼
り
に
唱
え
る

　

た
だ
単
に
、
計
算
の
手
順
を
唱
え

さ
せ
る
だ
け
で
は
、
音
声
の
み
の
記

憶
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
、

効
果
は
期
待
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
し
た
。

　

板
書
し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算

を
指
さ
し
な
が
ら
、
唱
え
さ
せ
る
。

　

唱
え
な
が
ら
、
手
順
を
視
覚
的
に

覚
え
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た
。

　

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で
何
度
も

読
ま
せ
る
。
全
体
で
、
交
代
で
、
ペ

ア
で
と
繰
り
返
し
練
習
を
さ
せ
る
。

「
て
に
を
は
」
ま
で
、
完
璧
に
再
現

さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
は
、

厳
し
く
や
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

最
後
は
教
師
が
一
人
ず
つ
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
、
自
分
で
問
題

を
解
く
と
き
に
も
唱
え
さ
せ
る
よ
う

に
す
る
。
実
際
に
唱
え
て
い
る
か
ど

う
か
の
チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
だ
。
こ
こ

が
抜
け
る
と
い
い
加
減
に
な
る
。　

３

大
切
な
も
う
一
歩
の
詰
め

  

練
習
す
る
こ
と
で
、
黒
板
を
見
な

が
ら
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

テ
ン
ポ
良
く
リ
ズ
ム
良
く
唱
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
間
違
う
子
が
い
る
。

　

解
く
と
き
に
、
唱
え
る
の
が

ゆ
っ
く
り
に
な
る
と
間
違
う
。

　

練
習
し
た
唱
え
方
と
、
実
際
に
書

く
と
き
の
ス
ピ
ー
ド
が
違
う
こ
と
で
、

や
り
方
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
発
見
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
ゆ
っ
く
り
し
た
唱

え
さ
せ
方
も
練
習
し
た
。
そ
れ
で
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「Y
ouT

ube

」
で
、
伴
一
孝
氏
は

向
山
洋
一
氏
の
検
算
の
部
分
を
取
り

上
げ
て
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま

さ
に
同
じ
。
や
り
方
を
書
か
せ
る
だ

け
で
な
く
、
唱
え
方
を
教
え
て
い
る

の
だ
。

　

苦
手
な
子
は
、
こ
こ
で
つ
ま
ず
く

こ
と
が
多
い
。
大
切
な
視
点
で
あ
る
。

計
算
が
苦
手
な
子
供
の
支
援
方
法

書
か
せ
る
指
導
＋
唱
え
さ
せ
る
指
導
が
必
要
で
あ
る
。
唱
え
さ
せ
る
方
法
も
細
分
化
で
き
る
。

苦
手
な
子
が
ど
こ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
か
。
向
山
型
指
導
法
の
す
ご
さ
が
こ
こ
に
表
れ
て
い
る
。

良
い
姿
勢
と
注
意
の
持
続

作
業
療
法
士
　
福ふ

く

田だ

恵え

美み

子こ

　
　
構
成
：
豊と

よ
　だ田
雅ま

さ
　こ子

法
則
化
鳩
山

関せ
き

根ね

朋と
も

子こ

T
O
S
S
音
楽
教
育
サ
ー
ク
ル

福田 恵美子

障害科学博士
長野保健医療大学
　教授
小山こども発達
　支援センター
　リズム園 顧問

作業療法

※1
※2
「
身
体
運
動
と
身
体
活
動
」
は
、
医
学
の
側
面
か
ら
い
う
と
意
味
が
異
な
る
。

運
動
:
姿
勢
（
体
位
と
構
え
）
が
時
間
的
に
連
続
し
て
変
化
し
た
も
の
。

活
動
:
動
作
や
行
動
を
指
し
、
運
動
に
よ
っ
て
具
体
的
に
行
わ
れ
る
仕
事
や
課
題
。

感
覚
入
力
で
出
力
と
し
て
運
動
が
起
こ
り
知
覚
入
力
で
出
力
と
し
て
動
作
や
行
動
と
な
る
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ



5455 2020. 11

クラス全員が熱中するこの教材！

トークライン
読者限定

お得情報!!
くわしくは、下を

ご覧ください。

授業が激変！ TOSS指導法最前線

クラス全員が熱中するこの教材！

空
白
を
埋
め
る
手
立
て
が
目
白
押
し
！

家
庭
科
楽
習
！

家
庭
科
は
「
空
白
」
が
多
い
教
科
で
あ
る
。
同
僚
の
教
師
の
事
実
。

村む
ら

上か
み

諒
り
ょ
う

神
奈
川
県
大
和
市
立
南
林
間
小
学
校

　

家
庭
科
の
座
学
は
、
書
く
量
が

多
く
て
、
お
し
ゃ
べ
り
が
増
え
ま

す
。

　

昨
年
度
、
同
僚
か
ら
の
悲
痛
な
叫

び
。
そ
こ
で
、
正
進
社
の
﹃
家
庭
科

楽
習
ノ
ー
ト
﹄
を
薦
め
た
。
本
年
度
、

そ
の
同
僚
か
ら
こ
う
言
わ
れ
た

　

空
白
が
生
ま
れ
な
い
！

　

他
社
と
の
違
い
は
、
圧
倒
的
な
配

慮
で
あ
る
。

①
精
選
さ
れ
た
シ
ー
ル
。

②
文
字
量
が
少
な
い
構
成
。

　

授
業
の
ど
こ
で
差
が
生
ま
れ
る
の

か
。
そ
れ
は
、
作
業
時
な
の
で
あ
る
。

シ
ー
ル
に
無
駄
な
も
の
が
な
い
、
多

す
ぎ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
子
供
に
迷

い
が
生
じ
な
い
。

　

栄
養
素
の
単
元
で
は
、
シ
ー
ル
の

枚
数
は
、
正
進
社
十
二
枚
に
対
し
、

Ｂ
社
は
三
十
枚
以
上
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
文
字
量
が
少
な
い
構
成
も

空
白
を
生
ま
な
い
配
慮
で
あ
る
。

　

空
白
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
荒

れ
な
い
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

同
僚
は
笑
顔
で
、
今
も
家
庭
科
を
指

導
中
だ
。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSSテキスト
を活用した授業実践報告
TOSSテキスト
を活用した授業実践報告

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/ 期間：2020年9月15日～ 12月14日

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。10、11、12月
号でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

11月号で紹介！
とびなわキング（ブルー、レッド、
イエロー）　各750円（税込）
特典：1回の注文につき　
　級別シール　２種プレゼント
パスワード：0jumwy

10月号で紹介！
鉄棒くるりんベルト　
2,200円（税込）
特典：送料無料
パスワード：w9458l

12月号で紹介！
輪郭英単語カード　2,500円（税込）
特典：送料無料
パスワード：z5wb25

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

『教育トークライン』
教育技術研究所
タイアップ企画！

&

「
と
び
な
わ
キ
ン
グ
」（
教
育
技
術
研
究
所
）

で
熱
中
が
生
ま
れ
る

「
と
び
な
わ
キ
ン
グ
」
と
「
な
わ
と
び
級
表
」
で
、
子
供
が
自
分
か
ら

取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。

松ま
つ

川か
わ

奉よ
し

央ひ
さ

岩
手
県
北
上
市
立
二
子
小
学
校

「
と
び
な
わ
キ
ン
グ
」
を
使
う
と
、

子
供
に
は
す
ぐ
に
良
さ
が
分
か
る
。

「
前
の
よ
り
も
回
し
や
す
い
」「
先

生
、
簡
単
に
跳
べ
る
よ
」
と
い
う
声

が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。

「
と
び
な
わ
キ
ン
グ
」
は
、
長
い
グ

リ
ッ
プ
で
遠
心
力
が
付
き
や
す
い
。

ノ
ン
ス
リ
ッ
プ
グ
リ
ッ
プ
な
の
で
、

握
力
の
弱
い
子
で
も
、
冬
場
で
も
、

し
っ
か
り
握
れ
る
。
二
重
跳
び
や
交

差
跳
び
が
や
り
や
す
い
。
昨
年
度
、

二
重
跳
び
が
全
く
跳
べ
な
か
っ
た
女

の
子
が
十
回
跳
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

な
わ
と
び
の
学
習
で
も
、
優
れ
た

用
具
を
使
う
こ
と
で
、
上
達
の
速
度

が
上
が
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
付
属
品
と
し
て
「
な
わ

と
び
級
表
」
が
付
い
て
い
る
。
跳
び

方
と
跳
ぶ
回
数
に
よ
っ
て
、
力
量
を

「
〇
級
」
や
「
〇
段
」
と
し
て
評
価
さ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
努
力
の
目

標
が
明
確
に
な
り
、
子
供
が
熱
中
す

る
。
取
り
組
み
方
が
シ
ス
テ
ム
化
さ

れ
る
の
で
、
授
業
自
体
が
安
定
し
た
。

　

優
れ
た
用
具
と
シ
ス
テ
ム
で
、
子

供
が
自
分
か
ら
意
欲
的
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
、
ど
の
子
も
上
達
し
て

い
っ
た
。

キャリア教育にも使える！
１時間で「薬剤師」について学ぼう
１冊で「薬」と「薬剤師」両方について学び、実験もできる無料テキスト。
コンテンツ：「くすり教育テキスト」 

小
こ

塚
づか

祐
ゆう

爾
じ

神奈川県大和市立草柳小学校

　テキストの後半は、次のような発問で、薬剤師について学ぶ構成になっている。
「薬局で働く薬剤師さんのお仕事にはどんなものがあるでしょうか」
「薬剤師として仕事するときに、大切にしていることは何だと思いますか」
「学校には、学校薬剤師さんがいます。どんなお仕事をしているのでしょうか」
　最後の発問によって、学校にも薬剤師が関係していることが分かり、より身
近な存在として感じることができる。中学校などでは、キャリア教育の一環と
してテキストで学び、その後、学校薬剤師に来てもらい、話を聞くのもよいだ
ろう。
　また、テキストの前半は、「薬」について学ぶページになっている。実験キッ
トも無料で付いてくる。授業参観にお勧めだという報告もたくさん届いている。

申込みは、右のQRコードから可能です。
QRコードからの申込みができない場合は、以下にお問い合わせください。
小塚祐爾（kozuka.yuji@toss2.com）

正進社の家
庭 科 楽 習
ノ ー ト の
シールを使
えば、差が
生まれない。
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デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

copy free

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷
康や

す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

外
国
語
主
任
日
記

学
校
研
究
の
進
め
方

子
供
た
ち
の
英
語
力
を
高
め
、

そ
の
力
を
測
定
し
よ
う
。

平ひ
ら

山や
ま

靖
や
す
し

千
葉
県
習
志
野
市
立
向
山
小
学
校

点
に
基
づ
い
て
テ
ス
ト
を
行
う
。

　

尋
ね
方
、
答
え
方
が
自
動
化
さ
れ

て
い
る
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、
そ

の
学
期
に
指
導
し
た
尋
ね
方
・
答
え

方
・
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
素
早
く
（
二

秒
程
度
以
内
）
出
て
く
る
か
を
テ
ス

ト
し
、
そ
の
分
析
を
行
う
。

Ａ
:
正
確
に
素
早
く
聞
い
た
り
、

答
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

Ｂ
:
文
法
的
な
間
違
い
が
あ
っ

た
り
、
単
語
だ
け
な
ど
に
な

り
つ
つ
も
、
素
早
く
答
え
た

り
、
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

Ｃ
:
素
早
く
聞
い
た
り
答
え
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
資
料
②
「
学
年
ご

と
の
表
現
」
に
従
っ
て
一
つ
ず
つ
聞

き
、
答
え
ら
れ
る
か
確
認
し
、
逆
に

質
問
を
さ
せ
、
応
対
で
き
る
か
を
見

る
。
勤
務
校
で
は
名
簿
に
結
果
を
転

記
し
て
も
ら
い
、
研
究
主
任
ま
で
提

出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
方
法
を
、
慣
れ
親
し
み

度
も
含
め
て
提
案
し
て
い
る
。
何
よ

り
、
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
資

料
①
に
は
、（
1
）～（
11
）
ま
で
の

や
り
方
を
記
載
し
て
い
る
。

２
英
語
力
の
測
定
方
法

　

測
定
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、

二
つ
の
も
の
を
提
案
し
て
い
る
。
一

つ
目
が
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
定
着
度
合

で
あ
る
。
二
つ
目
が
、
フ
リ
ー
ト
ー

ク
の
応
答
数
で
あ
る
。
こ
れ
も
実
際

に
校
内
で
研
修
し
、
そ
れ
を
基
に
検

証
し
て
も
ら
い
、
報
告
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　

今
回
は
、
一
つ
目
の
定
着
度
合
を

測
定
す
る
た
め
の
方
法
を
紹
介
す
る
。

　

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
自
動
化
 ※
に
つ

い
て
測
定
す
る
に
は
、
ま
ず
自
動
化

さ
せ
た
い
も
の
を
校
内
で
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
勤
務
校
で
は
、
学

習
指
導
要
領
、
文
部
科
学
省
教
材
、

教
科
書
を
参
考
に
作
成
し
て
い
る

（
詳
し
く
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
資
料
を

参
照
）。
そ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
観

研
修
で
は
、
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
慣
れ

親
し
ま
せ
る
た
め
の
活
動
を
紹
介
し

て
い
る
。

　

全
部
で
十
一
種
類
あ
る
。

（
１
）
バ
ク
ダ
ン
ゲ
ー
ム

（
２
）
〇
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト

（
３
）
〇
分
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム

（
４
）
タ
ワ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
５
）
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

（
６
）
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

（
７
）
ク
ロ
リ
ス
ク
ロ
ス
ゲ
ー
ム

（
８
）
カ
ル
タ
を
使
う
活
動

（
９
）
タ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
10
）
キ
ャ
ッ
チ
ゲ
ー
ム

（
11
）
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
ゲ
ー
ム

　

研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
、
子
供

た
ち
の
技
能
の
定
着
度
を
測
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
数
値
化
で
き
る
か

ら
研
究
の
基
礎
デ
ー
タ
に
な
る
。

１
子
供
た
ち
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

を
定
着
さ
せ
る
方
法
を
研
修

　

勤
務
校
で
は
、
学
年
ご
と
に
、
慣

れ
親
し
ま
せ
る
た
め
の
手
立
て
を
決

め
て
も
ら
い
、
朝
の
帯
時
間
や
、
授

業
の
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
に
、
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
各
学
年
に
任
せ
っ
ぱ
な
し
で

は
い
け
な
い
。
子
供
た
ち
の
技
能
を

高
め
る
た
め
の
指
導
方
法
を
、
四
月

か
ら
全
校
で
共
有
し
て
い
る
。
校
内

学
級
通
信
に
児
童
の
作
文
を
掲
載
す
る
際
の

承
諾
の
も
ら
い
方

イラスト：木村 雄介

　
学
級
通
信
に
児
童
の
作
文
を
掲

載
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
作
文
の

内
容
は
、
児
童
の
個
人
情
報
に
当

た
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
、
保
護

者
に
許
可
を
取
っ
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

保
護
者
に
は
、
ど
の
よ
う
に
許
可

を
求
め
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

文
を
学
級
通
信
に
無
断
で
掲
載
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
作
文
の
場
合
、
児
童
の
行
動

や
家
族
の
こ
と
な
ど
、
個
人
情
報
が
含

ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。

　

た
と
え
無
記
名
で
あ
っ
て
も
、
個
人

の
名
前
が
特
定
で
き
る
よ
う
な
内
容
で

あ
る
の
な
ら
、
あ
ら
か
じ
め
保
護
者
の

許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

本
来
、
学
級
通
信
に
児
童
の
作
文
を

掲
載
す
る
場
合
、
掲
載
ご
と
に
作
文
を

縮
小
コ
ピ
ー
し
、
そ
の
横
に
、「
学
級

通
信
へ
の
掲
載
を
承
諾
し
ま
す
。〇
〇
」

（
〇
〇
は
、氏
名
）
と
署
名
し
て
も
ら
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
実
問
題
と
し
て
、
毎
回
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。
で
す
か
ら
、
学
期
初
め
の
学
級
通

信
な
ど
に
、「
今
後
、
写
真
や
作
文
を

学
級
通
信
に
掲
載
し
ま
す
」
と
い
う
旨

を
お
知
ら
せ
し
、
掲
載
の
承
諾
を
も

ら
っ
た
形
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
も
、
承
諾
の
お

願
い
の
文
章
は
、
短
い
方
が
よ
い
で
す
。

文
章
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
保
護
者

か
ら
の
警
戒
心
が
増
え
て
、
か
え
っ
て

誤
解
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

児
童
が
、
休
み
時
間
に
教
室
で

暴
れ
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
（
担
任
の
私
物
）
の

画
面
が
破
損
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

児
童
の
保
護
者
か
ら
は
、「
半
額

の
弁
償
は
す
る
が
、
残
り
は
、
学

校
で
補
填
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
校
長
は
、「
私
物
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
来
る
こ
と
は

許
可
し
て
い
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

児
童
の
書
い
た
作
文
は
、
児
童
が
著

作
権
を
も
つ
著
作
物
と
な
り
ま
す
。

　

著
作
物
と
は
、
自
分
の
考
え
や
気
持

ち
を
他
人
の
ま
ね
で
は
な
く
、
言
葉
や

文
字
、
形
や
色
、
音
楽
と
い
う
形
で
表

現
し
た
も
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
児
童
が
著
作
権
を
も
つ
作

※
身
に
付
け
た
知
識
を
練
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

徐
々
に
自
動
的
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
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クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

子供も教師も 
元気になる 

学級経営のコツ

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

モ
を
作
成
す
る
場
合
は
、
メ
ニ
ュ
ー

の
「
音
声
」、ま
た
は
ボ
イ
ス
レ
コ
ー

ダ
ー
ア
イ
コ
ン
を
タ
ッ
プ
し
て
録
音

す
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
版

「Evernote

」

を
起
動
す
る
と
、

撮
影
し
た
写
真

や
ボ
イ
ス
メ
ッ

セ
ー
ジ
付
き
の

ノ
ー
ト
が
同
期

さ
れ
て
い
る
。

４	

「Evernote

」の
便
利
な
機
能

「Evernote

」
に
は
、
こ
の
ほ
か
に

も
便
利
な
機
能
が
あ
る
。

①
忘
れ
ず
に
、
常
に
目
に
留
め
て
お

き
た
い
ノ
ー
ト
を
表
示
し
て
お
く

機
能
。

②
大
事
な
会
議
や
締
め
切
り
を
知
ら

せ
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
機
能
。

③
個
人
情
報
を
暗
号
化
す
る
機
能
。

④
目
的
の
ノ
ー
ト
を
探
し
や
す
い

様
々
な
検
索
機
能
。

⑤
会
議
を
録
音
す
る
機
能
。

な
ど
、
仕
事
の
時
短
に
つ
な
が
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
利
用
す
る

場
合
、「iPhone

」
で
あ
れ
ば
「A

PP 
Store

」
か
ら
「A

ndroid

」
で
あ
れ

ば
「Google Play 

ス
ト
ア
」
か
ら
、

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

３	

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
、

	

録
音
し
て
パ
ソ
コ
ン
へ
送
る

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版「Evernote

」

に
は
、
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
や

ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
音
し
た
音

声
を
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存
で
き
る
機
能

が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

「Evernote

」
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
す

る
場
合
、「Evernote

」
ア
プ
リ
を

立
ち
上
げ
て
、
緑
の
＋
を
タ
ッ
プ
、

も
う
一
度
＋
を
タ
ッ
プ
し
て
か
ら
、

カ
メ
ラ
を
タ
ッ
プ
し
て
撮
影
す
る
。

「
保
存
」
を
タ
ッ
プ
し
て
か
ら
ノ
ー

ト
を
開
く
と
、
自
動
的
に
撮
影
し
た

写
真
が
添
付
さ
れ
た
ノ
ー
ト
が
作
成

さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
付
け
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、「
題
名
」
を
タ
ッ

プ
し
て
タ
イ
ト
ル
を
入
力
す
る
。
ボ

イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
を
使
っ
て
音
声
メ

　

仕
事
を
し
て
い
る
と
き
に
、「
ど

こ
に
メ
モ
を
し
た
か
な
」「
あ
の
書

類
を
ど
こ
に
し
ま
っ
た
か
な
」
と
探

す
こ
と
が
あ
る
。「Evernote

」 ※
で
、

全
て
の
情
報
を
、
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存

す
る
こ
と
で
、
情
報
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
探
す
時
間
が
少

な
く
な
る
。
情
報
が
散
ら
ば
る
こ
と

を
防
ぎ
、
情
報
を
蓄
積
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

１	

メ
モ
、
写
真
、
音
声
、
ウ
ェ
ブ
、

	

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
で

	

一
元
管
理
で
き
る

「Evernote

」
は
、
無
料
で
使
え
る

ソ
フ
ト
で
あ
る
。
学
年
会
の
メ
モ
か

ら
、
職
員
会
議
の
資
料
、
写
真
や
音

声
フ
ァ
イ
ル
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
保

存
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
「
ノ
ー

ト
」
と
し
て
登
録
し
、
ク
ラ
ウ
ド
に

保
存
で
き
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
も
利
用
で
き
る
た

め
、
自
宅
で
収
集
し
た
情
報
を
職
場

や
外
出
先
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２	

パ
ソ
コ
ン
と
ス
マ
ー
ト

	

フ
ォ
ン
を
同
期
す
る

「Evernote

」
は
「W

indow
s

」
を

は
じ
め
、「M

ac

」 「iPhone

」

「A
ndroid

」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
端

末
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「Evernote」で
バラバラに管理
されていた情報
を一元管理する
あらゆる身の回りの情報
や行動をクラウドに記録
することで、全ての情報
を蓄積して使えるように
なる。

神奈川県川崎市立宮崎台小学校

原
はら

地
ち

 信
のぶ

久
ひさ

　

例
え
ば
、
ミ
シ
ン
。
グ
ー
グ
ル
で

「
ミ
シ
ン　

イ
ラ
ス
ト
」
で
検
索
し
、

十
枚
く
ら
い
印
刷
す
る
。

　

イ
ラ
ス
ト
が
よ
い
。
写
真
や
実
物

に
比
べ
て
、
線
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
。
そ
し
て
、「
自
分
が
一
番
好
き

な
の
を
描
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と

指
示
す
る
。
授
業
の
た
び
に
、
名
簿

用
紙
を
私
の
机
に
置
い
て
お
く
。
授

業
の
終
わ
り
に
、
次
の
時
間
に
印
刷

が
必
要
な
も
の
を
名
簿
用
紙
に
書
い

て
お
く
。
あ
と
は
、

①
静
か
に
描
か
せ
る
。

「
口
で
は
な
く
手
で
描
き
な
さ
い
」

は
向
山
洋
一
氏
の
追
試
だ
。

②
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
描
か
せ
る
。

　

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
も
必
要
だ
。

水
筒
を
机
の
そ
ば
に
置
か
せ
る
。
お

茶
を
飲
む
と
き
に
マ
ス
ク
も
外
せ
る
。

③
図
工
は
一
時
間
だ
け
と
す
る
。

　

二
時
間
続
き
だ
と
、
集
中
力
が
落

ち
て
く
る
。
一
日
一
時
間
と
し
て
い

る
。
特
に
下
描
き
の
と
き
は
、
一
時

間
と
す
る
。
色
塗
り
の
と
き
は
、
い

つ
も
よ
り
五
分
以
上
休
憩
を
増
や
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
様
々
な

学
校
行
事
が
中
止
と
な
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
絵
で
描
か
せ
た
。

「
今
ま
で
の
小
学
校
生
活
の
思
い
出

を
絵
に
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
な
く

な
っ
た
行
事
で
も
い
い
よ
。
自
分
が

こ
う
し
た
か
っ
た
な
ぁ
と
い
う
絵
で

も
い
い
よ
」

　

ど
の
子
も
す
て
き
な
作
品
に
な
っ

た
。
翌
日
の
日
課
に
「
図
工
」
が
あ

る
と
、「
明
日
は
図
工
が
あ
る
ん

だ
ぁ
、
や
っ
た
～
～
！
」
と
子
供
た

ち
が
言
う
。

　

描
か
せ
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
。

　

一
つ
目
が
、「
酒
井
式
描
画
教
材 

わ
く
わ
く
絵
の
れ
ん
習
ち
ょ
う
」（
正

進
社
）。
こ
の
「
れ
ん
習
ち
ょ
う
」

は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
。
顔
、
手
、

体
の
描
き
方
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
毎
年
必
ず
実
践
し
て

い
る
。
絵
が
苦
手
な
子
供
に
は
、
こ

の
「
れ
ん
習
ち
ょ
う
」
を
見
せ
な
が

ら
、
画
用
紙
に
描
か
せ
て
い
る
。

　

二
つ
目
が
、
一
時
に
一
事
と
確
認
。

「
中
心
人
物
の
顔
が
描
け
た
ら
も
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」「
手
」「
体
」「
腕
」

「
足
」「
足
全
体
」
と
、
一
つ
一
つ
描

か
せ
、
持
っ
て
来
さ
せ
る
。
二
人
目

の
人
物
か
ら
は
、
ほ
ぼ
手
放
し
で
描

か
せ
る
。

　

三
つ
目
が
、
背
景
や
小
物
。
背
景

や
小
物
を
描
か
せ
る
の
は
難
し
い
。

新型コロナウイ 
ルスでなくなった
行事を絵で描かせ
よう！
絵なら自由に描ける！　
絵の授業の特権。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

※ https://evernote.com
/intl/jp/

 

ク
ラ
ウ
ド
上
に
デ
ー
タ
を
蓄
積
で
き
る
メ
モ
ア
プ
リ
。
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TOSS授業技量検定
に挑戦！

授業技量向上の法則授業技量向上の法則 働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

１
授
業
に
つ
い
て
語
る
土
台

「
Ａ
が
ま
た
話
を
聞
い
て
い
な
か
っ
た
」

「
Ｂ
は
寝
て
ば
か
り
い
る
」

　

職
員
室
で
交
わ
さ
れ
る
、
授
業
に
関
す
る
会

話
で
あ
る
。
授
業
が
う
ま
く
い
か
な
い
理
由
が
、

生
徒
の
せ
い
に
さ
れ
る
。「
授
業
改
善
」
と
い
う

言
葉
の
み
が
独
り
歩
き
し
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。

　

教
科
の
専
門
性
が
壁
に
な
る
。

　

専
門
性
が
高
い
高
校
ゆ
え
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

独
立
し
て
い
て
、
授
業
の
技
量
に
ま
で
話
が
及

ば
な
い
。
教
科
の
専
門
性
以
前
に
必
要
な
「
教

師
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
」
を
校
内
に
広
め
た

い
。
そ
の
思
い
で
研
修
を
企
画
し
た
。

２
教
科
を
問
わ
な
い
授
業
の
腕

「
本
物
の
プ
ロ
教
師
を
初
め
て
見
た
」

　

研
修
を
受
け
た
あ
る
教
員
の
感
想
で
あ
る
。

　

授
業
技
量
検
定
十
段
、
椿
原
正
和
氏
を
講
師

に
招
き
、
昨
年
度
は
講
演
会
、
今
年
度
は
講
演

会
と
生
徒
相
手
の
授
業
を
実
施
し
た
。

　

子
供
の
事
実
が
伴
う
授
業
に
、
エ
ビ
デ
ン
ス

と
最
先
端
の
情
報
に
裏
付
け
さ
れ
た
講
演
。
多

く
の
教
員
に
衝
撃
を
与
え
た
。

・
も
っ
と
授
業
の
研
修
を
受
け
た
い
。

・
自
分
の
不
勉
強
さ
を
痛
感
し
た
。
授
業

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
直
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
感
想
が
続
く
。

　

研
修
後
、
職
員
室
で
授
業
づ
く
り
に
関
す
る

話
題
が
飛
び
出
し
た
。
授
業
改
善
に
つ
い
て
語

り
合
う
土
台
が
、
少
し
ず
つ
芽
生
え
て
き
た
。

今
ま
で
に
な
い
新
し
い
風
が
職
員
室
に
吹
き
始

め
た
。

３
校
内
サ
ー
ク
ル
結
成

「
授
業
を
良
く
し
た
い
」

　

声
を
あ
げ
た
有
志
を
集
め
、
校
内
サ
ー
ク
ル

を
結
成
し
た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
、
校
内
の

先
生
に
お
願
い
し
、
模
擬
授
業
や
講
座
を
行
っ

て
い
る
。

　

校
内
に
教
員
同
士
が
学
ぶ
た
め
の
場
を

作
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
び
、
人
脈
を
増
や
し
、
行
動

に
移
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
学
び
を
足
元

に
還
元
す
る
。

　

高
校
に
新
し
い
風
を
起
こ
す
た
め
に
、
行
動

を
続
け
る
。

阿あ

部べ

秀し
ゅ
う

也や

宮
城
県
志
津
川
高
等
学
校

研
修
文
化
を
根
付
か
せ
る

研
修
を
企
画
し
、
職
員
全
体
に
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
。

椿
原
正
和
氏
を
招
い
た
読
解
力
講
座
を
二
年
連
続
で
開
催
し
て
き
た
。

授
業
研
修
を
求
め
る
声
が
増
え
、
校
内
サ
ー
ク
ル
が
結
成
さ
れ
た
。

「自分本位」な
考えからの脱却
授業技量検定は、自分本
位な考えを捨て、教師と
して成長させてくれる大
切な場である。

島根県大田市立長久小学校

飯
いい

塚
つか

幸
さち

子
こ

き
る
限
り
家
族
に
授
業
を
見
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
る
。
す
る
と
、「
何

で
い
き
な
り
そ
う
な
る
の
」「
何
て

答
え
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と

遠
慮
な
し
の
率
直
な
意
見
が
返
っ
て

く
る
。
自
分
で
は
「
こ
れ
で
大
丈

夫
！
」
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
思

い
込
み
で
あ
っ
た
と
痛
感
さ
せ
ら
れ

る
。
そ
こ
を
再
度
考
え
る
こ
と
で
、

「
誰
が
見
て
も
分
か
り
や
す
い
授
業
」

に
近
づ
い
て
い
く
。

３
今
後
の
検
定　

　

初
め
て
知
的
学
級
の
担
任
に
な
っ

た
。
日
々
、
子
供
の
実
態
に
合
っ
た

指
導
法
を
実
践
し
、
修
正
し
て
い
る
。

「
特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
供
」
に

優
し
い
指
導
法
は
、
ど
の
子
に
も
優

し
い
。
特
別
支
援
教
育
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
授
業
を
考
え
、
受
検
し
た

い
。
ま
た
、
自
分
の
た
め
だ
け
に
受

検
す
る
の
で
は
な
く
、「
次
に
続
く
後

輩
を
育
て
る
」
と
い
う
意
識
を
も
つ
。

「
自
分
、
自
分
」
に
な
り
が
ち
な
意

識
を
変
え
、
検
定
に
挑
戦
し
続
け
る
。

へ
と
変
え
て
い
っ
た
。
授
業
作
り
が
、

「
次
は
何
を
読
も
う
」「
あ
の
職
人
に

聞
い
て
み
よ
う
」
と
い
う
よ
う
に
楽

し
い
も
の
に
変
わ
っ
た
。
何
よ
り
、

興
味
を
も
っ
て
楽
し
く
、
前
向
き
に

授
業
を
受
け
る
子
供
た
ち
の
姿
か
ら
、

次
の
授
業
作
り
に
つ
い
て
意
欲
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
「
伝
わ
る
」
と
い
う
思
い
込
み

　

授
業
技
量
検
定
の
準
備
が
一
通
り

整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
サ
ー
ク
ル
の
メ

ン
バ
ー
に
検
討
し
て
も
ら
う
、
自
分

で
修
正
す
る
と
い
う
こ
と
を
当
然
行

う
。

　

あ
る
大
き
な
セ
ミ
ナ
ー
の
懇
親
会

で
、
松
崎
力
氏
か
ら
、
授
業
が
完
成

す
る
ま
で
の
一
端
を
聞
い
て
驚
い
た

こ
と
が
あ
る
。
何
と
、
そ
の
と
き
の

松
崎
氏
は
、
自
身
が
行
う
授
業
を
家

族
に
見
て
も
ら
っ
た
と
い
う
の
だ
。

自
分
で
は
「
伝
わ
る
」
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
、
強
引
な
展
開
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る

の
だ
と
い
う
。
私
も
そ
れ
以
来
、
で

１
子
供
の
実
態
に
合
っ
て
い
る
か

　

初
め
て
の
授
業
技
量
検
定
。
授
業

テ
ー
マ
は
「
音
楽
の
歌
唱
指
導
」

だ
っ
た
。
二
十
五
級
と
認
定
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
自
分
が
興
味
を
も
っ
た
こ

と
を
授
業
テ
ー
マ
と
し
、
教
科
を
変

え
て
検
定
を
受
け
続
け
た
。
あ
る
と

き
、
私
の
授
業
を
見
た
サ
ー
ク
ル
の

代
表
が
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

子
供
の
姿
が
見
え
な
い
。
教
室

で
の
子
供
の
実
態
か
ら
か
け
離
れ

た
授
業
を
し
て
も
意
味
が
な
い
。

　

私
は
検
定
を
何
度
も
受
け
る
う
ち

に
、検
定
の
授
業
は
、「
特
別
な
授
業
」

を
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
勘
違

い
し
て
い
た
。
地
域
性
や
発
達
段
階

な
ど
に
よ
る
難
し
さ
が
あ
っ
て
も
、

自
分
が
興
味
を
も
っ
た
テ
ー
マ
の
授

業
を
作
っ
て
い
た
。
サ
ー
ク
ル
代
表

に
、
そ
こ
を
見
抜
か
れ
た
の
だ
。
正

直
に
言
う
と
、
そ
の
頃
の
私
は
、
検

定
の
授
業
作
り
に
つ
い
て
、「
つ
ら

い
な
」
と
思
う
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。

そ
の
つ
ら
さ
は
、
私
が
や
っ
て
み
よ

う
と
し
て
い
る
テ
ー
マ
と
目
の
前
に

い
る
子
供
の
実
態
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の

大
き
さ
か
ら
生
じ
た
も
の
だ
っ
た
と
、

今
な
ら
分
か
る
。

　

こ
こ
か
ら
、「
目
の
前
に
い
る
子

供
」
を
常
に
頭
に
置
い
た
授
業
作
り
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③
教
師
は
そ
の
場
で
何
ら
か
の

対
応
を
す
る
。

　

子
供
た
ち
の
予
想
外
の
反
応
に
対

し
て
、
教
師
は
何
ら
か
の
対
応
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
対
応
の
仕
方
に
は
数
十
種
類

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
解
説
し
て
き
た
と
お
り

で
あ
る
。
子
供
の
予
想
外
の
反
応
に

対
し
て
、
全
て
言
葉
で
返
す
だ
け
が

対
応
で
は
な
い
。

ⅰ
.
目
線
を
送
る
。

ⅱ
.
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
だ
け
で
対

応
す
る
。

ⅲ
.
表
情
を
変
化
さ
せ
て
み
せ
る
。

ⅳ
.
子
供
の
言
葉
を
繰
り
返
す
。

ⅴ
.
短
い
言
葉
で
対
応
す
る
。

　

こ
う
し
た
数
十
種
類
の
対
応
が
、

そ
の
場
で
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
高
い
。

２
授
業
中
の
「
対
応
・
応
答
」

　

次
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

①
教
師
の
意
図
的
・
計
画
的
な

発
問
・
指
示
が
起
点
と
な
る
。

　

授
業
な
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。

　

教
師
が
意
図
的
・
計
画
的
に
発
問
・

指
示
を
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
子
供

た
ち
が
何
ら
か
の
反
応
を
す
る
。
そ

こ
か
ら
授
業
の
中
で
の
「
対
応
・
応

答
」
が
開
始
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
授
業
で
の
第
一
発

問
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

②
子
供
か
ら
、
教
師
に
と
っ
て

予
想
外
の
反
応
が
あ
る
。

　

意
図
的
・
計
画
的
な
発
問
・
指
示

で
あ
る
か
ら
、
教
師
は
通
常
、
子
供

た
ち
の
反
応
を
予
想
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
必
ず
予
想
外
の
反
応
が

出
る
。
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
。

「
授
業
で
の
対
応
・
応
答
」
に
つ
い

て
、
随
分
長
い
間
、
書
い
て
き
た
。

実
は
ま
だ
ま
だ
書
き
た
い
こ
と
が

あ
っ
て
キ
リ
が
な
い
。

　

他
項
目
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
し
、

そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
よ
う
と
思
う
。

　

今
回
は
「
ま
と
め
１
」
で
あ
る
。

１
「
心
を
育
て
る
」
技
術
と
は

　

よ
く
、「
子
供
た
ち
の
心
を
育
て

る
方
法
」
と
い
っ
た
議
論
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
も
の
は
な
い
。

心
を
育
て
る
の
に
技
術
的
な
「H

ow
 

to

」
は
な
い
。

　

子
供
た
ち
の
心
が
豊
か
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
実
践
を
す
る
け
れ

ど
も
、
育
っ
た
か
ど
う
か
は
証
明
で

き
な
い
。

　

け
れ
ど
も
、教
師
の
「
対
応・応
答
」

は
か
な
り
影
響
し
そ
う
な
気
も
す
る
。

　

教
室
で
は
、
子
供
た
ち
と
対
応
す

る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

大
き
く
は
次
の
三
つ
。

一　

授
業

二　

休
み
時
間

三　

そ
の
他

　

こ
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
の
は
授

業
の
中
で
の
「
対
応
・
応
答
」
で
あ

る
。
こ
れ
が
量
的
に
最
も
多
い
。

　

子
供
を
変
化
さ
せ
る
可
能
性
も
最

授業のベーシック
スキル６

「授業での対応・
応答」�
授業の中でこそ、教師は子供
たちに数多く対応し、応答す
る。授業の中でこそ、子供た
ちの学力を向上させ、心を育
てる。だからこそ、授業での「対
応・応答」が重要なのだ。

伴
一
孝
の
教
師
道

　

あ
る
教
師
の
話
だ
。
不
登
校
児
童
の
保
護
者

に
困
り
果
て
て
い
る
学
級
担
任
。
そ
の
男
の
子

は
両
親
が
仕
事
で
家
を
出
る
の
で
、
独
り
で
過

ご
し
て
い
る
。
担
任
は
管
理
職
に
「
保
護
者
と

連
絡
を
取
る
」
よ
う
指
示
さ
れ
た
。
普
通
で
あ

る
。
母
親
に
「
無
理
に
で
も
学
校
に
出
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。
こ
の
段
階
で
ア
ウ
ト
！　

結
果
は
ひ
ど
い
こ
と
に
な
る
。
お
分
か
り
だ
ろ

う
か
？　

管
理
職
は
「
連
絡
を
取
る
」
と
だ
け

指
示
し
て
い
る
。「
登
校
さ
せ
ろ
」
と
は
言
っ

て
い
な
い
。
担
任
の
独
断
だ
。
責
任
を
取
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。　

　

担
任
は
「
良
か
れ
」
と
思
っ
て
や
っ
た
こ
と

だ
が
、
事
態
は
悪
い
方
へ
と
進
行
す
る
。
母
親

は
「
家
庭
の
こ
と
に
口
出
し
し
な
い
で
く
れ
」

と
言
っ
た
。
そ
れ
で
も
登
校
さ
せ
ろ
と
言
う
な

ら
ば
「
担
任
も
協
力
し
ろ
」
と
な
っ
た
。
当
然

だ
。
毎
日
、
母
親
が
子
供
を
車
で
連
れ
て
来
る
。

降
り
よ
う
と
し
な
い
子
供
を
担
任
が
迎
え
に
行

く
。
授
業
中
で
あ
っ
て
も
関
係
な
い
。「
迎
え

に
来
い
」
と
な
る
。
担
任
は
連
日
学
級
・
授
業

を
空
け
て
そ
の
子
を
「
車
か
ら
降
ろ
す
」
仕
事

を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
管
理
職
ほ
か
に
助
け

を
求
め
る
が
、
み
ん
な
仕
事
が
あ
る
。「
自
分

で
や
れ
」
と
な
る
。
母
親
は
担
任
に
、
自
分
と

の
「
交
換
日
記
」
を
要
求
し
て
来
た
。
家
庭
で

の
様
子
を
伝
え
た
い
。
学
校
で
の
様
子
を
知
り

た
い
。
無
理
に
登
校
を
強
要
し
た
の
だ
か
ら
断

れ
な
い
。
こ
う
し
て
訳
の
分
か
ら
な
い
仕
事
が

増
え
た
。
勤
務
時
間
が
終
わ
っ
て
も
、
こ
の
母

親
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
子
た
ち
は

そ
っ
ち
の
け
だ
。

　

一
体
こ
れ
は
誰
が
悪
い
の
だ
ろ
う
か
。
子
供

か
？　

母
親
か
？　

違
う
。
ど
ち
ら
も
悪
く
な

い
。
こ
の
迷
惑
極
ま
り
な
い
事
態
を
引
き
寄
せ

た
の
は
、
学
級
担
任
た
だ
一
人
で
あ
る
。
し
か

し
本
人
は
「
困
っ
た
保
護
者
だ
」
と
思
っ
て
い

る
。
頭
が
お
か
し
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　

子
供
が
独
り
、
家
で
過
ご
し
て
い
る
。
家
庭

は
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
誰
も
困
っ
て
い
な
い
。

「
義
務
教
育
」
は
「
設
置
義
務
」「
在
籍
義
務
」

で
あ
っ
て
「
登
校
義
務
」
で
は
な
い
。
だ
か
ら

管
理
職
は
「
連
絡
」
だ
け
を
指
示
し
た
の
だ
。

担
任
は
「
不
登
校
」
を
問
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。そ
こ
が
そ
も
そ
も
の
間
違
い
だ
。「
不
登
校
」

は
今
や
何
で
も
な
い
当
た
り
前
の
症
状
だ
。
一

世
紀
以
上
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る
学
校
に
、

令
和
の
子
供
た
ち
が
な
じ
め
な
い
。
よ
く
分
か

る
。
教
師
は
子
供
が
学
校
に
来
る
こ
と
を
「
良

い
こ
と
」
だ
と
信
じ
込
ん
で
い
る
。
本
当
か
？

　

室
温
・
給
食
・
集
団
行
動
・
規
律
・
い
じ
め
・

意
味
不
明
の
校
則
・
退
屈
な
授
業
等
々
。
子
供

に
と
っ
て
は
家
の
方
が
よ
い
場
合
だ
っ
て
あ
る
。

違
う
か
？

”優
等
生
勉
学
優
秀
教
師
“
は
害
悪
を
招
き
寄
せ
る

学
校
が
好
き
で
セ
ン
セ
イ
が
好
き
で
教
師
に
な
っ
た
。
親
族
が
教
師
な
の
で
教
師
に
な
っ
た
。
よ
く

あ
る
パ
タ
ー
ン
だ
。
良
い
教
師
も
多
い
。
し
か
し
、
と
ん
で
も
な
い
勘
違
い
教
師
も
ま
た
多
い
。
自

分
の
価
値
観
・
学
校
モ
ラ
ル
だ
け
で
生
き
て
い
る
。
世
間
の
感
覚
と
は
乖か

い

離り

し
て
い
く
ば
か
り
で
あ
る
。

伴ば
ん

一か
ず

孝た
か

Ｔ
︲
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と

私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
＆
A

」

＆＆

Q
実践日誌

長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

全
力
を
出
し
切
れ
ば
こ
そ
得
る
も
の
が
あ
る

勝
ち
負
け
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
な
学
校
行
事
で
も
、
本
当
に
重
要
な
の
は
目
的

と
目
標
を
達
成
し
得
た
か
否
か
、
で
あ
る
。
目
的
な
き
目
標
は
往
々
に
し
て
勝

利
至
上
主
義
に
堕
し
、
祭
り
の
後
に
は
何
も
残
ら
な
い
も
の
だ
。

１
伝
統
を
生
み
出
す
た
め
に
跳
ぶ

　

あ
る
年
の
九
月
、体
育
祭
直
前
。
学
級
担
任
・

学
年
主
任
の
み
な
ら
ず
、
生
徒
指
導
主
事
と
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
兼
務
し
て

い
た
私
は
、
生
徒
指
導
と
不
登
校
対
応
に
奔
走

し
て
い
た
。
体
育
祭
本
番
を
三
日
後
に
控
え
、

よ
う
や
く
自
分
の
学
級
の
練
習
に
つ
く
こ
と
が

で
き
た
。
私
が
不
在
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
ら
は

学
級
会
で
議
決
し
た
「
誇
る
べ
き
伝
統
を
生
み

出
す
」
と
い
う
目
的
、「
全
員
参
加
で
完
全
優

勝
」
と
い
う
目
標
の
下
、
練
習
に
励
ん
で
い
た
。

　

こ
の
日
、
花
形
種
目
の
「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン

プ
」（
学
級
対
抗
長
な
わ
跳
び
）は
練
習
五
日
目

だ
っ
た
。
三
回
挑
ん
で
百
七
、百
十
三
、九
十
七

回
。
中
三
の
夏
休
み
明
け
で
あ
る
。
中
に
は
肉

離
れ
、
膝
故
障
の
痛
み
に
堪
え
て
取
り
組
む
生

徒
も
い
た
。
支
援
を
要
す
る
生
徒
も
複
数
い
た
。

毎
朝
家
庭
訪
問
を
要
す
る
生
徒
も
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、前
日
の
予
行
を
迎
え
た
。
全
校
生

徒
が
見
詰
め
る
緊
張
場
面
で
、
全
員
そ
ろ
っ
て

百
二
十
回
を
跳
ん
だ
。
会
場
一
杯
に
拍
手
が
沸

い
た
。
人
間
は
想
像
し
得
る
こ
と
の
み
実
現
し

得
る
。
後
輩
を
伸
ば
そ
う
と
思
う
な
ら
、
長
な

わ
跳
び
も
合
唱
も
演
劇
も
、先
輩
が
事
実
で
示

す
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。
そ
れ
が
憧
れ
に
な
り
、

そ
の
積
み
重
ね
が
伝
統
に
な
る
。
伝
統
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
彼
ら
の
努
力
に
心
を
打
た
れ
た
。

２
出
し
切
り
、
出
し
切
ら
せ
る

　

翌
日
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
体
育
祭
が
終
了
し
た
。
学
年
内
で
優
勝
、

縦
割
り
色
別
も
優
勝
、
総
合
で
も
優
勝
、
完
全

優
勝
を
果
た
し
た
。
勝
っ
た
こ
と
以
上
に
、
設

定
し
た
目
的
と
目
標
を
自
ら
の
努
力
で
達
成
し

た
こ
と
が
尊
い
。
努
力
が
報
わ
れ
た
経
験
は
、

そ
の
後
長
き
に
わ
た
り
本
人
を
支
え
る
。

　

長
な
わ
跳
び
は
歴
代
最
高
記
録
の
百
三
十
一

回
で
あ
っ
た
。
百
回
を
超
え
る
と
会
場
全
体
が

静
ま
り
返
っ
た
。
百
三
十
二
回
で
引
っ
掛
か
っ

た
瞬
間
、
倒
れ
込
ん
だ
男
子
二
名
。
一
人
は
感

情
が
爆
発
、
む
せ
び
泣
い
た
。
膝
を
故
障
し
、

痛
み
止
め
を
打
っ
て
出
場
し
た
も
う
一
人
に
も
、

周
り
が
次
々
と
走
り
寄
る
。
私
も
空
に
向
か
っ

て
ほ
え
た
。
同
学
年
、
後
輩
、
観
客
か
ら
の
拍

手
が
鳴
り
止
ま
な
い
。
生
徒
の
保
護
者
の
み
な

ら
ず
、
卒
業
生
や
そ
の
保
護
者
ま
で
、
一
人
ま

た
一
人
と
私
の
も
と
を
訪
れ
る
。

　

卒
業
ア
ル
バ
ム
用
写
真
を
撮
り
に
来
た
プ
ロ

カ
メ
ラ
マ
ン
が
言
っ
た
。「
何
十
と
い
う
学
校

に
撮
り
に
行
っ
た
が
、
こ
ん
な
に
も
感
動
す
る

体
育
祭
は
な
か
っ
た
」
ま
た
一
つ
人
間
の
可
能

性
を
見
た
。
子
供
も
大
人
も
、
出
し
切
る
か
ら

こ
そ
得
る
も
の
が
あ
る
の
だ
。

奥お
く

田だ

嚴よ
し

文ふ
み

山
口
県
周
南
市
立

鹿
野
小
学
校

A

新
学
習
指
導
要
領
の
評
価
の
仕
方

通
知
表
の
評
価
項
目
を
自
分
で
作
っ
て
み
る
こ
と
で
、

指
導
す
べ
き
こ
と
、
評
価
す
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な
る
。

と
と
も
に
、
調
査
活
動
、
地
図
帳
や
各
種

の
具
体
的
資
料
を
通
し
て
、
必
要
な
情
報

を
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ

う
に
す
る
。

　

こ
れ
を
①
②
③
の
手
順
で
変
換
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

　

鹿
野
や
周
南
市
の
地
理
、
安
全
を
守
る

た
め
の
活
動
や
産
業
、
地
域
の
様
子
の
移

り
変
わ
り
に
つ
い
て
、
地
図
や
資
料
を
通

し
て
、
必
要
な
情
報
を
調
べ
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
で
授
業
中
に
評
価
す
る
場
面
が
具
体
化

さ
れ
た
。
テ
ス
ト
以
外
で
は
、
発
表
、
ノ
ー
ト
、

新
聞
な
ど
が
評
価
の
対
象
と
な
る
。

　

地
図
や
資
料
、
探
検
な
ど
で
、
新
し
い
情
報

を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
児
童
は
評
価
が
高

く
な
る
。
ま
た
、
調
査
し
た
内
容
を
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
た
場
合
も
評
価
が
高
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
作
業
を
全
て
の
観
点
、
全
て
の

教
科
で
行
っ
て
お
く
こ
と
で
、
私
た
ち
の
指
導

は
よ
り
明
確
に
な
る
。

通
知
表
の
評
価
項
目
を
自
分
で
作
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

通
知
表
の
保
護
者
に
示
す
評
価
項
目
を
自
分

で
作
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
場
合
は
、

市
や
学
校
で
出
来
上
が
っ
た
項
目
を
使
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
の
評
価
項
目
は

ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
る
の
か
。
簡
単
で
あ
る
。

①
指
導
要
領
の
目
標
を
確
認
す
る

②
保
護
者
に
伝
わ
る
言
葉
に
翻
訳
す
る

③
長
す
ぎ
る
文
は
要
約
す
る

　

例
え
ば
三
年
生
社
会
の
場
合
、「
知
識
・
技
能
」

の
目
標
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。

　

身
近
な
地
域
や
市
区
町
村
の
地
理
的
環

境
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
の
諸
活
動

や
地
域
の
産
業
と
消
費
生
活
の
様
子
、
地

域
の
様
子
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
、
人
々

の
生
活
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る

　
新
学
習
指
導
要
領
に
な
り
、
三
観
点

（
知
識
・
技
能
：
思
考
・
判
断
・
表
現
：

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
）
の

評
価
を
基
に
子
供
た
ち
の
成
績
を
付
け

て
い
ま
す
。
先
輩
か
ら
は
テ
ス
ト
だ
け

で
は
な
く
、
授
業
に
お
け
る
子
供
た
ち

の
見
取
り
を
重
視
し
た
方
が
よ
い
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　
三
観
点
に

つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
の

よ
う
な
見
取

り
を
行
っ
て

い
け
ば
い
い

の
で
し
ょ
う

か
？

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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物
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新
時
代

向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授
・

こ
ど
も
教
育
学
科
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

新
卒
時
代
の
研
究
授
業

32

る
な
ら
部
品
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
で
役
に

立
つ
な
ら
製
品
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
:
印
刷
し
な
く
て
も
（
紙
だ
け
で
も
）
使

え
る
の
に
、
頼
ん
だ
人
に
返
す
の
だ
か
ら

部
品
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
:
例
え
ば
名
刺
を
例
に
取
る
と
、
紙
の
ま

ま
で
は
役
に
立
た
な
い
け
ど
、
印
刷
す
る

と
「
製
品
」
に
な
り
ま
す
。

Ｔ
:
そ
れ
で
は
、
こ
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
な
こ

と
は
言
え
な
く
な
る
の
か
な
？

Ｃ
:
問
題
が
多
す
ぎ
る
か
ら
、
も
う
一
度
考

え
直
さ
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。

　

こ
の
授
業
の
後
、「
ネ
ジ
」
は
製
品
（
完

成
品
）
か
部
品
か
と
い
う
問
題
で
三
時
間
議

論
し
た
。
そ
の
結
果
、「
製
品
」「
部
品
」
と

い
う
分
け
方
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
気
付
き
、
再
度
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

一
連
の
授
業
を
終
え
た
翌
朝
。
通
勤
電
車

を
待
つ
荏
原
町
駅
前
、
法
連
寺
大
イ
チ
ョ
ウ

が
見
事
に
紅
葉
し
て
い
た
。
秋
の
深
ま
り
に

気
付
か
ぬ
ま
ま
駆
け
抜
け
た
秋
だ
っ
た
。
あ

の
イ
チ
ョ
ウ
の
ま
ぶ
し
さ
は
今
で
も
忘
れ
な

い
。

Ｃ
:
車
全
部
を
つ
く
れ
ば
製
品
だ
し
、
ネ
ジ

や
椅
子
は
部
品
だ
か
ら
、「
そ
の
他
」
の

自
動
車
は
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
？

Ｃ
:「
そ
の
他
」
と
い
う
の
は
、
い
ら
な
く

な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ｃ
:
質
問
！
「
そ
の
他
」
の
中
で
も
修
理
、

建
築
が
あ
る
し
、「
そ
の
他
」
が
な
く
な
っ

た
ら
、
ど
こ
に
入
れ
た
ら
い
い
で
す
か
？

Ｃ
:「
修
理
」
と
い
う
項
目
を
作
れ
ば
い
い
。

Ｃ
:「
修
理
」
と
い
う
工
場
は
一
つ
な
の
に
、

一
項
目
と
す
る
の
で
す
か
？

Ｃ
:「
そ
の
他
」
を
外
す
と
い
う
意
見
は
取

り
下
げ
ま
す
。

Ｃ
:「
そ
の
他
」
と
い
う
項
目
は
な
く
て
も

い
い
。
ど
ん
な
も
の
で
も
、
ど
こ
か
の
項

目
に
入
れ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
:「
印
刷
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の

で
す
か
？

Ｃ
:
頼
ま
れ
た
も
の
を
刷
っ
て
い
る
の
で
す
。

Ｃ
:
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
製
品
じ
ゃ
な
い
か

し
ら
？

Ｃ
:「
印
刷
」
自
体
が
製
品
だ
か
ら
、「
製
品
」

に
入
れ
ま
し
た
。

Ｃ
:
私
も
「
製
品
」
だ
と
思
う
。

Ｃ
:
印
刷
し
た
も
の
と
何
か
を
組
み
合
わ
せ

　

今
改
め
て
思
う
。
子
供
た
ち
は
よ
く
努
力

し
た
。
商
店
や
公
共
施
設
と
異
な
り
、
工
場

は
敷
居
が
高
い
。

　

工
場
か
ど
う
か
分
か
り
に
く
い
。
入
口
が

ど
こ
か
分
か
り
づ
ら
い
。
ド
ア
を
開
け
て
も

誰
に
聞
い
て
い
い
か
分
か
り
に
く
い
。
質
問

を
投
げ
掛
け
に
く
い
。

　

そ
れ
を
秋
の
夕
方
近
く
に
、
子
供
だ
け
で

取
材
す
る
。
当
時
の
私
、
子
供
た
ち
の
努
力

へ
の
評
価
が
弱
か
っ
た
こ
と
を
反
省
す
る
。

三

町
の
工
業
の
特
色
の
授
業
記
録

　

取
材
し
た
内
容
を
、
Ｈ
男
と
Ｍ
男
が
人
数

別
、
生
産
品
目
別
、
設
立
年
度
別
の
グ
ラ
フ

に
す
る
。
十
一
月
二
十
六
日
、
研
究
授
業
の

日
。
そ
の
グ
ラ
フ
を
提
示
し
た
。
学
区
域
の

工
場
は
、
完
成
品
を
作
る
よ
り
も
、
部
品
を

作
る
工
場
が
多
い
だ
ろ
う
と
い
う
想
定
で
、

「
製
品
」「
部
品
」「
そ
の
他
」
の
項
目
を
前

時
に
作
っ
た
。
本
時
の
後
半
で
、「
印
刷
」

を
め
ぐ
っ
て
「
製
品
」「
部
品
」
の
概
念
が

揺
ら
い
で
き
た
場
面
で
あ
る
。

Ｔ
:
こ
の
グ
ラ
フ
に
ま
だ
疑
問
点
は
あ
り
ま

す
か
？

助
言
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

二

学
区
域
の
工
場
調
べ

　

町
を
歩
い
て
知
る
。
私
は
悩
ん
だ
末
に
、

そ
の
方
法
を
取
る
こ
と
に
し
た
。
第
一
京
浜

国
道
と
東
京
湾
に
挟
ま
れ
た
大
森
東
二
丁
目
、

三
丁
目
、
四
丁
目
、
大
森
中
一
丁
目
、
二
丁

目
、
三
丁
目
に
点
在
す
る
全
て
の
工
場
を
子

供
た
ち
が
取
材
す
る
。

　

取
材
内
容
を
絞
る
。

〇
工
場
の
で
き
た
年

〇
工
場
で
働
く
人
の
数

〇
工
場
で
作
っ
て
い
る
製
品

　

子
供
た
ち
は
、
日
没
の
早
い
十
一
月
の
放

課
後
、
連
れ
だ
っ
て
町
へ
出
た
。
数
日
間
か

け
て
一
八
一
か
所
の
工
場
を
調
べ
て
き
た
。

一
グ
ル
ー
プ
当
た
り
十
数
か
所
の
工
場
を
訪

ね
た
。

　

私
の
赴
任
し
た
時
期
は
、
ま
さ
に
日
本
の

高
成
長
時
代
を
支
え
る
町
工
場
の
活
況
期
。

空
き
地
や
ア
パ
ー
ト
の
間
に
町
工
場
が
に
ょ

き
に
ょ
き
と
建
ち
、
若
い
工
員
が
闊か

っ

歩ぽ

す
る
。

「
フ
ー
テ
ン
の
寅と

ら

」 ※
の
実
家
裏
に
建
つ
タ
コ

社
長
の
朝
日
印
刷
の
工
員
寮
。
そ
ん
な
外
階

段
を
二
階
へ
上
が
る
簡
易
普
請
の
町
工
場
が

広
が
る
。
戦
後
日
本
の
青
春
期
だ
。

　

若
い
私
は
、
こ
の
町
で
ど
の
よ
う
な
工
業

生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
り
た
か
っ

た
。
何
を
作
っ
て
い
る
の
か
。
い
つ
頃
で
き

た
の
か
、
働
く
人
数
は
？

　

今
の
私
な
ら
大
田
区
発
行
の
産
業
統
計
な

ど
で
、
即
座
に
状
況
を
把
握
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
新
卒
当
時
の
私
は
、
そ
う
い
う
方

法
を
知
ら
な
か
っ
た
。

　

何
回
か
の
事
前
検
討
会
で
、
大
田
区
社
会

科
研
究
部
の
先
輩
た
ち
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
っ
た
。
恐
ら
く
、
区
役
所
へ
の
取
材
の

一

新
卒
の
赴
任
地

　

神
宮
外
苑
、
絵
画
館
前
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
、

黄
み
が
か
っ
て
く
る
。
多
く
の
外
国
人
を
迎

え
る
は
ず
だ
っ
た
夏
。
そ
の
夏
が
逝
き
、
そ

し
て
今
、
秋
も
逝
こ
う
と
し
て
い
る
。

　

秋
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
に
な
る
。
昔
を
思

い
出
す
。
一
九
七
四
年
十
一
月
。
新
卒
一
年

目
、
大
田
区
社
会
科
研
究
部
の
研
究
授
業
を

し
た
。
五
年
工
業
単
元
、
地
域
か
ら
日
本
の

工
業
を
見
て
い
く
た
め
に
、
学
区
の
工
場
調

べ
を
実
施
し
た
。

　

大
田
区
立
大
森
第
一
小
学
校
。
Ｊ
Ｒ
大
森

駅
か
ら
バ
ス
で
海
岸
へ
十
五
分
。
京
浜
工
業

地
帯
の
一
角
に
あ
る
。
こ
の
地
は
東
京
湾
に

面
し
、
古
く
か
ら
浅あ

さ

草く
さ

海の

苔り

の
産
地
で
あ
っ

た
。
一
九
六
四
年
頃
か
ら
海
苔
養
殖
が
休
止

と
な
っ
た
。
海
苔
干
し
場
は
ア
パ
ー
ト
や
町

工
場
に
転
用
さ
れ
た
。

※
Ｔ
は
教
師
、
Ｃ
は
児
童
。

※
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」（
松
竹　

山
田
洋
次
監
督
）
の
主
人
公
。
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関西外国語大学
教授兼学長補佐

現
場
の
実
態
を
調
べ
て
、
学
校
の
在
り
方
に

つ
い
て
研
究
し
、
発
表
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
か

ら
現
場
の
お
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。

　

大
学
の
仕
事
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
、

ど
ん
な
こ
と
が
私
に
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
文
部
科
学
省
で
お
世
話

に
な
っ
た
ご
恩
返
し
と
し
て
も
、
残
り
の
人

生
で
大
学
の
現
場
に
お
い
て
日
本
の
教
育
の

た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
か
ら
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ご

一
緒
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　

授
業
は
何
と
い
っ
て
も
場
数
を
踏
む
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
新
米
教
員
と
し
て

は
、
段
級
位
で
言
え
ば
二
桁
の
級
だ
と
自
覚

し
て
、
大
学
教
員
の
授
業
技
法
実
践
の
本
な

ど
を
読
ん
だ
り
、
先
輩
教
授
の
や
り
方
を
聞

い
た
り
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
い
る
中
で
、

大
学
の
授
業
も
基
本
的
に
は
小
中
学
校
の
授

業
技
法
に
倣
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
て
、

向
山
洋
一
氏
の
著
書
な
ど
を
引
っ
張
り
出
し

て
い
る
。
特
に
、
最
近
大
学
で
盛
ん
に
言
わ

れ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
小
学
校

が
元
祖
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
で
の

名
人
方
の
模
擬
授
業
が
大
変
勉
強
に
な
っ
て

い
る
。

　

実
際
に
、
こ
れ
か
ら
の
私
の
講
義
の
中
で
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
名

人
技
を
ご
披
露
い
た
だ
く
の
も
い
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
英
語
の
教
育
で

は
実
績
の
あ
る
大
学
な
の
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

先
生
方
の
英
語
関
係
の
セ
ミ
ナ
ー
を
本
学
で

や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
教
員
や
学
生
に

と
っ
て
も
有
意
義
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
私
も
一
大
学
人
と
し
て
、
学
校

調
査
２
０
２
０
」
で
、
受
験
生
か
ら
の
評
価

ラ
ン
キ
ン
グ
「
国
際
的
な
セ
ン
ス
が
身
に
つ

く
大
学
」
で
関
西
エ
リ
ア
一
位
、
日
経
キ
ャ

リ
ア
マ
ガ
ジ
ン
「
価
値
あ
る
大
学
２
０
２
０

年
版
」
の
企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら
見
た
大

学
の
イ
メ
ー
ジ
調
査
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
西

日
本
私
立
大
学
の
一
位
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
が
国
際

分
野
で
活
躍
し
て
き
た
成
果
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
学
校
教
員
へ
の

就
職
者
が
多
く
、
二
〇
一
三
年
に
は
、
外
国

語
大
学
と
し
て
は
珍
し
く
小
学
校
教
員
養
成

課
程
を
新
設
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
で
は
、

小
中
高
校
に
七
十
七
名
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

う
ち
小
学
校
教
員
は
二
十
三
名
で
、
英
語
教

育
に
強
い
小
学
校
教
員
が
送
り
出
さ
れ
、
そ

の
他
五
十
四
名
は
中
高
の
英
語
教
員
で
あ
る
。

全
国
統
計
が
な
い
の
で
正
確
に
は
分
か
ら
な

い
が
、「
英
語
教
員
の
採
用
数
は
全
国
一
で
は

な
い
か
」
と
本
学
の
関
係
者
は
言
っ
て
い
る
。

３

新
米
教
員
と
し
て

　

秋
学
期
か
ら
は
、私
も
「﹃
学
校
﹄
と
人
間
」

と
い
う
講
義
を
週
三
コ
マ
担
当
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

現
在
、
大
学
三
学
部
と
短
期
大
学
部
を
合

わ
せ
て
約
一
万
二
千
人
の
学
生
数
と
い
う
、

全
国
で
も
有
数
の
規
模
の
外
国
語
大
学
に

な
っ
て
い
る
。
う
ち
、
短
期
大
学
部
は
入
学

定
員
が
八
百
人
で
あ
る
。
志
願
者
を
集
め
る

の
に
苦
労
す
る
短
大
が
多
い
中
、
現
在
も
全

国
で
一
、
二
を
争
う
規
模
で
多
く
の
学
生
が

集
ま
っ
て
い
る
。

　

海
外
の
大
学
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め

て
き
て
お
り
、
海
外
の
提
携
大
学
は
欧
米
を

中
心
に
五
十
五
か
国
・
地
域
三
百
九
十
三
大

学
に
及
び
、
二
〇
一
九
年
度
の
海
外
へ
の
留

学
生
派
遣
数
は
約
千
二
百
九
十
人
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
で
留
学
を
中
止
し
た
七

百
四
十
二
人
を
除
く
）、
海
外
か
ら
の
外
国

人
留
学
生
は
約
七
百
五
十
人
で
あ
る
。
外
国

人
教
員
は
百
八
十
人
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は

国
際
色
豊
か
で
あ
る
。

　

毎
年
発
行
さ
れ
る
﹃
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２

０
２
１
年
版
﹄（
朝
日
新
聞
出
版
）
で
、
海

外
留
学
生
派
遣
数
（
十
六
単
位
以
上
取
得
）、

編
入
学
者
数
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
採

用
数
で
一
位
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
学

生
数
で
二
位
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
ク
ル
ー
ト
「
進
学
ブ
ラ
ン
ド
力

や
は
り
や
り
た
い
の
は
教
育
の
仕
事
で
あ
る
。

何
よ
り
若
い
学
生
た
ち
と
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
魅
力
的
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
年
で
の
単
身
赴
任
に
は
少
し
不
安
が

あ
っ
た
が
、
生
ま
れ
故
郷
の
大
阪
で
あ
り
、

ラ
グ
ビ
ー
の
仕
事
が
終
わ
る
丁
度
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
お
話
に
ご
縁
を
感
じ
て
、
五
年
半

ぶ
り
に
西
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

２

関
西
外
国
語
大
学
と
は

　

関
西
外
国
語
大
学
の
淵え

ん

源げ
ん

は
、
戦
後
す
ぐ

の
一
九
四
五
年
に
私
塾
と
し
て
設
立
さ
れ
た

谷
本
英
学
院
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
数
え
る
と

本
年
は
創
立
七
十
五
年
で
あ
る
。
一
九
五
三

年
に
短
大
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
六
六
年
に

四
年
制
大
学
を
開
設
し
た
。

１

関
西
外
国
語
大
学
へ

　

二
〇
二
〇
年
三
月
末
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
組
織
委
員
会
は
解
散
に
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
文
部
科
学
省
と
い
う
"親
方
日

の
丸
"
関
係
で
仕
事
が
全
て
決
め
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
の
と
き
初
め
て
、
自
分
で
次
の
働

き
口
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
か
ら
も
お
話
が
あ
っ
て
ど

う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
と
き
、
京
都
大

学
時
代
に
少
し
関
係
の
あ
っ
た
関
西
外
国
語

大
学
の
関
係
者
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
四
月
に
学
長
が
交
代
す
る
が
、
そ
の

新
学
長
を
補
佐
す
る
人
材
を
探
し
て
い
る
。

ど
う
か
と
い
う
お
話
で
あ
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
も
興
味
は
あ
っ
た
が
、

関
西
外
国
語
大
学
と
は

ど
う
い
う
大
学
か
？

私
が
今
勤
め
る
関
西
外
国
語
大
学
の
ご
紹
介
。
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向山洋一が教育界に創ってきたもの

向
山
論
文

子
供
の
可
能
性
を
引
き
出
す

授
業
の
基
本
中
の
基
本
を
向
山
洋
一
氏
が
詳
し
く
解
説
し
た
論
文
で
あ
る
。
子
供
一
人

一
人
の
力
を
引
き
出
す
た
め
に
は
「
個
別
評
定
」
を
使
い
こ
な
す
し
か
方
法
は
な
い
。

新あ
ら

牧ま
き

賢け
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

解
説
:
東
京
都
大
田
区
立
徳
持
小
学
校
学
習
補
助
員

な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
五
つ
あ
る
。

　
第
一
は
、
評
価
（
評
定
）
す
る
観
点
が

明
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④

　
こ
れ
は
、
そ
の
人
に
力
が
あ
れ
ば
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。力
が
な
く
て
も
「
す

ば
ら
し
い
実
践
」
を
目
に
し
て
い
れ
ば
、

比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
本
物
」
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
は
、
い

く
ら
強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

　
美
術
品
の
鑑
定
の
力
を
つ
け
る
に
は
、

本
物
を
見
る
こ
と
が
第
一
だ
と
い
わ
れ
る

が
、
そ
う
だ
と
思
う
。

「
本
物
」
を
見
た
目
に
は
「
偽
物
」
は
、

ど
こ
か
う
さ
ん
く
さ
く
思
え
る
の
で
あ
る
。

　
力
が
な
く
、
あ
ま
り
本
物
を
見
た
こ
と

が
な
く
て
も
、
よ
く
勉
強
す
る
教
師
な
ら

本
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
が
、
少
し

ば
か
り
本
を
読
ん
で
知
っ
た
か
ぶ
り
を
す

る
人
間
で
は
、
お
ぼ
つ
か
な
い
。

　
評
価
の
観
点
は
、
明
確
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
で
は
そ
の
内
容
上
の
ポ
イ
ン
ト

は
何
な
の
か
、
こ
れ
が
第
二
の
点
で
あ
る
。

　
評
価
の
内
容
と
し
て
最
も
大
切
な
の
は
、

　
子
ど
も
の
力
を
引
き
出
す
上
で
、「
個

別
に
評
定
す
る
」
大
切
さ
は
、
ど
れ
ほ
ど

強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
①
②

　
集
団
に
語
り
か
け
る
、
ク
ラ
ス
全
員
に

語
り
か
け
る
こ
と
で
も
、「
や
る
気
」
に

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
範
囲
は

狭
く
、
力
強
さ
に
も
欠
け
る
。

　
何
名
か
の
子
が
、「
や
る
気
」
に
な
る

く
ら
い
が
、
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、「
個
別
評
定
」
は
違
う
。

　
そ
の
一
人
ひ
と
り
を
「
や
る
気
」
に
さ

せ
、「
力
を
引
き
出
し
」
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
合
唱
指
導
、
高
校
野
球
、
少
年
サ
ッ

カ
ー
、
お
よ
そ
い
か
な
る
「
集
団
」
で
あ

ろ
う
と
、「
全
国
大
会
」
に
出
て
く
る
よ

う
な
「
集
団
」
に
は
、
す
ぐ
れ
た
指
導
者

が
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
指
導

者
は
、「
個
別
評
定
」
の
名
人
で
も
あ
る
。

　
新
卒
と
は
、
明
確
な
腕
の
違
い
が
あ
る

の
で
あ
る
。
③

　
そ
の
差
を
う
め
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

　
大
体
が
、「
そ
の
差
」
に
気
が
つ
か
な
い
。

気
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
差
は
永
久
に

縮
ま
ら
な
い
。

「
そ
の
差
」
に
気
が
つ
い
て
も
、
追
い
つ

く
の
は
大
変
な
の
だ
。

　
見
当
違
い
の
努
力
を
す
る
人
も
い
る
。

い
や
、
そ
う
い
う
人
の
方
が
多
い
。

　
せ
っ
か
く
、「
そ
の
差
」
を
見
つ
け
な

が
ら
、
も
う
一
つ
本
質
が
つ
か
め
な
い
の

で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
人
の
た
め
に
再
度
、「
個
別

評
定
」
を
す
る
時
の
本
質
、
極
め
て
重
大

「
通
俗
か
ら
の
脱
却
」
で
あ
る
。

　
ボ
サ
ー
と
し
た
目
に
は
よ
く
思
え
た
こ

と
が
、
本
当
は
良
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
多
く
の
人
が
良
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
が
本
当
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
跳
び
箱
の
段
を
次
々
に
高
く

跳
ば
せ
る
方
法
、
こ
れ
は
よ
く
な
い
。
未

熟
な
指
導
だ
。
上
手
そ
う
に
跳
ぶ
男
の
子
。

ほ
と
ん
ど
は
、
い
や
ら
し
い
汚
い
跳
び
方

だ
。
力
な
い
子
が
必
死
に
跳
ぶ
姿
の
方
が

美
し
い
。
⑤

　
研
究
授
業
が
終
わ
っ
て
、
子
ど
も
を
回

れ
右
さ
せ
て
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
礼
を
言
わ
せ
る
教
師
。
鳥
肌
が

立
つ
ほ
ど
い
や
な
こ
と
だ
。（
以
下
略
：

新
牧
）
⑥

（『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
誌
一
九
九
三
年

十
二
月
号
）

作
り
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
恥
ず
か
し

な
が
ら
、
私
は
一
日
に
一
回
で
き
れ
ば
よ
い

方
で
あ
っ
た
。

④
子
供
た
ち
全
員
が
納
得
で
き
る
観
点
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
観
点
は
シ
ン
プ
ル

な
も
の
が
よ
い
。
例
え
ば
「
声
が
大
き
い
か
」

「
リ
ズ
ム
に
合
っ
て
い
る
か
」「
両
足
が
そ

ろ
っ
て
い
る
か
」
な
ど
だ
。

⑤
向
山
氏
か
ら
「
タ
イ
ム
が
良
く
て
も
だ
ら
だ

ら
と
走
っ
て
い
る
子
供
よ
り
、
タ
イ
ム
が
悪

く
て
も
一
生
懸
命
に
走
っ
て
い
る
子
供
の
方

が
美
し
い
」
と
酒
席
で
話
を
し
て
も
ら
っ
た

と
き
に
私
は
大
変
驚
い
た
。
徒
競
走
な
ら
タ

イ
ム
の
良
い
方
が
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
向
山
氏
は
「
違
う
」
と
言
う
の

だ
。「
一
生
懸
命
に
走
っ
て
い
る
子
供
の
姿

に
美
を
感
じ
る
教
師
が
本
物
の
教
師
な
の

だ
」
と
指
導
を
受
け
た
。
教
育
観
が
変
わ
っ

た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

⑥
あ
と
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
「﹃
評
定
﹄
を

判
定
す
る
」「
向
上
を
め
ざ
さ
せ
る
」「
良
さ

へ
の
変
化
を
見
ぬ
く
」
で
あ
る
。
ぜ
ひ
原
典

を
当
た
っ
て
熟
読
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

①「
個
別
に
評
定
す
る
」
と
は
、
子
供
た
ち
一

人
一
人
に
、
例
え
ば
「
合
格
・
不
合
格
」
の

判
定
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。「
一
人
一
人
に
」

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

②
向
山
氏
が
提
案
し
た
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条

の
一
つ
「
第
九
条
=
個
別
評
定
の
原
則
」
を

向
山
氏
自
身
が
詳
し
く
解
説
し
た
論
文
で
あ

る
。
上
手
な
授
業
に
は
、
必
ず
、
こ
の
授
業

の
原
則
が
使
わ
れ
て
い
る
。
授
業
を
分
析
す

る
と
き
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
の
か
を
考
え
る
と
よ
り
深
い
分
析
が
で
き

る
。
も
し
、
振
り
返
っ
て
自
分
の
授
業
が
荒

れ
て
き
た
よ
う
な
ら
、
授
業
の
原
則
が
守
ら

れ
て
い
る
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。
私
も

そ
う
だ
が
、
高
段
者
と
言
わ
れ
る
先
生
方
も
、

授
業
の
原
則
を
振
り
返
る
こ
と
で
授
業
の
腕

を
磨
い
て
き
た
。

③
こ
こ
で
自
分
の
授
業
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

今
日
の
授
業
で
、何
回
「
個
別
に
評
定
す
る
」

こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
一
時
間
に
一
回
、

子
供
た
ち
全
員
に
考
え
や
思
い
を
発
表
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
な
ら
優
秀
で
あ
る
。
し

か
し
、
個
別
に
評
定
す
る
と
な
る
と
至
難
の

業
だ
。
意
識
し
て
評
定
を
す
る
授
業
場
面
を
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尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

１
「
九
歳
の
壁
」
の
出
典

　

向
山
洋
一
氏
が
幼
児
教
育
や
子
供
の
発
達
課
題
、

そ
し
て
基
礎
学
力
な
ど
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
、

時
折
「
九
歳
の
壁
」
と
い
う
言
葉
を
取
り
上
げ
て

い
た
。
一
九
九
四
年
に
発
足
し
た
「
シ
ン
グ
ル
エ

イ
ジ
教
育
研
究
会
」（
会
長
水
野
美
保
氏
）
の
名
称

が
"０
歳
か
ら
九
歳
が
人
間
の
土
台
づ
く
り
"
と
い

う
意
味
で
付
け
ら
れ
た
こ
と
も
思
い
出
す
。（
当
初
、

私
も
研
究
会
に
参
加
）

　

こ
の
「
九
歳
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
ほ
か
の

文
献
で
も
見
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
出
ど
こ

ろ
ま
で
は
つ
か
ん
で
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
宮
図
書
館
の
﹃
少
年
期
の
壁
を
こ
え
る
︱
九
、

十
歳
の
節
を
大
切
に
︱
﹄
で
発
見
し
た
。

　

一
九
八
七
年
出
版
で
あ
る
。
本
書
の
前
半
部
分

に
多
く
の
折
り
込
み
と
マ
ー
カ
ー
の
書
き
込
み
が

見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
次
の
部
分
で
あ
る
。

「
九
、
十
歳
頃
の
時
期
に
、
子
ど
も
の
中
に
新
し

い
何
か
が
芽
生
え
始
め
て
い
る
」

「
四
年
生
が
﹃
落
ち
こ
ぼ
れ
﹄
の
め
だ
ち
出
す
時
期
」

こ
の
後
、「
ち
え
お
く
れ
」
・
ろ
う
教
育
の
分
野
で

は
こ
の
時
期
の
発
達
課
題
が
問
題
に
さ
れ
た
と
い

う
記
述
が
続
き
、
さ
ら
に
次
の
と
こ
ろ
に
も
マ
ー

カ
ー
が
見
ら
れ
た
。

▼
「
九
歳
の
壁
」
と
い
う
こ
と
ば
が
東
京
教
育
大

学
付
属
ろ
う
学
校
校
長
の
萩
原
浅
五
郎
氏
が
名
付

け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
本
来
的
に
は
、
知
的
能

力
に
器
質
的
障
害
が
な
い
聴
覚
障
害
児
が
、
学
力

的
に
小
学
校
中
学
年
程
度
の
力
を
こ
え
て
い
く
こ

と
が
困
難
な
現
象
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
▲

　

ま
た
「
精
神
薄
弱
」
研
究
で
世
界
的
に
著
名
な

カ
ー
ク
博
士
の
、「
ち
え
お
く
れ
」
の
算
数
教
育
に

関
す
る
指
摘
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

「
一
般
的
に
精
神
薄
弱
児
の
数
能
力
は
、
小
学
校

の
三
、
四
年
生
程
度
ま
で
発
達
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
る
」

※
一
九
六
三
年
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
カ
ー
ク
が
シ
カ

ゴ
で
の
講
演
の
と
き
「
Ｌ
Ｄ
」
の
用
語
を
提
案
し
、

教
育
分
野
で
注
目
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
公

法
の
正
式
な
用
語
と
し
て
「
発
達
障
害
」
の
概
念

が
記
述
さ
れ
た
。
当
時
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
知
的

障
害
の
予
防
や
対
策
な
ど
の
福
祉
対
策
に
も
関
与

し
た
。
日
本
で
は
さ
ら
に
二
十
年
以
上
遅
れ
て
、

文
部
科
学
省
が
検
討
・
調
査
す
る
よ
う
に
な
る
。

２
向
山
宅
で
見
付
け
た
貴
重
な
ノ
ー
ト

　

向
山
氏
の
住
ま
い
に
所
蔵
さ
れ
る
膨
大
な
資
料

を
整
理
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
こ
で
驚
く
べ

き
ノ
ー
ト
に
出
合
っ
た
。
向
山
氏
が
向
山
型
算
数

を
提
唱
す
る
源
に
な
っ
た
「
算
数
Ｔ
Ｔ
」
開
始
か

ら
初
期
の
授
業
準
備
ノ
ー
ト
で
あ
る
。﹃
教
育
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
﹄
誌
や
﹃
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
﹄（
明
治
図

書
）
誌
に
未
発
表
の
内
容
が
多
数
散
見
さ
れ
た
。

　

も
う
一
冊
が
、
表
紙
に
た
だ
「
算
数
」
と
書
か

れ
た
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
向
山
氏
の
覚
書

文
章
と
い
う
よ
り
、
コ
ピ
ー
の
切
り
貼
り
と
向
山

氏
の
書
き
込
み
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る
、
教
材

研
究
的
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
、
子
供
が

思
考
す
る
ひ
き
算
の
仕
方
と
そ
の
ひ
き
算
指
導
の

在
り
方
に
関
す
る
研
究
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。

前
掲
書
に
も
加
減
算
と
乗
除
算
の
違
い
の
記
述
に

マ
ー
カ
ー
が
あ
っ
た
。「
結
論
か
ら
い
う
と
、
前
者
が

同
質
の
も
の
同
士
の
計
算
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者

は
異
質
の
も
の
を
ま
と
め
た
演
算
だ
か
ら
で
あ
る
」

「
九
歳
の
壁
」
の
出
典
を

見
付
け
る

シ
ン
グ
ル
エ
イ
ジ
教
育
研
究
会
で
は
、
設
立
の

意
義
に
込
め
ら
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
。

『少年期の壁をこえる
――九、十歳の節を大
切に――』
（加藤直樹著　新日本出版社）

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

◆
「
ち
え
お
く
れ
」
な
ど
、
現
在
で
は
差
別
用
語
と
さ
れ
る
言
葉
が
あ
る
が
、

原
典
の
時
代
背
景
を
鑑
み
、
そ
の
ま
ま
の
表
現
で
紹
介
し
て
い
る
。

SDGs教育セミナー対談
スローガンとのジレンマを
議論する実践。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
と
も
に
、

騒
人
社
も
十
月
十
日
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
事
務
局
を
し
て

い
る
。
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
と
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
コ
ラ
ボ
し
て
﹃
キ
ー

ワ
ー
ド
で
教
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
﹄（
向

山
洋
一
監
修　

経
済
広
報
セ
ン

タ
ー
企
画　

騒
人
社
）
の
書
籍
を

出
版
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
か
ら
だ
。

　

向
山
先
生
は
、
折
に
つ
け
、
書

籍
の
宣
伝
を
す
る
と
き
、
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
は
「
経
済
広
報
セ
ン

タ
ー
」
要
す
る
に
、
企
業
ト
ッ
プ

の
集
ま
り
で
あ
る
経
団
連
の
広
報

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
点
で
あ

る
と
言
う
。
こ
う
し
た
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
れ
ば
、
騒
人
社
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
書
籍
を
学
校
に
寄
付
し
て

く
れ
る
企
業
や
青
年
会
議
所
な
ど

が
い
る
は
ず
だ
と
言
わ
れ
る
。
教

育
運
動
を
つ
く
っ
て
き
た
向
山
先

生
な
ら
で
は
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
。

　

九
月
上
旬
、
セ
ミ
ナ
ー
の
た
め

の
動
画
撮
影
が
あ
っ
た
。
向
山
行

雄
先
生
と
谷
先
生
に
対
談
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

行
雄
先
生
の
具
体
的
な
お
話
に

引
き
込
ま
れ
た
。

　

洋
一
先
生
が
幼
い
頃
、
お
母
様

に
言
い
付
か
り
、
た
く
あ
ん
を
知

人
に
届
け
る
話
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
お
し
ん
こ
」
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関

係
、
予
想
で
き
る
話
で
は
な
い
。

ビ
ニ
ー
ル
傘
、
乾
燥
機
、
日
常
の

便
利
な
発
明
品
が
登
場
す
る
。

　

掲
示
し
て
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ポ

ス
タ
ー
を
指
示
し
な
が
ら
、
話
が

展
開
す
る
。

　

身
近
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
の
ジ
レ
ン
マ
を
論

議
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
。

　

行
雄
先
生
は
、
谷
先
生
に
、

「
缶
ビ
ー
ル
飲
む
？
」

と
質
問
さ
れ
た
。
谷
先
生
は
、

「
は
い
」

と
答
え
た
。
多
く
の
人
が
こ
の
暑

い
夏
、
飲
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

　

行
雄
先
生
は
、
あ
え
て
重
い
瓶

ビ
ー
ル
を
買
う
と
言
わ
れ
る
。
こ

こ
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
と
の
つ
な
が

り
が
出
て
く
る
。
茶
目
っ
気
の
行

雄
先
生
は
、

「
ち
ょ
っ
と
瓶
ビ
ー
ル
の
方
が
お

い
し
い
か
ら
ね
」

と
言
わ
れ
る
。
環
境
へ
の
配
慮
、

重
い
軽
い
便
利
さ
、そ
し
て
品
質
・

特
徴
な
ど
な
ど
。
行
雄
先
生
の
社

会
科
の
授
業
「
ビ
ー
ル
瓶
の
旅
」

は
有
名
な
実
践
だ
。

　

行
雄
先
生
と
谷
先
生
の
お
話
に

引
き
込
ま
れ
な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
教
育
の
広
が
り
を
実
感
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
向
か
っ
て
、
頑

張
る
こ
と
も
教
育
だ
が
、
見
方
、

考
え
方
を
深
め
、
議
論
す
る
こ
と

も
大
切
で
あ
る
。
向
山
学
級
の
子

供
た
ち
と
の
代
表
委
員
会
で
の
や

り
取
り
を
思
い
出
し
た
。
向
山
学

級
の
子
供
た
ち
は
自
分
の
頭
で
考

え
、
相
手
が
誰
で
あ
っ
て
も
自
分

の
言
葉
で
発
言
し
て
い
た
。

　

行
雄
先
生
と
谷
先
生
の
対
談
で
、

学
校
現
場
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
つ

の
大
切
な
学
習
の
在
り
方
が
提
案

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
対
談
を
聞
い
て
い
ら

し
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
す
ぐ
、
経

済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
佐
桑
さ
ん
か

ら
連
絡
が
入
っ
た
。「
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
を
本
に
し
ま
せ
ん
か
？
」

と
い
う
話
だ
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
書

籍
第
二
弾
企
画
進
行
！
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

美
み

崎
さき

眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

（
ケ
ニ
ア
の
サ
バ
ン
ナ
）

ニャティティの歌⑧
「ニャドゥンド・ガッチャ・ユワク・
ピレ」の意味。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
に
限
ら
ず
伝
統

楽
器
の
演
奏
家
の
ほ
と
ん
ど
は
、

ケ
ニ
ア
で
は
、
社
会
的
な
地
位
が

高
く
は
な
か
っ
た
。

　

実
際
、
私
に
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を

最
初
に
教
え
て
く
れ
た
先
生
が
、

ナ
イ
ロ
ビ
の
バ
ー
で
酔
っ
払
い
に

酒
を
ひ
っ
掛
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
を

見
た
こ
と
が
あ
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

ニ
ャ
ド
ゥ
ン
ド
・
ガ
ッ
チ
ャ
・

　

ユ
ワ
ク
・
ピ
レ

　

私
の
背
は
低
い
け
れ
ど

　

音
楽
は
い
つ
も　

鳴
っ
て
い
る

　

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
は　

　

皆
に
知
ら
れ
て
い
る　

　

そ
う
！　

輝
く
ア
ニ
ャ
ン
ゴ

　

ウ
ゲ
ニ
ャ
の
人
た
ち
は

　

会
い
た
が
っ
て
る

　

輝
く
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
！　

　

輝
く
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
！

　

私
の
背
は
低
い
け
れ
ど

　

音
楽
は
い
つ
も　

鳴
っ
て
い
る

　

輝
く
ア
ニ
ャ
ン
ゴ　

　

そ
う
彼
女
自
身　

　

飛
行
機
は
空
を
飛
ん
だ

　

私
と
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を　

　

乗
せ
て
飛
ん
だ

　

私
の
背
は
低
い
け
れ
ど

　

音
楽
は
い
つ
も　

鳴
っ
て
い
る

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

ル
オ
ー
語
で
「
ニ
ャ
ド
ゥ
ン

ド
」（nyadundo

）
と
は
直
訳
す

る
と
「
背
の
低
い
人
」。
こ
こ
で

は
、「
社
会
的
な
地
位
が
低
い
」

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

「
ニ
ャ
ド
ゥ
ン
ド
・
ガ
ッ
チ
ャ
・

ユ
ワ
ク
・
ピ
レ
」
で
、「
私
の
社

会
的
な
地
位
は
低
く
と
も
、
私
の

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
は
毎
日
気
高
く

鳴
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
に
な

る
。

　

も
っ
と
も
、
師
匠
で
あ
る
オ
ク

ム
・
オ
レ
ン
ゴ
が
ケ
ニ
ア
中
に
名

を
知
ら
れ
た
あ
ま
り
に
も
偉
大
な

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者
だ
っ
た
か
ら
、

直
弟
子
で
あ
る
私
自
身
は
、
そ
の

名
に
守
ら
れ
て
不
快
な
経

験
を
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。

　

こ
の
曲
も
、
オ
ク
ム
が

私
の
た
め
に
伝
統
曲
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
歌
詞
を
付
け

て
く
れ
た
楽
曲
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、「
ト
ォ
・

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
・
マ
ラ
ウ
マ
」

は
英
語
に
翻
訳
す
る
と
、

「I

’m Beautiful

」
と
か

「A
nyango is great

」

に
な
る
。

　

ル
オ
ー
に
は
、
パ
ク
ル

オ
ッ
ク
文
化
が
あ
る
と
は

い
え
、
日
本
人
の
感
覚
か

ら
す
る
と
さ
す
が
に
自
画

自
賛
が
す
ぎ
る
と
思
う
。

　

で
も
、
師
匠
は
、
こ
の
曲
を
授

け
て
く
れ
た
と
き
に
、
私
が
い
つ

か
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
携
え
、
世
界

中
で
演
奏
活
動
す
る
こ
と
を
予
見

し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
も
思
う
。

　

オ
ク
ム
が
、
こ
の
歌
の
歌
詞
に

込
め
て
く
れ
た
私
へ
の
願
い
に
感

謝
し
つ
つ
、
こ
の
曲
を
今
日
も
歌

う
。

新商品で乗り切る
コロナ禍でビジネスチャンスをつかむ企業。

　

先
が
見
え
な
い
中
、
二
〇
二
〇

年
三
月
、
電
機
メ
ー
カ
ー
の

シ
ャ
ー
プ
が
マ
ス
ク
を
作
り
、
販

売
を
始
め
た
。
私
は
三
月
に
申
込

み
を
し
た
が
、
倍
率
百
倍
が
続
き
、

い
ま
だ
手
に
し
て
い
な
い
。

　

将
棋
の
藤
井
聡
太
二
冠
が
対
局

で
着
用
し
て
い
た
絹
の
マ
ス
ク
が

話
題
に
な
る
と
、
製
造
元
の
福
井

県
坂
井
市
の
帯
製
造
会
社
に
は
一

日
八
千
件
ほ
ど
の
注
文
が
入
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
新
規
事
業
へ

の
進
出
や
、
話
題
の
人
に
宣
伝
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
だ
企
業
。

　

教
育
界
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
広
が
っ
た
。
研
究
所
も
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
対
応
し
た
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
教
材
を
開
発
し
た
。

「
令
和
二
年
度
」
教
科
書
対
応

「
新
授
業
フ
ァ
イ
ル
シ
リ
ー
ズ
」

な
ど
の
新
教
材
や
、「
学
校
支
援
・

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
お
助
け
コ
ン
テ

ン
ツ
」
を
、
ぜ
ひ
教
室
で
ご
活
用

下
さ
い
。

①
計
パ
?!
（
計
算
パ
ズ
ル
プ
リ
ン

ト
）

②
五
色
百
人
一
首
青
札
フ
ラ
ッ

シ
ュ
コ
ン
テ
ン
ツ

③
ペ
ー
パ
ー
チ
ャ
レ
ラ
ン
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
プ
リ
ン
ト

④
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

⑤
同
訓
異
字
語
を
学
ぼ
う
！

︿
マ
ス
ク
受
難
﹀

　

マ
ス
ク
で
顔
の
半
分
以
上
が
隠

れ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
顔
認
証
が

で
き
な
い
。
外
見
的
魅
力
も
伝
え

ら
れ
ず
、
化
粧
は
顔
面
上
部
だ
け

で
い
い
だ
ろ
う
、
口
紅
は
無
駄
だ

と
ば
か
り
に
手
を
抜
く
。

　

し
か
し
、
マ
ス
ク
を
と
る
場
面

で
画
面
に
映
る
自
分
の
顔
を
見
た

ら
、
な
ん
だ
か
ぼ
ん
や
り
し
た
顔

が
⋮
⋮
。
慌
て
て
マ
ス
ク
を
着
け

て
見
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
。

　

ま
だ
ま
だ
道
行
く
人
は
マ
ス
ク

を
着
け
て
い
る
が
、
熱
中
症
対
策

で
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

が
守
れ
る
な
ら
マ
ス
ク
を
外
し
た

方
が
よ
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
て
い
た
。
な
ら
ば
、
暑
い
か

ら
外
し
て
み
よ
う
、
あ
あ
ス
ッ
キ

リ
と
思
っ
た
の
も
束
の
間
、
す
れ

違
う
人
の
視
線
が
痛
い
。
す
ぐ
に

マ
ス
ク
を
手
に
持
ち
（
マ
ス
ク
は

持
っ
て
ま
す
よ
）
と
ぶ
ら
ぶ
ら
さ

せ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

マ
ス
ク
ネ
タ
は
尽
き
な
い
。
無

駄
話
を
し
よ
う
に
も
呼
吸
が
荒
く

な
り
、
呼
吸
す
る
た
び
に
マ
ス
ク

が
ペ
コ
ペ
コ
動
く
の
が
お
か
し
く
、

お
の
ず
と
無
口
に
な
る
。

　

こ
の
と
こ
ろ
師
尾
先
生
と
も
バ

ト
れ
ず
、
す
っ
か
り
本
来
の
無
口

な
貝
に
戻
っ
た
私
。
私
と
違
っ
て

貝
に
な
れ
な
い
師
尾
先
生
は
、
マ

ス
ク
で
口
が
ふ
さ
が
れ
思
う
よ
う

に
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
つ
ら

そ
う
だ
。
呼
吸
困
難
に
陥
ら
な
い

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
だ
。

︿
元
気
な
向
山
洋
一
先
生
﹀

研究所隣の会議室で「今月の一言」を収録する向山先生。
いつも台本なしのぶっつけ本番。一発撮りでNGなし。

福を呼ぶ招き猫（岡山招き猫美
術館）と向山先生。私もあやか
りたい。岡山県の佐藤紀子先生
からのプレゼント。

◆
ア
レ
ル
ギ
ー
、
過
敏
症
な
ど
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
困
難
な
方
に
は
配
慮
が
必
要
で
す
。
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１
楽
し
い
か
ら
参
加
す
る

「
結
婚
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
メ
ン
バ
ー

か
ら
の
結
婚
発
表
。
し
か
し
、
し
ー

ん
⋮
⋮
誰
も
反
応
し
な
い
。
次
の
瞬

間
、「
お
め
で
と
う
！
！
！
」

　

当
時
、
は
や
っ
て
い
た
サ
イ
レ
ン

ト
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
で
全
員
爆
笑
の

中
、
メ
ン
バ
ー
の
結
婚
を
祝
っ
た
。

　

若
手
は
楽

し
い
所
に
集

ま
る
。
勉
強

に
な
る
の
は

も
ち
ろ
ん
だ

が
、
楽
し
く

な
け
れ
ば
集

ま
ら
な
い
。

日
は
休
み
た
い
け
ど
、
サ
ー
ク
ル
に

行
け
ば
勉
強
に
な
る
し
元
気
に
な
る
。

サ
ー
ク
ル
っ
て
楽
し
い
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

２
力
が
付
く
か
ら
参
加
す
る

　

楽
し
い
だ
け
で
は
成
長
し
な
い
。

成
長
し
な
け
れ
ば
、
楽
し
く
な
い
。

そ
こ
で
、
授
業
も
仕
事
も
少
し
ず
つ

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
い
る
。

（
１
）
合
宿　

模
擬
授
業
対
決

　

授
業
づ
く

り
は
大
変
だ
。

そ
こ
で
、
合

宿
で
模
擬
授

業
対
決
を
企

画
し
た
。
対

決
と
な
る
と

真
剣
に
な
る
。

二
十
代
の
同

年
代
が
多
い

た
め
、
み
な

負
け
た
く
な

い
一
心
で
真

剣
に
準
備
す

る
。
お
か
げ
で
、
こ
こ
数
年
で
一
気

に
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
。
ラ
イ
バ
ル

が
い
る
と
成
長
は
速
い
。
さ
ら
に
、

二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
団
体
戦
に

し
た
こ
と
で
、
チ
ー
ム
内
で
事
前
検

討
が
行
わ
れ
、
授
業
の
完
成
度
が
上

が
る
。
こ
こ
で
で
き
た
授
業
を
基
に
、

教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
で
授
業
し
た
り
、

T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
を
受
け
た

り
す
る
。
無
理
な
く
教
師
修
業
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

（
２
）
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
講
師

　

若
手
に
も
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
無
理
な
く

成
長
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

①
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

②
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材

③
模
擬
授
業
（
教
科
書
↓
サ
イ
ト
）

④
講
座
（
係
・
当
番
な
ど
）

⑤
講
座
（
子
供
の
事
実
を
示
す
）

　

ま
ず
は
、
チ
ャ
レ
ラ
ン
な
ど
の
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
、
前
に
立
つ
経
験

を
す
る
。

　

次
は
、
漢
字
や
計
算
な
ど
の
ス
キ

　

年
二
回
行

う
合
宿
の
う

ち
、
夏
合
宿

は
若
手
主
催

に
し
て
い
る
。

お
薦
め
の
本

対
決
や
腕
相

撲
大
会
、
全

員
で
合
唱
す
る
な
ど
、
毎
年
様
々
な

企
画
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
こ
で
若
手

が
伸
び
伸
び
と
活
躍
し
、
メ
ン
バ
ー

の
絆
き
ず
な

も
強
ま
る
。

　

若
手
は
学
校
の
仕
事
が
大
変
だ
。

だ
か
ら
、
毎
月
一
回
の
サ
ー
ク
ル
例

会
は
参
加
す
る
だ
け
で
よ
い
。
懇
親

会
で
悩
み
を
質
問
し
た
り
、
愚
痴
を

言
っ
た
り
す
れ
ば
い
い
。
先
輩
メ
ン

バ
ー
が
優
し
く
聞
い
て
く
れ
る
。「
休

佐
賀
か
ら
の
発
信
！
　
若
手
育
成
術

若
手
メ
ン
バ
ー
が
活
躍
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、

楽
し
く
力
を
付
け
る
！

四し

島し
ま

誠
ま
こ
と

佐
賀
県
教
育
セ
ン
タ
ー

ル
類
で
正
し
い
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
を
身

に
付
け
て
も
ら
う
。

　

そ
の
次
は
模
擬
授
業
。
教
科
書
教

材
か
ら
自
作
し
た
サ
イ
ト
へ
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
。
発
問
指
示
が

確
定
し
て
い
る
た
め
、
若
手
で
も
練

習
す
れ
ば
す
ぐ
に
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
よ
う
や
く
講
座
を
担
当

す
る
。
講
座
は
う
ま
く
い
っ
た
実
践
、

子
供
の
事
実
を
伝
え
る
。
プ
レ
ゼ
ン

で
な
く
、
参
加
者
と
や
り
取
り
を
し

な
が
ら
行
う
た
め
難
易
度
は
高
い
。

し
か
し
、
講
座
が
で
き
な
け
れ
ば
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
指
導
法
を
広
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
一
人
で
も
多
く
の
若
手

に
到
達
し
て
ほ
し
い
。

（
３
）
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局
長

　

若
手
に
も
、
セ
ミ
ナ
ー
を
運
営
す

る
力
を
付
け
て
ほ
し
い
。
無
理
な
く

次
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で
、
事
務
局

長
を
担
当
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

⑴
二
次
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

⑵
学
生
セ
ミ
ナ
ー　

⑶
夏
の
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー

⑷
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
会
場
責
任
者

３
ベ
テ
ラ
ン
の
サ
ポ
ー
ト

　

歴
代
の
仕
事
分
担
表
を
見
る
と
、

数
年
前
は
、
森
隆
久
氏
、
武
廣
大
輔

氏
が
多
く
の
仕
事
を
掛
け
持
ち
し
て

く
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

よ
う
な
先
生
方
に
支
え
ら
れ
て
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
佐
賀
は
成
長
し
て
き
た
。
現
在

は
、
若
手
に
仕
事
を
引
き
継
ぎ
、
サ

ポ
ー
ト
し
続
け
て
く
れ
て
い
る
。
長

年
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
佐
賀
代
表
だ
っ
た
和

嶋
一
男
氏
は
、
現
在
顧
問
と
し
て
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
数
年
前
は
若
手
だ
っ
た

新
代
表
の
山
下
健
太
氏
、
向
山
一
門

の
三
上
阿
利
佐
氏
が
若
手
の
手
本
と

な
り
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
、

若
手
が
活
躍

で
き
る
場
を

作
り
続
け
、

全
て
の
メ
ン

バ
ー
が
楽
し

く
成
長
で
き

る
サ
ー
ク
ル

に
し
て
い
き

た
い
。

⑸
社
会
貢
献
活
動
事
務
局
長
（
百

人
一
首
・
親
守
詩
・
子
ど
も

観
光
大
使
）

⑹
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局
長

　

現
在
、
続
々
と
若
手
が
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
、
事
務
局
長
を
完
全
に
任

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
で

企
画
し
、「
こ
ん
な
セ
ミ
ナ
ー
を
し

た
い
」
と
提
案
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。　

　

サ
ー
ク
ル
に
は
ほ
か
に
も
合
宿
や

会
計
な
ど
様
々
な
仕
事
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
仕
事
に
つ
い
て
も
全
員
で
分

担
し
、
計
画
的
に
若
手
が
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

11月と12月は異例の連続講座！ （TOSS中央事務局　手塚美和）向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2020年8月

八
月
二
日
㈰　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
始
ま
る
。
ま
ず
向
山
型
算
数
。

二
七
四
名
。
向
山
代
表
の
挨
拶
に
感
動
。

八
月
六
日
㈭　

向
山
代
表
の
自
宅
で
氏
の
膨
大

な
未
公
開
資
料
群
の
発
掘
・
整
理
作
業
。
ア

ニ
ャ
ン
ゴ
、
板
倉
氏
、
井
上
氏
ほ
か
、
た
く

さ
ん
の
先
生
方
の
協
力
。
何
日
間
に
も
わ
た

る
作
業
。
超
貴
重
資
料
が
次
々
に
発
見
さ
れ
、

た
め
息
の
連
続
。
い
ず
れ
実
物
資
料
集
に
。

八
月
七
日
㈮　

恒
例
の
向
山
塾
事
前
わ
い
わ
い

フ
ェ
ス
。本
番
へ
の
期
待
が
日
増
し
に
高
ま
る
。

八
月
九
日
㈰　

兵
庫
合
宿
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
。

八
月
十
五
日
㈯　

長
野
の
原
良
平
氏
と
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
。
思
春
期
の
指
導
に
つ
い
て
。

八
月
十
六
日
㈰　

群
馬
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
。

八
月
十
七
日
㈪　

谷
企
画
会
議
。
お
店
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
「Zoom

」
の
並
用
。
全
部
英
語
。

八
月
十
八
日
㈫　

大
学
の
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ

が
始
ま
る
。
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
。
い
ろ
い
ろ

書
け
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
何
と
か
無
事
に
。

八
月
二
十
四
日
㈪　

愛
媛
の
教
育
研
究
協
議
会

で
講
演
。
兵
庫
時
代
の
前
田
氏
か
ら
の
依
頼
。

八
月
三
十
日
㈰　

産
業
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
。
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
た
模
擬

授
業
と
有
用
教
材
の
紹
介
。
四
三
三
名
。

【開催日】前半：2020年11月29日（日）名古屋会場　後半：2020年12月６日（日）大阪会場
【講座開始】13時
【開催場所】Zoomにて開催
【講師】11月・12月：向山洋一氏・谷和樹氏・伴一孝氏・師尾喜代子氏

11月：小嶋悠紀氏　12月：長谷川博之氏
〈第１講座〉向山型学級経営を自分の学級に落とし込むと、子

供はここまで伸びる！
11月：向山型学級経営の微細技術を追求する！～（立候補２名）
12月：向山型学級経営の裏文化完全追試に挑む～（立候補２名）

〈第２講座〉向山実践をディープに紐
ひも

解く！　映像全集の「あ
れども見えず」を、谷氏が追試可能な形でえぐり出す。映
像全集の見方・考え方・切り取り方

11月：前半　12月：後半
〈第３講座〉伴の「向山洋一一筋30年、俺にしか語れない向山

洋一論がある～連続講座」
〈第４講座〉「新教科書」を向山型で授業する！〜「あなたの

授業のここを直せば、向山型に近づく」〜
　※発表者各２〜４人　谷氏解説
11月：算数　12月：国語

〈第５講座〉
11月：小嶋悠紀氏　若手よ、俺を追い抜け！　高校生の時か

ら向山洋一一筋。若手に聞いてほしい「若いときしかでき
ない」向山洋一の追いかけかた。

12月：長谷川博之氏　向山洋一の学校づくりを追試し続けた
「教務主任発！向山型教育課程編成論」

〈第６講座〉連続講座だからこそ聞ける異次元のＱＡ講座！
11月：質問者谷→解答者伴のＱＡ講座
12月：質問者伴→解答者谷のＱＡ講座

〈第７講座　15時15分～ 15時35分（予定）〉帰ってきた向山・
師尾講座「言いたい放題」「聞きたい放題」

〈第８講座　15時35分〜 15時50分〉谷の「向山先生のお宝実物
資料を読み解く」

新たな学びでつなぐ叡
えい

智
ち

その教師力に挑戦する

高知
県
TOSS南国港free-way

高知県高知市立介良小学校

藤
ふじ

﨑
さき

 富
ふ

実
み

子
こ

連絡先：fujisaki@tosskochi.net

癒され、元気になり、授業力を付ける！
　TOSSで学ぼうという「志」で、模擬授業
やレポート検討で意見を言いながら学習会を
している。サークルで元気になり、授業力を
付け、心の港となる教師になることを目指す。
毎月１回、例会を開催している（「Zoom」例
会は、毎週水曜日）。授業の腕を磨きたい！
　学級経営がうまくなりたい！　支援がうま
くなりたい！　など様々だ。LINEやSlackな
ど、いつでも連絡や相談ができる。

千葉県
我孫子Avancer

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

 健
けん

一
いち

連絡先：kouno.kenichi@toss2.com

仕事への意欲を高めるために
「楽しい教師生活を送る。自信をもって学校
で過ごす」このようなコンセプトで例会を開
催している。例会の参加人数は多くても８人
程度。授業や学級経営、人間関係などの悩み
相談も気軽にできる。オンラインの例会も
行っている。30分程度で、実践報告を自慢す
ることを主に行っている。自慢例会は褒める
ことのみ。自己肯定感を上げることを目的と
している。例会はアウトプットの場である。

11月11月八
月
三
日
㈪　

猛
暑
。
昼
食
時
、
夏
休
み
の
こ

と
が
気
に
な
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
発
信
。

八
月
四
日
㈫　

か
か
り
つ
け
医
で
毎
月
の
検
査
。

そ
の
後
聖
路
加
国
際
病
院
で
診
察
。
夜
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
群
馬
サ
ー
ク
ル
訪
問
。

八
月
五
日
㈬　

昼
食
は
東
京
タ
ワ
ー
下
の
豆
腐

「
う
か
い
」。
昔
は
予
約
が
取
れ
な
い
店
だ
っ

た
が
、
最
近
は
Ｏ
Ｋ
。

八
月
六
日
㈭　

向
山
宅
の
大
整
理
。
プ
ロ
も
入

る
。
谷
、
長
谷
川
、
小
嶋
先
生
た
ち
に
久
し

ぶ
り
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。

八
月
七
日
㈮　

向
山
塾
の
ワ
イ
ワ
イ
オ
ン
ラ
イ

ン
飲
み
会
。「
竹
馬
の
友
」
を
歌
っ
た
。

八
月
九
日
㈰　

向
山
宅
の
大
整
理
続
く
。
手

伝
っ
て
く
れ
た
先
生
方
（
井
上
、
遠
藤
、
雨

宮
）
恵
理
子
一
家
と
料
亭
「
秀
」
で
夕
飯
。

八
月
十
二
日
㈬　

午
前
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
子

育
て
の
部
屋
訪
問
。
久
し
ぶ
り
に
北
海
道
の

水
野
先
生
と
話
し
た
。

八
月
十
三
日
㈭　

昼
食
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ

ワ
ー
で
東
京
都
民
応
援
サ
ー
ビ
ス
20
%
割
引
。

夜
は
オ
ン
ラ
イ
ン
中
央
事
務
局
飲
み
会
に
参

加
。
結
構
楽
し
い
。

八
月
十
四
日
㈮　

聖
路
加
国
際
病
院
で
検
査
。

夜
は
オ
ン
ラ
イ
ン
北
海
道
サ
ー
ク
ル
訪
問
、

青
坂
、
水
野
も
参
加
。

八
月
十
五
日
㈯　

恵
理
子
が
本
棚
の
写
真
を
撮

り
ま
く
っ
て
く
れ
た
の
で
発
信
。

八
月
十
八
日
㈫　

聖
路
加
で
の
検
査
結
果
の
説

明
を
恵
理
子
と
師
尾
と
聞
く
。
お
酒
は
減
ら

す
と
い
い
ら
し
い
。
吉
永
先
生
か
ら
の
は
が

き
を
読
み
、
お
礼
の
発
信
。

八
月
十
九
日
㈬　

書
店
で
八
冊
購
入
。

八
月
二
十
一
日
㈮　

浅
草
み
よ
し
三
人
会
（
向

山
、
板
倉
、
師
尾
）、
次
の
本
の
相
談
。

八
月
二
十
二
日
㈯　

向
山
一
門
オ
ン
ラ
イ
ン
総

会
百
五
十
名
。み
ん
な
と
会
え
て
楽
し
か
っ
た
。

八
月
二
十
三
日
㈰　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
中
学
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
に
参
加
。
五
百
名
は
凄
い
。

八
月
二
十
四
日
㈪　

歯
医
者
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。

孫
の
歓
ち
ゃ
ん
三
歳
の
誕
生
日
。
絵
本
三
冊

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

八
月
二
十
五
日
㈫　

夜
、
恵
理
子
一
家
と
久
し

ぶ
り
に
「
き
み
ず
し
」
で
誕
生
会
。

八
月
二
十
八
日
㈮　

夜
オ
ン
ラ
イ
ン
岡
山
サ
ー

ク
ル
訪
問
。

八
月
二
十
九
日
㈯　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
特
別
支
援
、

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。

八
月
三
十
一
日
㈪　

オ
ン
ラ
イ
ン
島
根
サ
ー
ク

ル
訪
問
。
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本当に大切なのは子供たちに力を付けること
時短の中での「成績評価」をこうする特集

『教育トークライン』12月号
予告　11月15日発行

向山行雄　　 谷　和樹　　 河田孝文
染谷幸二　　 許　鍾萬　　 星野優子
長谷川博之　 林　健広　　 紫前明子
塩谷直大　　 望月　健　　 進士かおり

編
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▼
九
月
二
十
一
日
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
が
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
新
し
い
試
み
で
し
た
が
、
定
員
千
名

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出

る
ほ
ど
の
大
盛
況
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

新
し
い
授
業
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
合
宿
も
今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
戸
村
）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
一

番
頭
を
悩
ま
せ
た
の
が
、
体
育
と
音
楽
の
授

業
で
す
。
三
密
を
避
け
た
体
育
の
授
業
を
ど

の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
。
飛
沫
感
染
の
リ

ス
ク
を
避
け
な
が
ら
、
音
楽
の
授
業
を
ど
う

成
立
さ
せ
る
の
か
、
音
楽
専
科
と
話
合
い
を

し
て
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
十
一
月
号
の

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
は
、
そ
ん
な
課
題
に
対
す
る

ヒ
ン
ト
が
満
載
で
す
！
（
久
野
）

▼
学
校
現
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
は
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
勤
務
校
で
は
朝
読
書
や
定
期
考

査
中
な
ど
、
無
言
で
行
う
活
動
で
は
マ
ス
ク

を
取
ら
せ
て
い
ま
す
。
体
育
祭
も
合
唱
祭
も
、

時
短
で
は
あ
り
ま
す
が
、
通
常
ど
お
り
に
行

い
ま
す
。
パ
ニ
ッ
ク
の
よ
う
な
事
態
が
続
か

ぬ
よ
う
、
理
性
で
整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
し
ょ
う
。（
長
谷
川
）
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今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。
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とびなわキング
（ブルー、レッド、イエロー）
各750円（税込）
特典：1回の注文につき　級別シール
　２種プレゼント
パスワード：0jumwy

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年9月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

輪郭英単語カード
2,500円（税込）
特典：送料無料
パスワード：z5wb25

　イベントはロマンから生まれる。音楽会が終わった11月初旬。次の学校行事は模擬店。高学年の各ク
ラスがお店を出し、全校児童がお店を回る。６年２組では、ゲーム系のお店をしたい人たちと、お化け
屋敷をしたい人たちで活発に意見を闘わせていた。音楽会終了後から、模擬店までは、約２週間しかな
かった。ゲーム系を推しているのは、いわゆる優等生グループ。準備期間とお店の質を考慮し、ゲーム
系ならできると踏んでいる。お化け屋敷を推しているのは、いわゆる元気グループ。お化け屋敷がどれ
だけ楽しいか、一度はやってみたかったという思いを熱く語った。結果、僅差でお化け屋敷に決まった。
それからは、休み時間や放課後はもちろん、家でも小道具作りや段ボール集めを協力してやっていた。
完成したのは、模擬店当日の開始数分前。誰一人諦めず、お化け屋敷の最中も改善・工夫を続けた。そ
の甲斐あって、全校児童数577人の学校で、512人のお客さんに来てもらえた。

新型コロナウイルスを乗り越え、楽しい学校
行事を皆の力で成功させる！
諦めない心が最高の結果を招いた。

兵庫県姫路市立高岡小学校 西
にし

田
だ

 真
ま

衣
い

子
こ

12月号
で紹介！

鉄棒くるりんベルト
2,200円（税込）
特典：送料無料
パスワード：w9458l

10月号
で紹介！

⇧学校行事「模擬店」でお化け屋敷をした。
お客さんの長蛇の列に子供たちは大喜びだった。

⇦お化け屋敷大成功を祝って記念撮影！

⇧新型コロナウイルスの影響があっても、
チャレラン「紙ちぎり伸ばし」で楽しく交流。

⇦ＡＢに分かれての分散登校（新型コロナウイルス感染予防対策）
期間に行った、背面黒板を使ったメッセージ交琉。
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特
集
・
楽
し
く
力
が
付
く「
新
し
い
体
育
」と「
新
し
い
音
楽
」

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年10月15日発行（毎月1回15日発行）第527号

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「じどう車くらべ」　　　　　　算数「ひきざん」
小学2年　国語「同じところ、ちがうところ」　算数「かけ算（九九）」
小学3年　国語「ようすをくわしく表そう」　　算数「計算のじゅんじょ」
小学4年　国語「百科事典の使い方」　　　　　算数「垂直、平行と四角形」
小学5年　国語「固有種が教えてくれること」　算数「分数と小数、整数の関係」
小学6年　国語「意見文」　　　　　　　　　　算数「比例を調べる」
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中学校の授業実践
国語「江戸時代から明治時代の
　　　身分の変化」
理科「風船を使った風向の観測」

特集

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮
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医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

酒井式絵画指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

楽しく力が付く「新しい
体育」と「新しい音楽」
楽しく力が付く「新しい
体育」と「新しい音楽」

with コロナ　「３つの密」を避けながらwith コロナ　「３つの密」を避けながら

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

新型コロナウイルスに負けるな！
こんな時代でも、子供たちに体育や音楽を
新型コロナウイルスに負けるな！
こんな時代でも、子供たちに体育や音楽を


